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第一章




桃色青年と割れたクッキー






　しん、と空気が静まり返る。周囲で交わされていたやり取りも、移動する人々の靴の音も、楽団が奏でる音楽もぴたりとやんでしまい、水を打ったような静けさが広がる。

　舞踏会の会場であるダンスホールの中央に、不自然な空間がぽっかりと開く。周囲の人たちが逃げるように避けたせいでど真ん中に一人取り残されたレナは、視線の先の女性、ナディアの姿をもう一度見据えた。

「……あの……？」

「あら、聞こえなかったのかしら？」

　レナにはナディアが発した言葉の意味がわからなかった。聞こえてはいたが、理解できなかった。だからもう一度訊ねようとしたのに、問いかける前にきつく睨まれ、言葉を遮られてしまう。

「クラウド殿下に執拗に付きまとうのはおやめになって、と申し上げたのですわ」

　忌々しそうに表情を歪ませるナディアに、レナは言葉を詰まらせた。

　やはり聞き間違いではなかった。レナはナディア王女に、大人数の前で叱りつけられたのだ。

「わたくしは幼少の頃よりクラウド殿下の婚約者です。それはこの国の民ならば、皆様ご存じだと思っておりましたけれど」

「ああ、もちろん。知らない人間などいるはずがない」

　そう言ってナディアを擁護するのは、他でもないこの国の王太子であるクラウド殿下だ。

　彼はレナにとって憧れの存在である。王太子として完璧に政務をこなす姿も、金髪に青い瞳の麗しい容姿も、口は悪いが恋仲になった女性には甘い仕草を見せるギャップも、低音が身体の芯まで響くような美声も。そのすべてを好きになったのは昨日今日という生半可なものではなく、『前世』からずっと想い慕っている。

　しかしクラウドから向けられる視線は、今はまだ冷たい。レナとクラウドが親密な関係になるには、もう少しだけ時間がかかるのだ。

　いや──もしかしてそんな未来など一生来ないかもしれない。この状況を目の当たりにすれば、急激に不安になってしまう。

　なぜなら、レナの想いは拒絶されたから。本来ならば今夜ここで受け取ってもらえるはずだった手作りクッキーが、今まさにナディアの手によって払い落とされ、床に落ちてしまったのだから。視線を向ければ綺麗に結ばれたリボンはくしゃりと潰れ、透明なラッピングの中のクッキーは落下の衝撃で粉々に砕けている。

「クラウド殿下に変なものを渡すのは、やめてくださる？」

「へ、変なものって……！」

　一生懸命作ったクッキーを馬鹿にされ、レナは咄嗟に言い返そうとした。

　もちろん自分と相手の身分差は理解しているので、安易に口にすればさらに分が悪くなるのはわかっている。それでも丹精込めて作ったお菓子を蔑ろにされるのは悔しい。だから言い訳がましくてもちゃんと説明したいと思ったが、次のナディアの言葉でレナは窮地に立たされた。

「毒でも入っていたら大変だわ！」

　紅がのせられた唇から不穏な単語が発せられると、静まり返って様子を見ていた人々の間にどよめきが生じた。ナディアの言葉を真に受けた周囲の人は、レナに聞こえるようにヒソヒソと悪意に満ちた言葉を交わし、ジロジロと不快なものを見る視線を向けてくる。

　確かに、レナもそう思う。この場には美味しい料理もお酒もデザートもあらかじめ用意されているのに、わざわざ手作りクッキーなんて持ち込むほうがどうかしている。

　しかし、レナが知っているシナリオでは、これが正解の選択なのだ。

　本当ならこの舞踏会の場でクラウドに手作りクッキーを渡すと、彼は少し照れたようにレナの気遣いを喜んでくれて、それがきっかけでクラウドとの関係が好転し、二人の仲は急接近する。その先の未来は多少のハプニングこそあれど、甘やかな日々が訪れる。

　だから、これは大事なキーアイテムのはず。

　なのに、この状況。この罵倒。

（……私、イベント失敗した？）

　そう認めざるを得ない。今この身に起きている出来事は、レナにとっては完全に予想外の展開だ。

「おい、貴様。いつまで俺とナディアの邪魔をする気だ」

　今までレナとナディアのやり取りを静観していたクラウドが、不快感をあらわにした声を発する。貴様、というのが自分へ向けられた言葉だと知り、レナは思わず凍り付いた。

「おい、この女を連れ出せ！」

「え……ちょ……っ」

　ずっと片想いをしてきたクラウドに冷たい視線と容赦のない言葉を浴びせられ、レナはすでに泣きそうになっていた。

　確かに急にクラウドに話しかけて手作りクッキーを渡すという行為は不審かもしれないが、レナとクラウドは決して初対面じゃないのに。これまでだって何度も会話をしたことがあるのに。

（って、ちょっとおおぉ……！　これってもしかして、王宮出禁のバッドエンド!?）

　これはどう考えてもレナに不利な状況だ。

　しかし、心の絶叫は声には出ない。頭が真っ白になり、身体は緊張で強張り、だらだらと変な汗を流すレナの唇が正常に機能するはずがない。仮にちゃんと動いたとしても、それは口にしないほうがいいに決まっている。

　なぜなら、この国の王族や貴族は『出禁』などという俗な言葉は使わないし、『バッドエンド』などという言葉はこの世界に存在もしないのだから。

　クラウドの命令を受けて近付いてきた二人の近衛騎士がレナの両腕を掴む。その手には痛みを感じるほどではないが、抵抗することもできない程度の力が込められている。もちろん抵抗したとしても、この場から上手く逃亡できるとも思えない。

　真っ白になった頭で騎士たちに促されるまま歩き出そうとしたレナの背中に、ふと聞き覚えのない男性の声が届いた。

「クラウド」

　密談を交わす周囲の人々の声よりも大きく、けれど張り上げているわけでもない声は、この国の王太子であるクラウドの名前を公の場で平然と呼び捨てにした。レナの知る限りそんな無礼が許されるのは、クラウドの父である国王陛下ぐらいだ。

　しかし今夜の舞踏会は、貴族の若い令息令嬢のみが集う若者のための社交の場のため、国王は参加していない。

　ならば誰が──と振り返ったレナの思考は、そのまま静かに停止した。

「未来の王様が、か弱い女の子をいじめちゃだめでしょ？」

「……ユリウス」

　にこやかな笑顔を向けてくる青年に、クラウドが小さく名前を呼ぶ。

（ユリウス……。ユリウス？　……誰？）

　聞こえた名前を胸の内で反復しながら、レナはそっと首を傾げた。

　レナとクラウドの間に立ったのは、クラウドと同じぐらいの身長で細身の男性だった。歳の頃もレナたちとさほど変わらないだろう。

　この国では珍しいストロベリーピンクの髪色は少しくせ毛なのか、空気を含んだようにふわふわと揺れ動いている。けれどだらしなさを感じるわけではなく、悠然とした立ち姿も、優雅に微笑む表情も、クラウドに話しかける言葉遣いも、すべてがどこか優しげだった。

　しかし。

（え……ほんとに誰？）

　こんな人ゲームにいた？　ともう一度首を傾げてしまう。

　レナはこの世界を第三者の目線で俯瞰した経験があるが、記憶の中に桃色のゆるふわ青年は存在しない。まったく見覚えがない。

「この子はクラウドを慕っていただけで、別に悪気はなかったと思うよ？」

　しかもこの桃色青年、なぜかレナの味方をしてくれるらしい。冷たい言葉を浴びせられてすっかりと萎んでいた心情を察知し、レナを擁護するように気持ちを代弁してくれる。

「せっかくの楽しい舞踏会なんだし、王太子殿下の寛大な心で許してあげてもいいんじゃない？」

「……ユリウスがそう言うなら」

　渋々ではあるが納得したクラウドに、桃色青年がにこりと笑って「ありがと」と礼を言う。そのやり取りに唖然としてしまう。

　レナの知るエーゼラント王国の王太子クラウドは、世界のすべてを自分の望むままに操れるとでも考えていそうな印象を受ける、いわゆる『俺様』な性格だ。気に入らなければ使用人や側近の意見は当然のこと、場合によっては父である国王の意見さえも突っぱねてしまうほど気位が高い人である。

　その俺様気質なクラウドが大人しく言うことを聞いている。この桃色青年は一体何者なのだろう……と、ついじっと顔を見つめてしまう。

　すると、ふとこちらを向いた青年のリーフグリーンの瞳と、ばちりと視線が合った。

「まぁ、舞踏会の楽しい空気を乱したのは事実だからね。今日のところは君も退場しようか？」

「……はい」

「うん、素直でいいね」

　どうやらこの桃色青年は完全に味方というわけではないらしい。さすがにこの場を乱したレナが、この後もダンスホールに留まる手助けまではしてくれないようだ。

「この子は俺が預かるよ。……その手を離してもらえるかな」

　レナの腕を掴んでいた近衛騎士をたった一声で退かせる。悪意は感じられないが、彼の言葉にはどこか強い圧が含まれているようだ。

「ついでにこのクッキーも俺が預かるから」

　床に落ちていたラッピングをひょいっと摘み上げると、クラウドとナディアに許可を求めるよう宣言する。もちろんクッキーの存在を無視したクラウドも、レナの手からクッキーを叩き落としたナディアも、だめだと言って制止するわけがない。

　何も言わず呆然と桃色青年の行動を見つめる二人に代わり、レナが不満の言葉を漏らした。

「……毒など入っておりません」

「わかってるよ」

　レナが呟いた言葉は、爽やかな笑顔と共にあっさりと肯定された。

　当然、クラウドのために丹精込めて作ったクッキーに毒など入れるはずがない。しかし、客観的に見ればどう考えても怪しい贈り物の存在を素直に認められると、レナは彼が何をどうわかっているのか、逆にわからなくなってしまう。

「さ、行こうか」

　考える暇を与えないつもりだろうか。レナの腰に自然な動作で手を回してきた青年の行動に、困惑して狼狽してしまう。

　だがダンスホールから連れ出されたレナは、青年に従って足を動かすことに精いっぱいで、抗議の言葉は一つも発することができなかった。





シュガーレス・メサイア






『王宮のドルチェ・ドリーム』──それはレナがエーゼラント王国でトーリュアス子爵の一人娘として生を受ける前……つまりこの世界へ転生する前に、どっぷりとハマっていた乙女ゲームソフトの名称である。

　下級貴族の令嬢であるヒロインは、ある日王宮主催のお茶会の席に招かれるが、そこで用意されていたスイーツがリスに盗まれるというハプニングに遭遇する。お菓子作りが趣味だったヒロインの機転と奮闘によりお茶会は事なきを得るが、その出来事をきっかけにヒロインはお菓子作りの腕と才能を買われ『王宮菓子職人』に抜擢されることとなる。そこでお菓子にまつわる事件やイベントを乗り越えながら、王子や騎士や貴族令息などと恋に落ちていく──というストーリーだ。

　しかしこの乙女ゲーム、シナリオもグラフィックも起用された声優も悪くはないのに、ヒット作とはならずシリーズ化もされない単発ソフトに留まった。

　理由はレナにもわかっている。もちろんイタリア語で甘味を意味する『ドルチェ』と、英語で夢を意味する『ドリーム』を組み合わせたタイトルが適当すぎるからではない。

　実はこのゲーム、やりこみ要素として実装されているお菓子作りのミッションが、あまりにも難しすぎるのだ。

　小麦粉が八種類、選択を間違えればお菓子が焦げる。

　砂糖が五種類、選択を間違えれば味の評価が落ちる。

　卵が七種類、選択を間違えれば窯が爆発する。

　ミルクも五種類、選択を間違えれば食べたキャラクターが体調不良になる。

　トッピングが十二種類、選択を間違えれば見た目の評価が落ちる。

　そしてレシピはなんと三十五種類で、すべて揃えなければ見られないエンディングもあるという、なかなかの鬼畜システムだ。よって転生前のレナの友人は、このゲームを『システムが難しすぎて楽しめない』と酷評していた。

　しかしレナにとって『王宮のドルチェ・ドリーム』は何よりも楽しいと思える究極の乙女ゲームだった。材料やレシピ集め、素材の組み合わせによる難易度もまったく気にならないほどハマりこんでいた。

　なぜならゲームのヒロインと同じく、レナの趣味もお菓子作り。しかもプロのパティシエールを目指して製菓専門学校に通い、ゆくゆくは自分のスイーツ店を持ちたいと思うほど本格的なお菓子好きだったのである。

　だから前世で交通事故に遭い、志半ばで儚くなってしまったことは本当に残念だった。命と夢が同時に潰えてしまったのだから、悔しくないはずがない。

　そんな不幸に見舞われ命を落としたレナは、大好きな乙女ゲームのヒロインとしてこの世界に転生した。自分が『王宮のドルチェ・ドリーム』の舞台となる世界へ生まれ変わったと知ったときは、天にも昇るような幸福感に満たされた。

　もちろん最初は困惑した。だがゲームの中の話がここでは現実であることと、いくら頑張っても元の世界には戻れないことを知ると、すぐに思考を切り替えた。前世の記憶が蘇ったのが、最初の共通イベントとなるお茶会の日の早朝であったのも幸いだっただろう。

　何せここは、大好きな『王宮のドルチェ・ドリーム』の世界。ということはつまり、金髪碧眼で見目麗しく、政務をこなす姿は凛々しく、華麗に剣技を使いこなし、性格は俺様気質で少し意地悪だが惚れ込んだ女性には低音ボイスで甘い台詞を囁く完璧な存在、エーゼラント王国の王太子『クラウド殿下』が実在するということだ。

　そんなクラウドは甘いものが苦手で、しかも序盤はヒロインが菓子職人であることを知らずにストーリーが進行するため、特に攻略が難しいことで有名だ。

　それでもレナは最推しキャラクターのクラウドの攻略方法ならば、頭の中に完璧に叩き込んである。だからゲームではチュートリアルを兼ねていた最初のお茶会イベントを現実でも難なくこなし、それ以降もクラウドの好感度が上昇する言動を選択し、ここまではゲームのシナリオ通りに進んできた。

　もちろんこの世界にはゲームに登場する他の攻略対象キャラクターも存在している。だがリセットが可能な乙女ゲームとは異なり、現実世界ではやり直しがきかない。生身の人間の人生はたった一度きりなのだから、ハッピーエンドを掴むためには他の相手に構ってなどいられない。

　クラウドに近付くため、認めてもらうため、女性として好いてもらうために、これまで必死に奮闘してきた。ゲームのシナリオから外れないように、細心の注意を払って行動してきたのに。

（私、一体どこで間違えたの……？）

　導入イベントと共通イベントの選択はすべて完璧だった。だから今夜の舞踏会をきっかけにレナはクラウドに見初められ、ここから次々と恋愛イベントが巻き起こると思っていた。

　しかし今、レナの身に起きているのはシナリオとは異なる展開。予想とはまったく違うシチュエーション。どうやらレナは、どこかで何かを間違えてしまったらしい。

　舞踏会の会場であるダンスホールからはどんどん遠ざかっている。しかも右手でレナの腰を抱き、左手にレナの作ったクッキーを握り、王宮の薄暗い廊下を勝手知ったる顔で突き進んでいく青年はまったく知らない人物だ。

（こんな桃色のゆるふわキャラなんて、いなかったような？）

　ストロベリーピンクの髪はわたあめのようにふわふわのくせ毛だが、耳や首が見えるほどの長さに整えられているので、不衛生には感じない。身長はおそらくクラウドと同じ、転生前の尺度でいうと約百八十センチ前後だろう。すっきりとした輪郭とすっと通った鼻筋は爽やかな印象だが、目尻が下がっているせいか全体的には甘い顔立ち。瞳の色はリーフグリーン。

（だ、誰ですか……？）

　見覚えがない。こんな登場人物がいた記憶は一切ない。

「あの……」

　おそるおそる口を開くと、男性が「ん？」と不思議そうな声を出した。その音のトーンから、レナが舞踏会の雰囲気を乱してしまったことに憤る様子は感じられない。

　てっきり説教されるかもしれないと身構えていたレナは、不安が和らいだ代わりに疑問の感情が大きくなってしまった。

「あの……大変失礼なことをお伺いしますが、以前どこかでご挨拶させていただいたでしょうか……？」

　桃色青年に腰を抱かれたまま、おそるおそる質問する。クラウドと親しげに話す様子を見るに、この青年はゲームには登場しないクラウドの友人である可能性が一番濃厚だ。もしそうであれば、彼はトーリュアス子爵家よりも身分が高い貴族の令息であると推測できるため、つい声も小さくなってしまう。

　レナの質問にゆっくりと足を止めた青年が、薄暗い廊下の中央でじっとレナの顔を見つめてきた。そして「ふうん」と小さな息を零す。

　その声にはどこか納得したような、少し不満があるような、けれどもレナの反応を最初から見抜いていたような、いろんな感情が含まれている気がした。

「やっぱり俺のことはまったく認識してないんだ……残念だな」

「え、えっと……」

　青年の言葉にレナはまたオロオロしてしまう。

　やはりどこかで会ったことがあるのだろうか。しかもこの口振りから察するに、青年がレナのことをどこかで一方的に見かけた、ということでもなさそうだ。

「俺の名前はユリウス」

「……ユリウス」

　青年が名乗った音をそっくりそのまま繰り返す。唇は確かに聞いた名前を繰り返すように動いたが、やはり聞き覚えはない。前世の記憶を思い出した代わりに別の記憶を失ってしまったのだろうかと不安を覚え始めると、その反応にユリウスがくすっと笑みを零した。

「そう、ユリウス＝フェクトスティリア」

「……えっ」

　ユリウスが今度はフルネームを名乗ってくれる。レナとしては見覚えも聞き覚えもない名前なのだから、フルネームを聞いたところでわかるはずがないと思っていた。だが、そうではなかった。

　彼が口にした名前には、隣国フェクトスの名が含まれている。国の名前を冠するということは、彼が王族であるという意味だ。しかし彼はただの王子様ではない。

　驚きの声を上げて固まるレナに、ユリウスがにこりと笑みを深める。爽やかな顔立ちと低音の中に甘さを含んだ声に、一瞬くらりとよろめいてしまう。けれどそれは恋のときめきではない。めまいを伴う立ち眩み……体調不良の部類だ。

「俺はナディア＝フェクトスティリアの弟だよ。トーリュアス子爵のご息女で、王宮菓子職人の……レナ＝トーリュアス嬢？」

　それはそうだろう。レナの身元を把握したうえで逃すまいと身体をがっちりと掴まえるこの青年は、乙女ゲーム『王宮のドルチェ・ドリーム』に登場する悪役王女ナディアの弟だというのだから。

「あああ、あの……ももも、申し訳ございませんんん……！」

　想像もしていなかった事実を告げられ、謝罪の台詞さえ震えてしまう。

　薄暗い廊下で二人きりになってしまった彼が、エーゼラント王国と親交の深いフェクトス王国の王子殿下であることは問題だ。しかしそれよりも、先ほどのレナの言動のほうがよほど大問題である。

　なぜなら、レナが敬愛するエーゼラント王国の王太子クラウドとフェクトス王国の王女ナディアは、幼少の頃から婚約者同士。そして目の前にいるユリウスは、その王女ナディアの弟なのだ。

　乙女ゲームの中のクラウドがナディアに向ける感情は、実に冷えたものだった。婚約は幼い頃に親同士、つまり国王同士が決めた政略結婚であり、クラウドはナディアに対して特別な感情を持っていなかった。

　だからゲームのヒロインは舞踏会の場でクラウドに近付くことができたし、キーアイテムであるクッキーを渡す行動も邪魔されなかった。そしてその後、クラウドと恋仲に発展できるのだ。

　とはいえ、今はまだ婚約が破棄される前の状態なので、対外的には二人は婚約者同士である。クラウドに恋愛感情がなくとも、公の場でナディアが誰かと揉めればクラウドはナディアを庇う立場にある。それは仕方がないことだ。

　ならばナディア王女の弟であるユリウス王子にとって、姉の婚約者に近付くレナは不穏分子以外の何者でもない。最終的にレナとクラウドが両想いになる未来だとしても、今の彼にとってレナは『姉の結婚を邪魔する横恋慕女』としか映らないだろう。怒られて当然である。

「別にいいよ。俺も踊り疲れたし、人が多すぎるのも好きじゃないから」

　しかし慌てて謝罪するレナに対し、ユリウスの返答はどこか的外れなものだった。

　レナが謝罪しているのは、あの状況から脱する手間をかけさせてしまったことに対してではない。あの状況を作ってしまったことそのものに対してだ。

「い、いえ……そういう意味ではなく……」

　頭の中にはまだ適切な弁明が思い浮かんでいなかった。それでも己の行動が誤解されたままではいけない。せめて婚約者がいるクラウドに近付いた理由ぐらいは説明させてほしかったのに。

「ん？　あ、もしかして助けてあげたお礼してくれるの？」

「え……？」

　レナが口を開こうとすると、にこりと笑ったユリウスに言葉を遮られた。驚いて顔を上げると、薄暗がりの中でユリウスと目が合う。

「じゃあ、身体で返してもらおうかな」

　ユリウスがにこにこと微笑むので、レナの戸惑いはどこかへしゅぽんと吹き飛んだ。

「あ、あの……何をおっしゃって……？」

「んー……何してもらおうか、な」

「っ……！」

　ユリウスの右手に腰のくびれを撫でられると、布地の上からでも彼の指の動きを敏感に感じ取ってしまう。さらに腰から背中へ上昇してくるたどたどしい動きに、思わず変な声が漏れそうになる。しかもユリウスは背中に触れるだけに留まらず、いつの間にか身体をぴたりと密着させている。

「何？　……なんか変な想像した？」

　耳元に吐息がかかる。綿あめのように甘そうなゆるふわの桃色の髪だけではなく、低すぎず高すぎない声にも不思議な甘さが含まれている。それに陽光をたっぷりと浴びたふわふわのシーツのような香りもする。そんな優しい声と爽やかな石鹸の香りを至近距離で感じたレナは、再びその場で固まった。

　クラウドと結ばれることを願って日々奮闘するレナだが、実は前世でも現世でも恋愛と呼べるほどの経験はほとんどない。転生する前は中学も高校も女子高で、パティシエールになるための製菓専門学校でも圧倒的に女子の人数が多かった。転生した後も貴族の令嬢として貞淑であるようにと教えられてきたため、前世の記憶が蘇る直前までは異性との接触がない人生を送ってきた。

　だからクラウドとの恋の成就にかかわる選択は、すべて『王宮のドルチェ・ドリーム』の攻略方法に従っている。とるべき行動や言うべき言葉は、乙女ゲームの選択肢に委ねているのだ。

　そういうわけで脳内の予行演習は完璧だが、実践経験はゼロだ。イレギュラーな状況にはまったく対応できないし、予想外の場面に遭遇した場合はただ慌てふためくしかない。

　今、この瞬間のように。

「君、王宮の菓子職人なんでしょ？　なんか作ってよ」

「……え？」

　レナにとって想定外の存在であるユリウスの考えは、まったく読めない。何を言われるのだろうとびくびくしていたが、求められた謝礼は意外にもごく普通の要求だった。

「料理は食べたしお酒も多少は飲んだけど、デザートには辿りつけなくてさ。せっかくだから甘いものも食べたかったんだ」

　どうやら桃色ゆるふわ王子は、見た目通りに甘いものがお好きらしい。王子であるユリウスに社交の場で悠長にデザートを食べる余裕があるとは思えないが、時間的に許されるならば甘いものも食べたかったような口振りだ。

　もちろん振る舞われるプティ・フールの中には、王宮菓子職人であるレナが作ったお菓子も含まれていた。今夜は若者ばかりの社交の場だったので必要以上に見た目が華やかなものが多いが、味にもちゃんとこだわっていた。絶対に美味しいことはレナが自信を持って保証する。だから、食べたかったのに食べられなかったと残念そうに言われると、切なくなってしまう。

「身体で、ってそういう意味だったんだけど？」

　けれど、からかうようにそう言われると切なさはすぐに消えてしまう。

　それに同情している場合ではない。背中を撫でていた手に力が入り、突然ぐいっと引っ張られる。たったそれだけで、多少は離れていたはずの二人の距離がさらにぐっと近付く。

　今度は先ほどよりももっと近い場所で。あと少し近付けば頬か耳に唇が触れそうなほどの距離で、ユリウスが聞き捨てならない言葉を囁く。

「……やらし」

「ち……違いますっ！」

　廊下は明かりが少なく、薄暗い。ならばレナの照れた表情や火照った肌の色はしっかりと認識できていないはず。誤魔化すために必死に首を振るとユリウスは一瞬くすっと笑みを浮かべたが、すぐに「ごめんごめん、冗談だから」と言って離れてくれた。

　心臓がドッドッドッと短く大きな音を立てている。そのまま呼吸も止まってしまいそうなほどに高速回転している。

　見知らぬ桃色ゆるふわ王子の言動など、予測できるはずがない。ユリウスがどこからどこまでが本気なのか皆目見当もつかないレナは、文句を言う代わりにムッと頬を膨らませた。

　だが、すぐに彼が隣国の王子であることを思い出す。相手は無礼な態度をとることが許されない人だ。

（……はぁ）

　ユリウスの冗談は真に受けないようにしようと心に決める。ナディアの機嫌を損ねたために大勢の前で罵倒され、まだ恋仲になっていないクラウドにも冷たい目線を向けられ、窮地に立たされていたところを救い出してくれたことは大変ありがたいと思う。

　だがそれはそれ。他国の王族と子爵令嬢など、本来なら会話は当然のこと、簡単に謁見する許可も得られないような関係だ。他人の目を考えると軽率にかかわるべきではない。

　ここは一つ、甘いものが食べたいので用意してほしいという求めには素直に応じて、あとは早々に距離を置こうと思い至る。

「あの……お手を離してはいただけないでしょうか？」

　ところが、なぜかユリウスはレナを離そうとしない。彼の右手は相変わらずレナの身体を抱いたままだ。

「だーめ。逃げられたら困るでしょ」

「!?」

　直前までにこにこと笑顔を浮かべていたのに、急に真面目な声になってレナの逃亡を阻止しようとする。じっと顔を覗き込み、困ったように眉尻を下げ、口元を引き結んで。まるでレナに執着しているような言い方までして。

「俺のデザート」

「……」

　──違った。ユリウスが執着しているのはレナ自身ではなかった。

　恋愛経験がないと、異性の言動の一つ一つに振り回されてしまう。相手にとっては普通のやりとりでも、変な意味に誤解してしまう。てっきり自分に気があるのかと勘違いしてしまう単純な思考回路が恥ずかしい。

　ありえるわけがない。隣国の王子と弱小子爵家の令嬢。たまたま助けてもらっただけで元々知り合いでもないし、レナは目を見張るような絶世の美女というわけでもない。そして何より、ユリウスは乙女ゲームの攻略対象キャラクターではないのだから。

「どこ行くの？」

「厨房です。この時間であれば、自由に使用してもいいことになっているので」

「そうなんだ。さすが王宮菓子職人だね」

　ユリウスに感心したように褒められたので、レナはまたしても照れそうになる。しかし、今のは照れるところではないし、不可解な言動もあっさり見過ごすわけにはいかない。

「あの、なぜ私のことを……？　名前もご存じでしたよね？」

　そう。ユリウスはエーゼラント王国の人ではないのに、なぜかレナの名前も、トーリュアス家に与えられた爵位も、レナがひと月ほど前から王宮で菓子職人をしていることも知っている。これは紛れもない違和感だ。

「内緒」

「……」

　しかし、簡単には答えを示してくれない。

　甘いものが好きな人。外見も話し方も物腰も声も柔らかい人。優しそうな人。けれど、レナを舞踏会の窮地から救い出してくれた救世主様は、意外と甘くはないようだ。





カスタードプディングと不意打ちキス






「どうぞ……王子殿下のお口に合うかはわかりませんが」

「ありがとう」

　レナがユリウスに用意したのは、氷庫の中にあったカスタードプディングだった。

　この世界には電気で動く冷蔵庫や冷凍庫は存在しないが、氷山から切り出した氷の塊を利用した氷庫が存在する。氷庫はとても高価な設備だが、生活資金が潤沢にある上流貴族の城や屋敷には導入されていることが多い。もちろん王族の住まうここエーゼラント王宮にも大きな氷庫が備えられている。

　クラウドは口にしないが、彼の弟である王子や妹である王女はレナが作るカスタードプディングが大のお気に入り。そのため氷庫には常時プディングを用意し、いつでも食べられる状態にしてあるのだ。

　カスタードプディングは卵とミルクで作った、ごくシンプルなもの。冷えて固まった黄色の表面にとろりと飴色のカラメルソースを流し込み、器を少し揺らしてまんべんなくソースを行き渡らせればすぐにできあがり。プディングがシンプルな代わりにカラメルソースはほろりと苦く濃厚で、その対比が絶妙だ。

　ユリウスが銀のスプーンでカラメルの奥から黄色いプディングを掬い上げて口に運ぶ。そのままゆっくりと口を動かして喉を鳴らすと、

「ん。美味しい」

　と素直な感想を口にした。

　そのたった一言で嬉しくなって照れてしまう。

　レナは生クリームをふんだんに使ったふわふわのとろけるプリンも好きだが、それ以上に卵とミルクと砂糖だけで作った少し固めのカスタードプディングが好みだ。トッピングも砂糖が多いホイップクリームや果糖が多いフルーツをたくさんのせるよりも、シンプルなカラメルソースのみが好ましい、と思っている。

「甘さもあるけどさっぱりしてる。このソースとも合ってて美味しいね」

「カラメルソースというのです。水とお砂糖を煮詰めて作るんですよ」

「へえ、苦みがあるのに砂糖でできてるんだ？　面白いな」

　フェクトス王国ではカラメルソースはあまり一般的ではないらしい。だがユリウスは気に入ってくれたようで、プディングだけではなくカラメルソースも美味しいと褒めてくれた。

「レナの作るデザートはどれも美味しいよね」

「え……本当ですか？」

「うん。もちろん」

「う、嬉しいです」

　ユリウスの褒め言葉から照れを隠すように、そっと視線を下に向けて俯いてしまう。

　良家の令嬢は美しい所作や言動を身につけるために、嫁入り前に作法見習いとして王宮や上流貴族の元へ奉公に出るのが一般的だ。レナはその作法見習いの代替として、前世の記憶が戻ったひと月ほど前から菓子職人として王宮に仕えている。

　だが、自分が作ったお菓子を面と向かって褒められる機会はほとんどない。もちろん大好きなクラウドにも一度も褒められたことがないので、ユリウスの何気ない言葉につい嬉しくなってしまう。

「このクッキーも、俺がもらうから」

「えっ……？　あっ、それは……！」

「わかってる。クラウドのために作ったんでしょ」

　ユリウスが作業台の上に置いていたクッキーの包みを手に取る。しかし、それはクラウドに渡すために用意したもの。だから返してもらうつもりだったのに、彼はクッキーも自分がもらい受けると言い出した。

「でもクラウドには渡さない。今まで見向きもしなかったのに、後から欲しくなったって言われても、俺は応じるつもりはないから」

「え、えっと……？」

　少し怒ったような表情と言葉に、不思議な違和感を覚えて首を傾げる。

　けれど疑問に思ったことをそのまま口にすることはできない。親しげな様子で声をかけられ、しかも王宮の厨房という王子である彼には不似合いな場所で二人きりになっているせいでつい忘れそうになるが、ユリウスはフェクトス王国の王族だ。聞き方を間違えて無礼があってはならない。

　だからレナは口を噤んだが、ユリウスにはすぐにその戸惑いを見抜かれてしまった。

「なーに？　別に怒らないから、聞かせて？」

　あっという間に空になったココットを作業台の上に置くと、ユリウスが台の上に肘をついてレナの顔を覗き込んできた。

　答えるべきか一瞬迷ったが、ユリウスの怒りの矛先が自分に向けられていないことと、言わなければ言うまで問い詰められそうな気配がしたので、言葉を選びつつ疑問を口にした。

「……クラウド殿下とのご関係は？」

　率直に聞けば「クラウド殿下と仲が悪いのですか？」だったが、それはあまりに不躾だろう。だから無難な言い回しを選択したが、どうやら正解だったらしい。

　レナの不安を拭うように、ユリウスが優雅に微笑む。

「ああ、別に嫌っているわけじゃないよ。むしろ友人としては良好かな？　年齢も一つしか違わないしね」

「そう、なのですね」

　ユリウスが「クラウドとは険悪な関係ではない」と説明してくれたので、そっと安堵する。

　そしてそれと同時に意外な事実を知る。クラウドとナディアは同じ年齢で、共に二十二歳。同じ年の同じ月に生まれたので、国王同士が特別な縁を感じて幼少期に縁談を組んだというのは有名な話である。

　そのナディアの弟で年齢が一つ違いならば、ユリウスは現在二十一歳だろうか。ということは現在十九歳のレナにとって、彼は二つ年上ということになる。

　だが、甘いマカロンのような髪色やクリームのようにふんわりとした髪型がそう思わせるのか、レナはユリウスを自分と同じ年齢か、自分より年下だと思い込んでいた。

「まぁ、確かに負けたくない相手ではあるけど」

　しかしその甘い印象はすぐに変化する。ため息交じりに、けれどはっきりと聞こえた声に、少年のような面影はない。むしろレナの姿をじっと見つめながら「負けたくない」と言った表情には、どこか大人びた色と決意が含まれているように思えた。

「えっと……剣術でしょうか？」

「え？　あ、いや……俺、剣はあんまり……」

　友好的だというユリウスとクラウドが競うものを考えて、真っ先に思いついたのは剣術だった。クラウドは幼い頃から剣の手ほどきを受けているため剣術の腕前も素晴らしく、しかもその姿は華麗で美しい。

　もちろん王太子である彼は、普段はテーブルナイフ以外の刃物など手にすることはない。だが、実はこの先にヒロインを守るために自ら剣を振るう恋愛イベントが存在する。ゲームでは美麗スチルもある大事なイベントだが、現実となった今ならスチルと差分どころか、目の前でクラウドが動いて話して触れて守ってくれるという最高の状況が待っている。もはや大興奮必至だ。

「剣が得意な人が好き？」

「え……？」

　乙女ゲームの内容を思い出してすっかり未来トリップしていたレナは、ユリウスに話しかけられてハッと我に返った。

　咄嗟に質問された内容を聞き逃してしまい、何を問われたのかと瞠目する。そんなレナの様子を見たユリウスが、憮然とした様子で長いため息をついた。

「……俺も真剣にやろうかな、剣術」

　ユリウスがつまらなさそうにクッキーのラッピングを指先で撫でる。別に剣が苦手だというならば、無理はしなくてもいいと思うのだけれど。

（そういえば、毒見とか大丈夫なのかしら……）

　ユリウスの指の動きを見ているうちに、ふと疑問が湧く。

　彼は王族という高い身分の割に、見ず知らずの菓子職人が用意したカスタードプディングを簡単に口にした。もちろん夜会で振舞われる軽食や飲み物も、今レナが用意したプディングも、レナを含むエーゼラント王宮の職人たちが腕によりをかけて作ったものだ。

　当然、中に毒など入っているはずはないが、それでもユリウスは毒見が必要な立場だろう。今さらになって、後から毒見係を通さずに他国の王族に飲食物を提供したことを怒られる気がしてきた。

「レナ、手出して」

「えっ？　あっ！　はい！」

　一人ハラハラしていると、ユリウスがレナの目の前に手を差し出した。そこに自分の手を出せと言われ、条件反射で右手を乗せる。

「……え？」

　突然レナの右手首をぎゅっと握ったユリウスが、中指の付け根に触れてきた。一瞬ひやりと冷たさを感じるが、その冷たさも驚きですぐに忘れてしまう。

「ちょっ……これ、なんですかっ？」

　気が付けばレナの右手の中指には金の指輪が嵌められていた。指輪の中央には透き通った桃色の宝石が埋め込まれており、その両隣には黄緑色の宝石が並んでいる。ゆるい曲線を描く繊細なデザインの指輪は確かに美しい宝飾品であったが、喜ぶことはできない。

　この世界では女性の利き手の中指に嵌める指輪は、結婚をしているか、結婚を誓った男性が存在することを意味する。指輪をどちらの手に着けるのかは利き手次第なので決まりはないが、指は中指だと相場が決まっている。

　なぜなら人は利き手を封じられると不自由になってしまうし、己の中心を捧げることは自分のすべてを捧げることに通じるから。けれどそれでも構わない──そうまでして相手にすべてを預けてもいいという誓いが、この世界では唯一無二の愛の証とされる。

「ぬ、抜けない……！　ユリウス殿下、これ……っ」

　だからこそ愛する人以外からの贈り物を、利き手の中指に嵌めることはできない。レナの右手の中指に指輪が嵌まっていることを見付けた人は、レナに夫か婚約者がいると思うだろう。もちろんクラウドも。

　必死になって外そうとしていると、椅子から立ち上がったユリウスがレナに一歩近付いた。

「レナ」

　名前を呼ばれたので返事をするために顔を上げる。だが、ユリウスの表情を確認する前に視界がふっと暗くなった。

　ふと唇に柔らかい感触が触れる。

　音は一切しなかった。味もまったく感じなかった。ただほろ苦さと甘さが混ざり合ったカラメルソースの甘い香りはした気がした。

「!?」

「ん。甘い」

　ユリウスが自分の唇の端をぺろりと舐める。それからぽつりと呟いたのは、プディングと同じ感想だった。レナは味など感じなかったが、ユリウスは甘いと思ったらしい。

　いや、そうじゃない。今……今……。

「な、なっ……なにするんですかあぁっ……!?」

「わー、顔真っ赤」

　数秒遅れてレナが絶叫すると、ユリウスがわざとらしい驚き顔になった。ついでにくすくすと楽しそうな笑い声を上げる。

「初めて？」

「あっ、当たり前じゃないですかあぁ！」

「そっか、よかった」

「よくないですっ！　何を考えていらっしゃるのですかっ!?」

　よくない。全然よくない。油断していたら、急にキスされた。ほんの一瞬の出来事で感覚はあまりなかったが、確かに唇が触れ合ったのは理解できた。

　驚愕と狼狽と困惑と羞恥が同時に押し寄せてきて混乱しながら大絶叫したが、対するユリウスはレナの様子など、どこ吹く風だ。

「美味しいプディングありがとう。また会おうね、レナ」

「あっ……会いません！」

　にこりと微笑みを残して右手を上げたユリウスは、飄々とした態度と軽快な足取りで厨房を出ていった。もちろん、レナの手作りクッキーはしっかりと握りしめて。

「なんなの～～！」

　ユリウスがいなくなった厨房に一人残されたレナは、作業台にへなへなともたれかかった。

　意味がわからない！　と叫びたくなったが、よくよく考えてみたらユリウスという存在が謎に包まれているのは最初からだ。

　ゲームには存在しなかった登場人物。聞き覚えのない情報。見覚えのない展開。思いがけない称賛。そして不意打ちのキス。最初から最後まで想定外の連続だ。

　そしてその状況はいまだ継続中である。

「は……外れない!?」

　彼がレナの指に嵌めていった指輪は、なぜかどこをどうしてもまったく抜けそうにない。不思議なぐらいにぴったりだ。

　どうしてこんなにちょうどいいサイズなのだろう。まるでレナの指輪のサイズを初めから知っていたのかと思うほどだ。ユリウスとは今日初めて会ったばかりのはずなのに。

　レナはこの世界の神ではないが、この世界を俯瞰して見た経験ならばある。なのに何かがおかしい。

　レナが知らないうちに、レナの知っている世界の歯車が狂い出している気がするのは、きっと気のせいではないはずだ。








第二章




悩めるメイプルナッツパイ






「はぁ……」

　レナの落胆が空気に溶けて消えていく。

　今日も玉砕だ。クラウドのティータイムに用意したメイプルナッツパイは、顔を見るなり『おまえの用意する菓子は要らない』と一蹴されたため、口に入れるどころか受け取ってすらもらえなかった。舞踏会の夜から数日が経過したが、クラウドの機嫌を損ねてしまったレナは完全に門前払い状態である。

　一体どこで間違えたのだろう。ここまでの選択は何も間違っていなかったはずなのに、舞踏会のイベントはレナの知っているシナリオから明らかに逸脱していた。あの夜ナディアに邪魔されるとは夢にも思っていなかったし、彼女がレナの前に立ちはだかるのは、もっと後のはずだった。

　乙女ゲーム『王宮のドルチェ・ドリーム』はお菓子をめぐる事件やイベントが多く、そのキーアイテムとなるスイーツ作りが重要なゲームだ。スイーツ作りには材料集め・レシピ集め・製作・評価判定と、超えなければならないハードルが多い。

　そして出来上がったスイーツ判定者の一人であるナディア王女は、特に辛口判定をするキャラクターとして有名である。見た目にも味にもうるさく、評価コメントもいちいち辛辣。彼女はただの悪役ではなく、悪役判定王女様なのだ。

　おまけに他のルートではただのスイーツの評価要員なのに、クラウドルートの後半で急に恋のライバルとして登場することにも驚きである。しかも公式サイトやゲーム情報誌には『ナディア王女』としか記載がないので、クラウドルートをプレイするまでは、彼の姉か妹かと思っていたほどだ。

　もちろん何度もプレイしているレナは、前世の記憶を思い出した時点で、ナディアが恋のライバルであることは知っていた。しかし事前に知っていたにもかかわらず、この状況だ。

（あ……ユリウス殿下）

　バスケットを抱えて王宮の廊下をトボトボ歩いていると、中庭を挟んだ向こうの廊下を風に揺れる桃色の髪が通りすぎた。明るい場所で会うのは初めてだが、見間違いではない。ユリウスは側近や執務補佐官や護衛騎士を引き連れ、どこかへ向かって移動しているところのようだ。その姿を遠くからじっと見つめる。

　あれからレナは、ユリウスの正体について調べていた。

　ユリウス＝フェクトスティリア、二十一歳。フェクトス王国第三王子。現在、姉であるナディア＝フェクトスティリアの婚姻準備のため、嫁ぎ先であるエーゼラント王国に滞在中。

　しかし、高飛車な姉ナディアと王太子クラウドの婚姻が破談にならないように見張る役目は、あくまでついでとのこと。彼がこの国に滞在する主な理由は、農漁業が盛んなエーゼラント王国から農林水産物の流通ルートを確保するため。そして、エーゼラント王国へ自国の科学技術の情報を提供・譲渡するための『外交』が主な目的らしい。

　ユリウスの姿を眺めていると、顔を上げた彼がこちらを向いたのでばちりと目が合ってしまった。

「レナ！」

　レナの姿に気付いたユリウスがぱっと嬉しそうな顔を見せる。ついでに大声で名前を呼ばれると、その場にいた全員が一斉にこちらを向く。急に注目されたレナには、逃げる場所も隠れる暇もなかった。

　ユリウスが一緒にいた集団から離れ、レナの元へ駆け寄ってくる。

「こんにちは、レナ」

「こ、こんにちは……ユリウス王子殿下」

　先日の出来事を思い出すとすぐにでもここから逃げたい気持ちになった。だが、挨拶をしてくれている他国の王族を無視して突然逃走するわけにもいかない。

　頭を下げると同時にワンピースをつまんで膝を落とす。その動作はこの国の女性の挨拶としてはごく一般的なものだったが、それを見たユリウスはつまらなさそうに唇を尖らせた。

「他人行儀な挨拶なんて、しなくていいのに」

　不服そうな声を聞いて視線を上げると、数歩離れた場所にいたはずのユリウスがすぐ傍まで迫っていた。

「え？　……っわ!?」

「俺に会いに来てくれたの？　嬉しいな」

「あ……ちょっ……！」

　ユリウスがレナの右手を取って手の甲へ口付ける。さらに腕を引っ張られ、そのまま思いきり抱きしめられてしまう。あやうくバスケットを落としそうになってあわあわと焦っていると、腰に腕を回されてより強く抱きしめられた。

（な、なな……何するの!?）

　後を追ってきた男性たちが傍に近付いても、ユリウスは身体を離してくれない。ばたばたと腕を動かすと力は緩めてくれたが、それでも友人以上の抱擁はほどかれなかった。

（クラウド殿下の耳に入ったら誤解されちゃう！）

　集団の中にいるのは知らない顔ばかりだ。おそらくユリウスが連れてきたフェクトス王国の人たちだろう。

　だが、この姿を見た彼らがレナとユリウスの様子を誰かに話し、それがクラウドの耳に入ってしまう可能性は十分にありうる。推しキャラクターとのハッピーエンドを目指すレナにとって、これ以上クラウドからの印象がマイナスになる事態は避けたいのに。

「ダニエル、ちょっと時間作ってくれる？　レナと二人で話がしたいんだ」

　意外に力強い腕から逃れようと躍起になっていると、ユリウスが長い銀髪と丸眼鏡の男性に声をかけた。名前をダニエルというらしいその人はユリウスの言葉に一瞬目を丸くしたが、すぐに笑みを浮かべて恭しく頭を下げた。

「かしこまりました。調整会議の時刻までにはお戻りください。私は視察の日程変更と準備をすませておきますので、そちらは後でご確認いただければ」

「うん、よろしく」

（えっ、そこ簡単に受け入れちゃうところ……!?）

　ダニエルと呼ばれた男性は、すべてを話さなくてもユリウスの要望を正確に把握しているようだ。初対面であるレナの姿を見ても名前を聞いても、一切動じない。それどころか、忙しいはずの予定をわざわざ変更してユリウスがレナと過ごす時間を作ってくれるという。

　ユリウスの要望がこうも簡単に通るということは、おそらくレナの素性はすでに調査されているのだろう。王子という立場であるユリウスと接触したことがあるのならば、不審な人物ではないかと調べられていても何もおかしくはない。

　もちろんレナは転生する前の記憶があること以外、なんの変哲もないただの下級貴族令嬢だ。調べられたとて困ることはないし、当然ユリウスやフェクトス王国に危害を加えるつもりもない。それでも調べられた結果、ユリウスに接する相手として相応しくないと判断されても何も不思議ではない。

　そう思っていたのに、止めるどころかわざわざ時間を調整してくれるのはどうしてだろう。去り際に微笑ましげな視線を向けてくるのはなぜだろうか。心なしかダニエル以外の男性たちの笑顔にも生暖かい感情が宿っているように見えるのは、気のせいだろうか。

　聞きたいことがたくさんありすぎて、何から聞けばいいのかわからない。とりあえず、他の人に見られる可能性もあるので早くその腕から逃れたい。

「あの……ユリウス殿下」

　男性たちが遠ざかる靴音を聞きつつ腕の中から名前を呼ぶと、ユリウスがようやく抱擁を解いてくれた。

　呼吸がしやすくなったせいか、酸素がめぐって顔が火照っている気がする。頭も身体もぼうっとする状態で何を話せばいいだろうかと考えていると、ユリウスがレナの顔を覗き込んできた。

「レナ、ちょっと裏の庭園に出ようか」

　先日と同じく手を取って腰に手を回されると、そのまま誘導される。

　隣国出身のユリウスだが、滞在期間が長いためか、それともこれまで何度もエーゼラント王宮に来たことがあるためか、王宮全体の造りや部屋の場所に関してはレナよりも詳しいようだ。ユリウスが左の角を曲がろうとしたので、レナは足に力を入れてその動きを阻む。

「ゆ、ユリウス殿下！　その前にお願いが！」

「ん？」

「この指輪を外してくださいませ」

　先日ユリウスがレナの右手の中指に嵌めたのは、真ん中に透き通った桃色の石、その両隣に黄緑色の小さな石が飾られた金色の指輪だ。アームが柔らかな曲線を描く繊細で可愛らしいデザインのその指輪は、桃色ゆるふわ王子ユリウスの姿を思わせる。

　言わなければ誰も気付かないかもしれない。だが一度認識してしまったら、これはもう彼からの贈り物にしか見えなくなる。現にレナはあの夜以来、いつも利き手の中指をユリウスに握られているような錯覚に陥っている。

　とにかくこの指輪を外してほしい。レナの今の願いはこれに尽きる。

「気に入らなかった？」

「いえ、そうではなく！」

　しかし、それを理由に断ることは無礼に値する。彼色の指輪を否定することは、ユリウス自身を否定することと同意義だ。

「その……お菓子を作る作業がしにくいのです」

　だからレナは自分の都合であることを強調して、ユリウスからの贈り物を丁重に断ろうと思っていた。無理に引っ張って外すこともできたが、デザインがあまりに繊細だったので、強い力を加えると曲がったり台座から石が取れたりして壊れてしまう気がした。それならばユリウスの許可を得て、彼の目の前で外すか、本人に外してもらうほうがいいだろう。

　そう思っていたのに、要求は軽やかにかわされてしまう。

「レナは一生誰とも結婚しない？　結婚したらお菓子作りもやめる？」

「え……？　い、いえ……そういうわけでは」

「そうでしょ？　じゃあ指輪を付けたままでも作業ができるように、今から慣れておいたほうがいいよ」

　ユリウスに言いくるめられ、レナは二の句が継げなくなってしまう。

（そういう問題……？）

　確かにユリウスの言うように、レナはお菓子を作ることが大好きだ。職業として継続できなくても、結婚した後も趣味としてのお菓子作りは続けていきたいと思っている。

　だからユリウスの意見には納得するが、それと彼から指輪をもらうことは別の問題だ。利き手の中指に付けるなら、好きな人から贈られた指輪がいい。

「まあ、別に俺もレナを困らせたいわけじゃないから、取りたいなら取ってもいいよ」

「本当ですか？」

「その代わり首から下げておいて。これはレナのための指輪だから、返すのはなし」

「……」

　指輪を贈りたいという意思はどうしても変わりそうにないので、それ以上の質問や否定は諦める。とりあえず指から外していいのならば、今はもうそれでいいと思うことにする。

　ユリウスがレナの右手の中指に嵌まった指輪を浮かせるように持ち上げ、そのまま少しずつ揺り動かす。すると、あんなに抜けずに困っていた指輪がいとも簡単に指から外れてくれた。レナは知らなかったが、どうやら指輪を外すにはコツがあるらしい。

　ユリウスの手際のよさに一瞬だけ感動する。しかし彼がポケットから宝飾品用の細い鎖を取り出し、それに指輪を通して自然な動作でレナの首へかける様子を目の当たりにすると、なにも言えなくなって固まってしまう。なぜ鎖を持ち歩いているのだろうか。

「美味しそうな匂いがする」

　ユリウスの行動について考えていると、鎖を留めるために身を屈めていたユリウスがすんと鼻を鳴らした。匂いを確かめるようにレナの身体に顔を近付けてくるので、我に返ると慌てて彼の前に持っていたバスケットを突き出す。

「あっ、これ！　これです！」

　中に入っているのは、クラウドに受け取りを拒否されたメイプルナッツパイ。使われているメイプルシロップもナッツも極上品で、焼き上がりから時間が経っていてもバスケットの中からは香ばしい匂いが漂ってきている。

「持つから貸して」

　急接近に焦るレナの様子が面白かったのか、ユリウスが丸めた指で口元を隠してくすくすと笑う。その優雅な笑顔に一瞬どきりとしたが、反応が顔に出るより前にユリウスが動き出した。

「さあ、行こうか。レナの手はこっち」

「……」

　今度は腰じゃなくて手を握られる。過度なエスコートだと照れてしまうし人目も気になるが、これではなんとなく拒否しにくい。とはいえ小さな子どものように仲よく手を握って、二人並んで歩いている姿を誰かに見られるのもそれなりに問題だろう。

　レナは誰にも見られないようにと内心で願いつつ、けれど心臓が小さく高鳴る音を聞きながら、ユリウスの導きに黙って従った。




　王宮の裏庭は人の気配がなく、誰にも見られず話をするにはちょうどいい場所だった。広い庭園には午後のうららかな陽光が溢れ、そよ風が陽だまりの下に咲く白い花と緑の葉を柔らかく揺らしている。

「あ、ナッツのパイだ。美味しそうだね。食べていい？」

「……どうぞ」

　木漏れ日のベンチに腰を下ろしたレナは、隣に座ってバスケットの中身を覗き込んだユリウスの声に、はぁ、とため息を零した。

　本当はクラウドのために作ったパイだ。だからクラウドに食べてほしいのが本音だが、彼には要らないと言われて受け取ってすらもらえなかった。

　クラウドに拒否された現実を思い出し、ついどんよりとした気分になる。そんなレナの隣でバスケットからパイをつまんだユリウスが、嬉しそうにそれを口へ運んだ。

「うん、美味しい」

　ユリウスはすでに冷えているメイプルナッツパイを一口食べると、すぐに嬉しそうな笑顔を見せてくれた。

「パイ生地はサクサクだし、ナッツもちゃんとローストしてあって香ばしい。意外と食べ応えあるね」

「そ……そうなのです！」

　ユリウスがレナのこだわりを発見してくれたことに気付き、沈みかけていた心が少しだけ軽くなる。

　今日のメイプルナッツパイもレナの自信作だ。パイ生地やクラッシュアーモンドが入ったクリームはもちろんのこと、メイプルシロップやナッツの厳選もすべてレナが自ら行った。

「この生地すごくこだわっていて！　食感を重視したかったので、生地を薄くしてそのぶん層を重ねたのです！」

　中でも一番苦労したのは、サクサクのパイ生地作りだ。

　上質なバターを多めに練り込み、できるだけ薄くのばしては重ね、重ねてはまた薄くのばす作業を幾度となく繰り返す。伸ばしすぎてしまえば生地に穴が開いてしまうし、かといって厚いままではもったりとした食感になってしまう。窯で焼き上がったときにサクッとした食感を出せるよう生地は極限の薄さを追求し、層もムラがなく均一になるよう研究を重ねた。

　そうしてでき上がったパイ生地は、紛れもなくレナの自信作だった。

「本当はクルミも入れたかったのですけど、どうしても手に入らなくて！　今回はカシューナッツとヘーゼルナッツとマカダミアナッツを……」

　ナッツの種類を指折り数えながら力説していると、ふと顔の横に視線を感じた。不思議に思って顔を上げると、ユリウスが驚いたようにレナの顔を眺めている。口の中のパイはすでに飲み込んだようだが、二口目はまだ食べていないらしい。ユリウスが手に持ったパイについた歯形は、先ほどと同じ形のままだった。

　固まっているユリウスの姿を見たレナは、すぐに自分の言動が行きすぎていると思い至った。

「もっ、申し訳ありません……うるさくしてしまいました」

「……ふっ、あは、あはは！　いや、全然いーよ？」

　レナが恥じ入って謝罪すると、ユリウスが数秒遅れて笑い出した。真剣すぎる解説が面白かったのかもしれない。笑い声はすぐに引っ込めてくれたが、残ったパイを口にするユリウスはその後も笑顔のままだった。

「レナの話は楽しいね。聞いてるだけでお菓子を作るのがすごく好きだって伝わるし、俺も勉強になるよ」

　ユリウスがまたレナの腕前を褒めてくれる。レナの情熱を認めてくれる。自分では意識していない努力や熱意まで掬い上げてくれる。まるでいつもお菓子作りを見守っているように、でき上がるお菓子の一つ一つを楽しみにしているように、今日もレナを称賛してくれるのだ。

「一生懸命なところが可愛い。食べる人を喜ばせるために工夫と努力を怠らないレナが、すごく好きなんだ」

「え……」

　褒め言葉の延長でさらりと語られた言葉に、ぱっと顔を上げる。バスケットを挟んでベンチの隣に座ったユリウスが、レナの視線と表情に気付いて小さく首を傾げた。

　もしかして無意識なのかもしれない。だがユリウスは、今はっきりとレナを好きだと口にした。もちろん恋愛感情ではないだろう。だからこれは菓子職人へ向ける単純な賛辞だと思うが、男性との交流経験が少ないレナにとっては、恥ずかしさを覚えるには十分な言葉だった。

　ただの社交辞令に本気で照れていることを悟られまいと視線を逸らすと、ユリウスに「ねえ、レナ」と名前を呼ばれた。

「レナはクラウドのことが好きなんだよね？」

「え……っ」

　断定的に言い切られてしまい、言葉に詰まる。

　下級貴族の令嬢が王太子に本気で片想いをしているなんて、普通なら何かの冗談だと思うだろう。

　クラウドはこの国に住まうすべての若い娘が憧れていると言っても過言ではない。だが彼に相手にしてもらえる女性など、本来ならば数えるほどしか存在しない。当然その一握りの中に入っていないレナの恋など、夢見がちにもほどがあると思われるだろう。

　だからレナは自分の恋が確実に成就するまで、他人に自分の秘めたる想いを話したことはないし、話すつもりもなかったのに。

「ど、どうして……」

「見てればわかるよ。レナはクラウドが好きなんだろうなって」

　ユリウスが物憂げにため息を吐くので、レナは返答の言葉を模索した。

　レナとユリウスは数日前の舞踏会の夜に初めて出会った。あの夜から今日までの間にユリウスに会ったことはない。見てれば、というほど見られていたとは思えない。

「でもクラウドは、姉さんと結婚することが決まってる。だからさ、俺にしておけば？」

　意味深な言葉が耳に届く。驚いて顔を上げると、そのままじっと見つめ合う。

　ただの社交辞令にしてはずいぶんと踏み込んだ言葉だ。その言い方は話の流れを考えたら、レナを本気で口説いていると捉えることもできる。けれど。

「遠慮させていただきます」

「え、即答？」

「はい」

　困ったように眉を下げるユリウスに、こくんと頷いて意思表示をする。もちろん即答だ。

　確かにユリウスは優しくて褒め上手だが、ほぼ初対面である。彼はレナが王宮菓子職人であること以外、何も知らないはずだ。もちろんレナもユリウスのことをよく知らないし、特別な恋愛感情も持っていない。急に口説かれる理由はない。

　それにもかかわらず、ユリウスは先日、レナの唇を奪った。ゲームの中ならばともかく、生身のレナは正真正銘あの夜がファーストキスだった。相手になんの確認もなく勝手に口付けるなんて、いくらなんでも非常識がすぎる。

「勝手にキスする人は、嫌いです」

「ごめん。それは本当にごめん」

　ぷい、とそっぽを向くと、ユリウスが焦ったように謝罪してきた。

　本当はすごくショックで、あの日はなかなか寝付けなかった。最初のキスは好きな人クラウドがよかったのに、とベッドの中で何度も寝返りを打った。他にもいろいろな出来事があったというのに、ユリウスの突然のキスがあまりに衝撃的すぎて、他のことは何も思い出せないぐらいに悩んでしまった。

　だが過ぎてしまったことはもうどうしようもない。貴族の家に生まれた以上、好きな人と結ばれないなんて星の数ほどよくある話だ。お互いによく知らない相手と結婚することも多い。だからファーストキスが好きな人相手じゃなかったことを、いつまでも悔やんでいても仕方がないだろう。

　もちろん、だからといってユリウスの戯れを受け入れるつもりはない。レナはクラウドを好いているし、フェクトス王国のユリウス王子殿下という人はレナにとっては完全に予想外の存在なのだから。

「ユリウス殿下に婚約者様はいらっしゃらないのですか？」

「いるわけないでしょ」

　ユリウスに「そんな相手がいたら他の女性は口説かないよ」と言われ、「それもそうですね」と他人事のように頷く。

　一夫多妻が許されているならばともかく、一夫一妻を常識とする世界で、婚約者がいるのに他の女性を口説くのは不誠実の極みである。中には気にせず幾人もの女性を口説く不埒な輩もいると聞くが、少なくともユリウスはそういう人ではないようだ。

「フェクトスには俺を含めて王子が四人と王女が二人いるけど、決められた婚約者がいるのは上の兄さんと姉さんだけだよ。兄さんはもう結婚してるけど」

　上の兄ということは、フェクトス王国の王太子ということだろう。確かに国の将来を担う王太子ならば、あらかじめ花嫁を決められていてもなんら不思議ではない。そういう意味では他の王子三人と王女一人に決められた相手がいてもおかしくはない気がするが、ユリウスが言うには、

「だから俺は好きな人と結婚できるよ」

　とのことだった。

「へえ……そうなのですね」

「興味なさそうだね。もう少し、俺に関心を持ってほしいんだけどな」

「他国の下級貴族の生まれである私には、お話を窺うことしかできませんので」

　レナはユリウスの提案に乗るつもりはない。エーゼラント王国とフェクトス王国のすべての人々がクラウドとナディアの結婚を祝福していても、レナだって誰にも負けないぐらいクラウドのことが好きなのだから。

　もちろんその気持ちを細かに語るつもりもない。しかし、レナが当たり障りのない別の言い訳を考えているうちに、ユリウスに先手を打たれてしまう。

「身分なんて関係ないよ。俺、レナが好きなんだ」

「え……？　……はい？」

「だからレナに、俺と一緒にフェクトスに来てほしい」

　ユリウスが真剣な声で言い募るので、レナは思わず硬直した。顔を上げて彼を見つめると、首を横へ傾ける。

「あ、あの……？　それは菓子職人として、ですよね……？」

「もちろんレナのお菓子も好きだよ。けど、そうじゃなくて……」

　レナの疑問にユリウスがさらに何かを言おうと口を開く。

　ところが、彼が最後まで言い終わらないうちに、思わぬ横槍の声が裏庭園に響いた。

「あらぁ、誰かと思ったら先日の毒入りクッキーの令嬢じゃありませんの？」

　歌劇の歌い手のように高くはっきりした声が、やけに刺々しい言葉を発する。ハッとして声がした方向へ顔を向けると、使用人数名を控えさせた華やかな顔立ちの女性が、渡り廊下からこちらをじっと見下ろしていた。

「ナ、ナディア様……！　ご機嫌麗しゅうございます」

　相手の姿を認めたレナは慌てて立ち上がり挨拶をしたが、ナディアはその言葉には応えてくれなかった。その代わりに手にしていた扇子を開き、口元を隠してすっと目を細める。

「姉さん。レナのクッキーには毒なんて入ってない。失礼なこと言わないでくれる？」

「馬鹿ね、ユリウス。そんな貧乏令嬢なんて放っておけばいいのに」

　同じく隣で立ち上がったユリウスがレナを庇うように間に割って入ってくれたが、ナディアの態度は変わらないままだった。

　それも仕方がないのかもしれない。舞踏会の夜とは異なり、今日のレナはドレスではなく動きやすさを重視したワンピースを身に着けている。作業用のエプロンは外して身だしなみに気を付けてはいるが、ナディアの目にはレナが使用人や侍女のように見えているのだろう。貧乏子爵令嬢であることは事実なので、反論もできない。

「あなたももうすぐ帰国するのでしょう。それならそんなところで遊んでないで、さっさと仕事を片付けてしまいなさい」

「交渉は滞りなく進めてる。姉さんに口出しされる筋合いはないよ」

　レナが言葉を探しているうちに、レナを庇ったユリウスまで冷たい言葉を浴びせられてしまう。以前は姉弟の仲が悪いとは感じなかったが、もしかしてレナの存在が彼らの家族関係に亀裂を入れてしまったのかもしれない。

　申し訳なさを感じると同時に、レナは一つの事実を知る。

（帰国……そっか。ユリウス殿下は外交に来ているだけだから、ずっとこの国にいらっしゃるわけじゃないものね）

　すべての交渉や取引を終えると、ユリウスはフェクトス王国へ帰国することになる。そして二人の会話から、その期限がそう遠くないことを窺い知る。

「わたくし、これからクラウド殿下とティータイムですの」

　ナディアが思い出したように発した言葉は、紛れもなくレナへ向けられたものだった。ハッと視線を上げてユリウスの肩越しに見たナディアの顔は、下半分が扇子に隠れているが、感情はすべて透けて見える気がする。

　勝利の確信。勝者の優越。レナへの嘲笑。そのすべてを感じ取ったレナは、綯ない交ぜになった悔しさや焦りで腹の中が沸々と煮える思いがした。

　だが、どれも言葉として発することはできない。

「ティーサロンにはクリームパイを用意するようにお願いしてありますわ。ナッツのパイなんて、食べると音が出てとても上品とは言えませんもの」

「!?」

（調べられてる……！）

　そして今度は言葉にできない恐怖を感じてしまう。

　レナがクラウドの元へメイプルナッツパイを持って行ったのは、つい先ほどの話だ。その帰りにユリウスたちに遭遇し、そのまま彼に連れられてここへやって来た。裏庭園は離宮へと続く渡り廊下に面しているが、そうだとしても情報の伝達が早い。別の菓子職人に他のお菓子を用意させるにしても、あまりにも手際がよすぎる。

（見張られているのね）

　おそらくナディアは舞踏会の夜にクラウドに近付いたレナを敵視して、動向を偵察しているのだろう。さらに自分の優位性を誇示するためにわざとレナと同じ行動をとり、レナがクラウドから好意を向けられないように画策しているに違いない。すでにゲームのルートから逸脱してしまったので憶測でしかないが、ナディアの眼光と対峙するに、絶対にないとは言い切れない。

「では失礼いたしますわ。木の実が好きなリスのお嬢さん」

　最後に嫌味を言い残すと、ナディアは深緑のドレスを翻してクラウドの待つティーサロンへ向かって行った。

「く、悔しいいぃ……！」

　その姿が完全に見えなくなったことを確認してから、レナは拳を握りしめて地団駄を踏んだ。

　悔しい。相手は友好国の王女であり、王太子の婚約者のため、何があっても決して言い返してはいけない。

　わかってはいるが、それでも反論の一つもできないのは悔しくてたまらない。クラウドへの想いを嘲られたこと、そして丹精を込めて丁寧に作り上げたお菓子を馬鹿にされたことが腹立たしい。出来ることなら言い返したいのに。

「私は自分でクラウド殿下のお菓子作ってるもん！　私のほうがクラウド殿下の美麗スチルいっぱい見てるもん！　クラウド殿下の笑顔もいっぱい知ってるもん……！」

　叫ぶように文句を言う。パイの乾燥を防ぐためにバスケットの中にかけてあった布巾をぎゅうぎゅうと握りしめる。それが今のレナにできる精いっぱいの怒りの表現だ。

「……そんなに悔しい？」

　傍で見ていたユリウスにもレナの感情が伝わったらしい。そっと訊ねてくる彼の声には、悔恨を滲ませるレナの声よりもよほど苛立ちの感情が含まれていた。

「俺のほうが悔しい」

「……ユリウス殿下？」

「レナのことも、レナのお菓子も、クラウドより俺のほうが……」

　ユリウスの思い詰めた様子に、レナはハッと我に返った。今まで楽しそうな笑顔しか見せたことのなかったユリウスが、俯いて眉間に皺を寄せ、悔しさを滲ませている。

　その様子を見たレナは、慌てて謝罪の言葉を紡いだ。

「も……申し訳ありません……」

　自分のせいで剣呑な空気になってしまったことを詫びて、しょんぼりと頭を下げる。

「私のせいでユリウス殿下のお立場を悪くしてしまいました。あの……ありがとうございます」

　それと同時に感謝も伝える。ユリウスは辛辣な言葉を投げつけ、冷たい目線を向けてくる姉のナディアからレナを庇ってくれた。一歩間違えれば姉弟喧嘩に発展する可能性もあったはずなのに、彼は間に割って入ってレナを守り、食べたクッキーにはなんの問題もなかったと証明してくれた。

　結果ユリウスは、ナディアから仕事の内容に口を出されてしまった。彼は完璧に自分の役目を全うしているかもしれないのに、レナと遊んでいると思われて、大切な外交の仕事をさぼっていると決め付けられてしまったのだ。

「ああ、いや、それはいいんだ。レナのお菓子を馬鹿にされて腹が立ったのは本当だから」

　申し訳なさを感じて縮こまると、ユリウスが慰めてくれる。ナディアの言動は気にしなくてもいい、と笑顔で諭され、レナはほっと胸を撫でおろした。

「俺が悔しいって言ったのはそうじゃなくて……」

　さらに話を続けようとしていたユリウスだったが、そこでふと言葉が途切れた。

「……ねえ、レナ」

　そのまま指先で顎を撫でて何か考え事をしていたユリウスが、思い出したようにある提案をしてきた。

「そんなに姉さんの態度が悔しいなら、来週開催されるコンテストに出場してみない？」

「え……？　コンテスト？」

　ユリウスが放った言葉があまりに予想外だったので、ついついオウムのように反復してしまう。それまでの会話の流れと異なる話題に、きょとんとして首を傾げる。

「それって、豊穣祭のイベントで行われる王宮主催の品評会のことですか？」

「うん。さすが、詳しいね」

　ユリウスがにこりと笑顔になるので、レナも頷く。

　もちろん知っている。豊穣祭の品評会は、王宮主催のイベントの中でも比較的大規模な催しものだ。実りの時期に合わせて行われるそれは、食材部門・料理部門・お菓子部門に分かれ、農家や漁師や猟師などの食材を調達する人から、街の飲食店やパン屋やお菓子屋といった食材を調理する人に至るまで、食に携わる職業に就く人々がこぞって参加する。

　各部門で最優秀賞を得た職人や飲食店は一年間『王宮認定』の称号を与えられるので、誰もがその最高の栄誉を目指して奮闘する。さらに入賞すると褒賞金に加えてお給金や位も上がるため、皆気合いを入れて参加する。

　ちなみに味や品質を評価される際は参加者の名前が伏せられるため、王宮に勤める料理人や菓子職人の参加も認められている。普段から王宮に仕えて王家の人々の好みを把握している職人は有利ではないかと思われがちだが、実際、毎年の受賞者にはお抱えの料理人や菓子職人ではない者も多く選ばれているのだ。

「それに出場して……そうだね、クラウドの好きなフルーツタルトとか作ってみたらどう？」

「フルーツタルト……ですか？」

「うん。クラウドは甘いものが好きじゃないでしょ？　でもフルーツなら食べれるし、これをきっかけにレナのお菓子に興味を持ってくれるかもしれないよ？」

「……なるほど。そう、ですね」

　今のクラウドはせっかく作ったレナのお菓子をまったく口にしてくれない。口に入れるどころか、今日は見てすらもらえなかった。

　だがユリウスの言う通り、匿名性が保たれる品評会ならばレナの作ったお菓子を口にしてくれる可能性がある。仮に食べてもらえなかったとしても、レナのお菓子が結果を残すことができれば、それをきっかけにクラウドの関心を得ることができるかもしれない。ユリウスの意見は一理ある。

「確かにそうかもしれません。私、品評会に出ることにします！」

　ユリウスの提案に大きく頷くと、彼もにこりと笑顔を見せた。

「じゃあ、果樹園に行こうか」

「え……果樹園？」

「うん。レナ、自分のお菓子に使うフルーツは自分の目で見て吟味したくない？」

「そうですね。できれば自分で選びたいです」

　レナに協力的なユリウスを不思議には思ったが、彼が言っていることは間違っていない。

　もちろんタルトの土台となるクッキー生地も、ベースとなるアーモンドクリームも、カスタードクリームも、自分で選んだ材料を使って自分の手で作るつもりだ。それならば彼の言う通り、メインとなるフルーツも自分の目で吟味したい。果樹園に足を運ぶ機会が得られるのなら、自分の五感を使って納得のいく果物を厳選したいと思ってしまう。

「よし、じゃあ決まりだね。レナの休暇日が決まったら教えて。家に迎えに行くから」

「えっ……？」

　レナがやる気に満ち溢れていると、ユリウスがごく当たり前のように一緒に果樹園に行くと言い出した。しかも彼は、レナを家まで迎えに来ると言う。いつの間にそんな流れになったのかと驚いてユリウスの顔を振り返る。

「ユリウス殿下も行かれるのですか？」

「うん。俺この前の視察でいくつか果樹園にも行ったから、結構詳しいと思うよ」

　確かにユリウスは、農作物を主とした食材の流通ルートを確保するためにエーゼラント王国に来ていると聞いている。そしてレナを果樹園に誘う言葉には確かな自信が含まれている。わざわざ案内役を買って出るからにはレナを失望させない自信があるのだろう。

「今回新しく流通ルートを確保したところもあるし、俺の顔が利くところもあるよ。あ、もちろんエーゼラントの貿易管理局から交渉や契約の許可が下りているところしか案内しない。変なトラブルにはならないから、安心して」

　駄目押しの誘い文句に、レナはごくりと息を呑んだ。

（ユリウス殿下……やっぱり外交は敏腕なんだわ）

　噂に聞く通り、ユリウスの交渉の手腕は確かなのだと確信する。

（王都周辺の果物は、結構高級品よ……？）

　エーゼラント王都の周辺は通年温暖な気候である代わりに、地方に比べると極端に雨が少ない。それゆえに農作物の水分調節と品質管理が難しく、値段が高騰しやすいのだ。

　その農作物の中でも特に量産が難しい果物の流通ルートを確保できたということは、ユリウスは税関や貿易にかかわる管理局の担当者だけではなく、果樹園の主との交渉まで成立させたことを意味する。

　それは単に頭がいい、口が上手いだけでなせる技ではない。彼が相手に興味や関心を抱かせて頷かせるような、特別な魅力を持っているような気がしてならない。

　レナの感心をよそに、ユリウスがその場にゆっくりと立ち上がる。とりあえず話が一区切りついたので、彼も仕事に戻るのだろう。

　と能天気に思っていたレナに、またも意外な台詞が投げかけられた。

「じゃ、残りも俺がもらっていくから」

「え……!?」

　立ち上がったユリウスの手には、いつの間にかバスケットが握られていた。中にはレナが作ったメイプルナッツパイの残りが入っている。残りどころか、たった一つしか食べていないのだからほとんど持ってきたときのままだ。

　クラウドには受け取るどころか見てすらもらえなかったので、残りは厨房に持ち帰って菓子職人や料理人のみんなと食べようと思っていた。しかし、不遇のメイプルナッツパイはユリウスがすべて引き取ってくれるという。

「あ、空になったバスケットは後で返すよ。独り占めしてゆっくり食べるつもりだから、時間はかかると思うけど」

「いえ、バスケットはいいのですけれど……！」

　そしてちゃんと一つ残らず食べてくれると言う。たったそれだけの言葉なのに、レナは嬉しさで胸の奥がじんと熱くなった。

　もちろん涙を流すことはないが、ユリウスはプディングやクッキーと同じく、パイも美味しいと褒めてくれた。今日もレナのお菓子作りの腕前と情熱を認め、言葉だけではなく態度でも示してくれた。

「じゃあね、レナ。今度のデート、楽しみにしてるから」

「!?」

　だが油断したレナがいけなかった。

　人の気配がないとはいえ、ここは王宮の中だ。それにもかかわらず、ユリウスはまたレナに近付いて耳元に唇を寄せてくる。右の耳の傍にちゅ、と小さな音が聞こえたかと思うと、肌の上に柔らかい唇が触れる感覚がした。

「～～っ……！　だから、キス……！　やめてくださいっ！」

「あはは、ごめんごめん。レナの反応が可愛くて……ついね」

　ユリウスの顔と自分の身体の間に腕を捻じ込むと、距離を取るようにバッと離れる。

　レナの俊敏な反応に彼はくすくすと笑っていたが、踵を返すとそのまま裏庭園から渡り廊下へ上がっていく。

　桃色に揺れるふわふわの後頭部を見つめながら、レナは自分の心臓の音が風の音よりも大きく響くのを、なんだか不思議な気持ちのままぼんやりと聞いていた。





嘘つきベリーの甘い罠






　五日後の休日、レナはユリウスと共に王都の外れにある果樹園を訪れていた。

「ん～！　美味しい～！」

　大粒で真っ赤なストロベリー、彩り豊かなラズベリー、小粒だが丸みが美しいクランベリー、黒い真珠のように輝くブルーベリー。

　この果樹園では酸味が強い早熟のベリーから甘みが濃い完熟のベリーまで、多種多様のベリーが栽培されているらしい。レナはその赤や紫の粒を摘んでは、すべての品質を確かめるように次々と採れたてのベリーを味わっていた。

「こっちは完熟なのね。すごく甘いわ」

　ここで栽培されるベリー類も、フェクトス王国へ輸出されることが決定しているらしい。果樹園の主はすでにユリウスと顔馴染みらしく、最初の挨拶を交わすとすぐに『もぎたては美味しいですよ。好きなだけ召し上がってください』と微笑んでくれた。

　レナにはここが楽園のように思えた。果樹園のアーチをくぐったときから爽やかなベリーの香りを感じていたが、栽培場所へ近付くと果実の香りはより濃厚になる。その甘酸っぱくて幸せな香りに包まれながら、レナは心ゆくまでベリーの吟味に勤しんだ。

「クリームを甘くするなら、このぐらい酸味があるほうがいいかしら」

　頭の中に思い浮かべるのは、品評会の日に作る予定のフルーツタルト。タルトに乗せるフルーツの案にはベリー以外の果物も考えていたが、採れたての粒を味わっているうちに、クラウドの好みにはベリータルトが一番合っているのではないかと思い始めた。

　しかし本当にベリータルトにするにしても、考えることはたくさんある。見た目はもちろん、土台のタルト生地やクリームとの相性、ベリー同士の相性、タルトの食べやすさも需要である。

「でもクラウド殿下が召し上がるなら、クリームは甘くないほうが……。それなら少し味が濃くて全体のバランスがいいこっちの組み合わせでも……」

　しかし最も大事なのは、一番食べてほしいと願っているクラウドの好みだ。どんなに作ったレナ本人が美味しいと思っても、彼が美味しいと思ってくれなければ意味がない。今回は特に。

「うーん。ブルーベリーは早熟のほうが実が引きしまっていて美味しいわ。でもストロベリーはもう少し熟しているほうが……」

　しばらくの間はぶつぶつと独り言を零しながら考えていたが、ふとした瞬間に我に返った。ハッと顔を上げると、すぐ隣にいたユリウスと目が合う。

「申し訳ありません……。私、また夢中になってしまって……」

「気にしなくていいよ。レナに喜んでもらえるなら、俺も嬉しいから」

　ユリウスがにこりと微笑む。桃色のゆるっとふわふわな髪が風に揺れる。彼の笑う姿は甘い果実の妖精のようだ。

　ユリウスは不思議なほどレナに優しい。その週の休暇予定を二日前に急に手紙で伝えたにもかかわらず、彼からの返信に文句の言葉はなかった。代わりに記載されていたのは、レナを家まで迎えに来る時間と、『当日を楽しみにしている』という少し浮かれた文言だけだった。

　ユリウスの誘いを受け入れ、家の者に「異性と外出することになった」と告げると、両親にも執事にもメイドたちにも物珍しそうな顔をされてしまった。

　父は年頃になっても自分の趣味を優先する娘にすっかり油断していたのだろう。レナの予定を聞いて一体どんな男性が来るのかと朝からそわそわしていたが、屋敷の前に停まった馬車に隣国の王室の紋様が入っていることに気付くと、そのまま玄関先で泡を吹いてばたりと倒れてしまった。

　本来は王族の来訪ともあれば丁重に出迎えて丁寧にもてなすべきだろう。だが今日の目的はレナの家ではないので、もてなしは不要だと事前に伝えられていた。

　予想通り卒倒した父を母と執事に任せ、レナは気恥ずかしさを押し殺して果樹園へ向かった。

「これがクラウドのため、っていうのが悔しいんだけどね」

　迎えに来たユリウスはレナの姿をずっと楽しそうに眺めていた。だから機嫌がいいのだとばかり考えていたが、大きく実ったストロベリーを一粒摘んで口に含みながらぽつりと呟いたその声は、少しだけ寂しそうだった。

　ユリウスの横顔をじっと見つめる。見つめながら不思議に思う。

　彼はどうして優しくしてくれるのだろう。姉とその婚約者の間に割って入ろうとする存在なんて、普通なら疎ましいと思うはずなのに。

（もしかして、陽動作戦……とか？）

　──そうかもしれない。

　ユリウスがエーゼラントを訪れている理由には、ナディアとクラウドの結婚準備を円滑に進める目的も含まれると聞いている。ならば二人の結婚にとって邪魔者でしかないレナの関心を自分に向けさせることで、二人からレナを遠ざけようとしているのかもしれない。

　ユリウスの言動や笑顔を見る限り、人の気持ちを試したり弄んだりしている様子は感じられないが、現状では他国の子爵家の令嬢を必要以上に目にかける理由なんて、それぐらいしか思い当たらないのだ。

「レナ？　どうしたの？」

　ユリウスが少し照れたように笑う。彼の意図について考えていたせいで、いつの間にか長い間彼を見つめていたようだ。

「もしかして、少しは俺のこと気にしてくれてる？」

　やはりユリウスの嬉しそうな笑顔に、裏があるとは思えない。本当にレナの関心を欲しがっているような声音と口調だ。

　だからレナも困惑し、本当に口説かれている気分になってしまう。その空気に惑わされないように視線を逸らし、距離を取るように一歩後退する。

「い、いえ……そういうわけでは……」

「あれ、違うんだ？　……残念」

　今日のワンピースは動きやすさを重視したため、観劇やショッピングへ出かけるときの服装よりもレースやリボンなどの装飾が少ない。靴も革製のブーツだ。だから近付いたユリウスの指先をかわすことは、簡単なはずだった。

「そろそろ、ちゃんと意識してほしいんだけどな」

「え……？」

「俺にももう、悠長なことを言っている時間はないんだ」

　けれどユリウスが距離を詰めるほうが、レナが距離を取るよりもずっと俊敏かつ的確だった。

　急に近付いたユリウスに肩を抱かれ、そのままぐっと引き寄せられる。反対の手が顎先に触れたと思った瞬間、レナの唇に彼の唇が重ねられていた。

「……っ」

　一瞬の出来事だった。触れた唇もすぐに離れてくれた。だから、ユリウスが身を屈めたせいで陰った世界は、すぐに元の明るさを取り戻した。

　ぱちくりと瞬きをすると、少し離れたユリウスとじっと見つめ合う。それでも二人の顔は至近距離と呼べるほどには近く、リーフグリーンの透き通った瞳にはレナの驚いた顔が映っていた。

　顔色を確認したユリウスが、ふ、と表情を崩す。レナが嫌がっていないと判断したのか、彼は安心したような笑みを浮かべると、もう一度レナの唇に自分の唇を重ねてきた。

「っ……ん」

　今度は先ほどよりも深い口付け。開いた唇の隙間から舌が侵入し、前歯の表面を辿られる。ぬるりと生温かい感触に驚いてびくっと肩を竦めても、ユリウスはレナを解放してくれない。

　肩を抱いていた腕はいつの間にか後頭部に回り、逃げないようにしっかりと固定されている。添えられた手にくいっと顎を持ち上げられると、上を向いたせいで口がさらに開いてしまう。

「ふあ、っ……ん……む」

　生じた歯列の間からさらに深く舌を挿し込まれ、レナの舌にねっとりと絡み付く。熱の塊が舌の輪郭を直接撫で、角度を変えて何度も唇や舌を吸われる。その甘美で刺激的な口付けに、レナは内心でひどく動揺した。

　どうしよう──好きな人がいるのに、別の男性にキスされている。しかも触れるような可愛らしいキスではなく、吸い付かれて貪られるような激しいキス……情欲と恋慕の感情が入り混じった、レナの知らない大人のキスだ。

「っふ、あ……っ、はぁ……」

　息継ぎの仕方がわからずユリウスの胸へ縋ると、彼は身体を抱く力を緩めてレナを解放してくれた。離れた唇の隙間から、やっとの思いで酸素を吸い込む。

　くたりと力が抜けてその場に座り込みそうになると、気付いたユリウスがすぐに身体を抱き留めてくれた。

　力が入らない足でなんとか踏ん張り、思考を働かせるために呼吸を整える。

「え……ゆ、ユリウス殿下……？」

　しかしレナに安寧の時間は訪れなかった。ユリウスは胸に寄りかかられているのをいいことにレナの身体を抱きしめ、そのまま耳の裏やこめかみにちゅ、ちゅう、と小さな口付けを落とし始めた。

「んっ……ん、……やっ……」

　いつの間にか熱を持っていたレナの身体は、小さな刺激にさえ敏感に反応する。

　ユリウスの唇は瑞々しい果実の温度が移ったようにひんやりと冷たかった。けれど冷感を覚えたのは最初だけで、唇が触れた場所はすぐに発火したように熱を持つ。耳も、こめかみも、頬も、どんどんと熱い感覚に変化して全身が浸食されていく。

「なっ、だ……だめ……！」

「レナ？　静かにしないと、果樹園の人に気付かれちゃうよ？」

　からかうようなユリウスの口調に、ハッと手で口元を押さえる。だが、口を閉ざせば抗議の言葉は出せなくなる。とはいえ手を退けるとあられもない声が溢れそうで、どうしていいのかわからずただただ混乱する。

　その間にユリウスの指先が首元のリボンをしゅるりと解いた。結び目がゆるんだ襟を開くと、細く骨張った指先がレナの胸元をあっという間に暴いていく。

「やっ……ちょ……！」

　ユリウスが身を屈めてレナの首筋に口付けを落とす。そのまま喉の下の窪みを舐め、舌先が鎖骨を辿り、肩の傍に小さく噛み付く。けれど果樹園の主人や働く人々に見られるのではないかと気が気じゃないレナは、どう抗議すればいいのかもわからない。

　困惑するレナの肌に唇で触れていたユリウスが、視線を上げて顔を覗き込んでくる。

「可愛いね、レナ。唇にベリーの色が移ってる」

「んっ……」

　小さく笑ったユリウスにまた唇を奪われる。たった一度でレナの反応や行動を把握したのか、彼はまたすぐに口内を舌の先で蹂躙じゅうりんし始めた。先ほどは甘酸っぱいベリーの味がしたが、今は甘ったるい砂糖蜜の味に変わっているような気がする。

　舌を吸われたり舐められたり噛まれたりしていると、口の中にどんどんと唾液が溜まっていく。ぴちゃ、くちゅ、と水を含んだ音が溢れ出すと、ユリウスが楽しそうな笑顔を零す。

「ほら、ちゃんと味見して。いくら食べてもいいんだから、たくさん食べなきゃもったいないよ？」

「で、できませっ……」

　レナの表情を確認したユリウスが、傍らにあった低木からブルーベリーの小粒をぷち、と摘む。そして笑顔のままでレナの唇にブルーベリーの実を押し付けてくる。

　拒否はしたが、口元に運ばれると食べ物を粗末にするわけにいかないと思ってしまう。仕方がないので小さく口を開けてブルーベリーを迎え入れると、指が離れた瞬間にまた唇を重ねられた。口の中に広がる少しの渋さと酸味の中に、再びユリウスの温度が混ざる。

　こんなの、ベリーの食べ方としては絶対に間違っている。味も食感も全然わからない。ただ不思議な甘さだけが、口と脳の中をとろとろに支配する。

「ん、ン、んぅ……」

　口内を這い回る舌が、上手に食べきれずにいたブルーベリーを擦り潰す。割れた果肉と口の中に広がった果汁がお互いの唾液と混ざり、背徳の蜜へと変化する。その甘い蜜をじゅる、と啜って離れたユリウスが、唇の端に残ったそれを指先でぐっと拭う。

「も……やだ……ぁっ」

　唇からほろりと零れた言葉に反応し、ユリウスがハッと我に返ってレナの顔を覗き込んだ。困惑と羞恥に満ちたレナの顔色を確認したユリウスは、少し焦ったようにその頬を指の背で撫でてくる。

「ごめんごめん。……もうしないから」

「……ん」

　けれどユリウスは嘘つきだ。もうしない、と言った矢先にまたレナの唇を奪う。そしてようやく離れたと思ったら、今度はレナの身体をぎゅっと抱きしめて耳元で低く甘く名前を呼ぶ。恋しい名前を想うように。愛しい名前を紡ぐように。

「……レナ」

　ユリウスの行動に翻弄されたレナの目尻には、涙がじわりと浮かんでいた。

「ひどいです……」

　浮かんだ雫が落ちる前に袖で涙は拭ったが、それでもユリウスに対する恨み言までは拭い去れなかった。

「ユリウス殿下が、こんなことをなさる方だなんて思いませんでした！」

　以前口付けられたときも突然の出来事でショックを受けたが、今日はあの日のような可愛らしいものではない。レナの隙をつき、行動を制限し、断りもなく無理やりキスをするなんてどう考えてもやりすぎだ。

　ユリウスの提案に乗ってここまで一緒に来てしまったことはレナにも非がある。一緒に出かけることを乙女ゲームの材料集めミニゲームと同じ感覚だと考えていたのは、確かに警戒心が足りなかったかもしれない。

　だがそうだとしても、レナをからかうにしても、ナディアとクラウドのためにレナの注意を自分へ向ける目的だとしても、これは度がすぎている。ユリウスがこんなに強引な人だとは思わなかった。

「もう会いません」

「え……待って、レナ！」

　ユリウスの腕を払い退け、ベリー畑から出ようと踵を返す。ユリウスは引き留めるための言葉を発したが、レナはそれでも構わずに立ち去るつもりだった。

「いいの？」

　ところが、離れようとする背中に届いた言葉は、レナの意思を確認するための言葉だった。その小さな問いかけの中には、なぜか勝ち誇ったような余裕が含まれている。ユリウスの声音に違和感を覚えたレナはゆっくりとその場に足を止めた。

　この果樹園にはユリウスの馬車でやってきたのだから、馬車がないと帰れないだろう。だからここで離れてもいいの？　という意味の問いかけだと思った。

　だが違った。振り返りざまにユリウスの姿をキッと睨むと、彼はにこにこと笑みを浮かべていた。

「未婚の令嬢が男の人に身体触られて、たくさんキスされて、気持ちよくなったなんて……誰にも知られたくないんじゃない？」

「!?」

　言葉で表現するととんでもない事実を突き付けられて、レナは驚きと羞恥でわなわなと目を見開いた。

　ユリウスの言う『気持ちよくなった』は彼の主観でしかない。だからその言葉を全力で否定したかったが、ユリウスの発言は一部ではなく全体的に大問題だった。

「脅す気ですかっ……!?」

　これは紛れもない脅迫だ。無理やり口付けて、襟を開いてそこにもキスをしたくせに、バレたくないでしょ？　と腹黒い笑みを浮かべるのは脅迫に他ならない。

「人聞き悪いなぁ」

　しかしユリウスの反応は飄々ひょうひょうとしたもの。両手を広げて肩を竦める姿に悪びれている様子はない。

　もちろんいいことだとは思っていないだろう。先ほど『ごめん』と謝罪の言葉を口にして身体を優しく撫でてくれたところをみるに、多少はひどいことをしたという自覚はあるはずだ。

　だがそれ以上に、その笑みの下に何かよからぬ企みをしている。それぐらいはレナにもわかる。

「脅すつもりはないよ。でもいつまで経ってもクラウドのことばかりで、俺のことをまったく考えてくれないのも困るんだ」

　ため息交じりに語るユリウスに、それは仕方がないでしょう、と思ってしまう。

　思い出したのはつい最近だが、レナは転生前からクラウドのことが好きだった。前世では絶対に届かない次元の壁に阻まれていたが、現世ではクラウドの姿を直に見て、声を聞くことができる場所にいる。それならば彼に認めてもらうための努力を重ね、ゆくゆくは結ばれたいと夢見てしまうのが乙女心だ。

　確かに貧乏子爵家の生まれで、しかも自分の食べるお菓子を自分で用意する令嬢なんてこの世界にはあまり存在しないだろう。貴族の令嬢らしからぬ振る舞いだと思われるかもしれない。けれど、でも──

「だから俺と勝負しよう、レナ」

　反論の言葉を頭の中に並べていると、ユリウスがまた予期せぬ言葉を発した。

「しょ、勝負？」

「そう。俺も来週の品評会に出るよ」

「え……？」

　ユリウスの思いもよらない宣言に、レナは瞬きをしてその場に硬直した。

　先日の話や今の話の流れから考えると、ユリウスがレナと勝負をするというのは、エーゼラント王宮が主催する豊穣祭の品評会のことだろう。レナは今日、その品評会に出品するお菓子の材料を吟味するために果樹園を訪れているのだ。

「ユリウス殿下、お菓子作れるのですか？」

「そんなに難しいものは作れないけど、多少なら作れるよ」

　ユリウスはレナのタルト作りを後押ししてくれるのだと考えていた。もちろんナディアの手前レナの恋を応援してくれるとまでは考えていなかったが、甘いもの好きの彼は、レナの作るフルーツタルトを目当てに協力的なのだろうと思っていた。

　しかしここにきて、なぜかユリウスもその品評会に参加すると言い出した。

「ええっと……？　品評会はそんなに簡単なコンテストではないと思うのですが……？」

「もちろんわかってるよ。でも、だからこそ挑戦する意味があるんでしょ」

　ユリウスがくすりと笑う。砂糖菓子みたいに甘く柔らかそうな桃色の髪を揺らして、それと相反するように策謀に満ちた腹黒い表情を浮かべる。

「俺が勝ったら、レナは俺がもらう。菓子職人としても、恋人としても」

「え……？」

　当然のように求められた勝利報酬に、唖然としてユリウスの顔を眺める。聞き間違いではないかと思ってしまうほど軽やかな口調で言い放たれたのは、紛れもなくレナ自身を望む言葉だった。

「も、もらうって……ほ、本気ですか？」

「もちろん本気だよ」

「えっと……クラウド殿下とナディア様の結婚にとって邪魔な私を、お二人から遠ざけるためではなく？」

「……は？」

　レナの確認に素っ頓狂な声を上げたユリウスだったが、すぐに言わんとしていることを察したらしい。そのまま何かを考え込むように胸の前で腕を組み、自分の顎を指先でトントンと叩く。

「なるほどね、そういう考え方もあるのか」

　少し考え込んでいたユリウスだったが、やがてレナの言葉と状況に納得したように「ふうん」と呟いた。そのまま組んでいた腕を解くと、いつもとは違う真面目な声でレナの頬にそっと触れる。

「けど違う。あの二人がどうこうじゃない。俺が、レナを欲しいんだ」

　ユリウスが真剣な表情のまま、レナを「欲しい」と口にする。

　そこまで言われて、ようやくレナも彼の心に気が付く。ユリウスは冗談のつもりではなく、本気でレナを好いて、本当に自分の手元に置きたいと思っているらしい。

「今のレナはクラウドしか見てないでしょ。俺としては、クラウドのことはすぐにでも諦めてほしいところなんだけど」

　そんなユリウスがレナを果樹園に連れてきた理由は、クラウドに恋するレナの背中を押すためではない。ナディアとクラウドの仲に割り入ろうとするレナを止めようと思っていたわけでもない。

　彼はクラウドに対するレナの恋心を見抜いている。しっかりと分析している。レナの想いを認識しているからこそ、誰かに言われて諦めるのではなく、自分で決断して身を引いてほしい。恋心を残したまま他者に引き裂かれた想いは消えにくいと知っているからこそ、自ら断ち切って諦めることを願っているのだろう。

「レナが勝ったら、キスしたことは誰にも言わない」

「!?」

　ふとユリウスが言い放った言葉に、レナの表情が凍り付いた。

「私が負けたら、誰かに言うつもりなのですか……？」

「うん。クラウドに自慢する」

「ぜっっったいやめてください!!」

　さらに続いた言葉があまりにも衝撃的で、思わず大きな声を上げてしまう。

　レナとの仲を自慢したところで、クラウドは一切動じないはずだ。それでも、ユリウスに強引にキスをされた話をクラウドの耳には絶対に入れたくない。知られたくない。

　レナの叫ぶような声が聞こえたのだろう。遠くでベリーを収穫していた果樹園の人々が顔を上げる姿が見えた。だがレナとユリウスが喧嘩をしているわけではないと知ると、ほどなくして作業に戻っていく。

　彼らの注意がこちらから逸れたことを確認すると、声量を落としてユリウスに向き直る。

「あの……そこは普通『負けたら諦める』とおっしゃるところでは？」

　ユリウスの飄々とした態度と提案に呆れつつ、そんな質問をしてみる。レナに恋を諦めさせるために持ちかけた勝負なら、ユリウスも同じ条件で挑むべきだろう。

「それはしない。だってレナが勝つ可能性が高い勝負で諦めることを条件にしたら、俺は高確率でレナのこと諦めなきゃいけなくなるでしょ」

「はあ……」

　自信満々に言い放つ姿に、思わずため息が零れる。随分と逃げ腰な勝負を持ちかけられたものだ。

「応じてくれないなら、レナの不戦敗だよ？」

「それ、結局は脅しじゃないですか……」

　レナの心を読んだユリウスがにこりと微笑むので、げんなりと呟く。

「まあ、理由はなんでもいいんだ。眼中にない俺のことを、少しでも考えてくれるきっかけになれば」

　彼にとって品評会の勝負はただのきっかけにすぎないらしい。これを機に自分のことを考えてくれればそれでいいと言う。

「でも一方的な提案を押し付けるつもりはないよ。だからレナにも条件があるなら譲歩するし、欲しいものがあるなら賭けてもいいけど」

「……」

　確かに今のままでは明らかにレナが損をする勝負だ。経験値と現在の職務を考えれば圧倒的に有利ではあるが、負ければユリウスとのキスの事実がクラウドに伝わり、勝ってもそれを阻止できるだけで特に得るものはない。一方のユリウスは勝てばレナを得ることができるが、負けても特に失うものはない。だからユリウスは、レナにもメリットがある条件や報酬を追加してもいいという。

「いいえ、結構です。ユリウス殿下の望む条件で、勝負をしましょう」

　しかしレナはユリウスの申し出をきっぱりと断り、断ったうえで勝負に応じることに決める。

　あの舞踏会の日を最後に、レナの周りでゲームと同じイベントは一切起こっていない。つまりレナは、もう乙女ゲーム『王宮のドルチェ・ドリーム』のシナリオから逸脱した展開を歩んでいると考えられる。

　ならば自分の頭で考えて自分で道を切り開くしかない。現実の世界には攻略法なんて存在しないのだから、幸せな未来ハッピーエンドは自分で掴みとるしかない。

　レナは自分なりの『最高』のお菓子を作ることしかできない。けれどその最高傑作をクラウドに食べてもらい、美味しいと笑顔で褒めてもらえたら、新しい展開が待っているはずだ。

　推しに夢中なレナは、桃色ゆるふわ王子・ユリウスに気を取られている場合ではないのだから。








第三章




ショコラムースの誘惑






　レナのベリータルトは完璧な仕上がりだった。

　可愛らしいフリルのようなタルト土台は、噛んだ瞬間にサクサクッとほどけてバターが香るクッキー生地でできている。その中にしっとりしたアーモンドクリームと甘さ控えめのミックスベリーホイップクリームをたっぷりと乗せ、甘みが強い完熟ストロベリーと、酸味が強い爽やかなラズベリーと、実が引きしまって果汁が濃いブルーベリーをふんだんに敷き詰める。最後にツヤ出しのナパージュと飾りのミントリーフを乗せれば、赤と紫の宝石箱のようなベリータルトが完成だ。

　王宮主催の行事ということで渋々出席していたクラウドも、出品されているベリータルトの評判がよいと知ると興味を示して口にしてくれた。

　その様子を遠目に見ていたレナは、クラウドが『美味い』と呟く声をちゃんと聞いていた。舞踏会の前日まではレナの作るお菓子も時折口にしていたのに、あれから一切見向きされなくなっていたので、それだけで感動して泣いてしまいそうだった。

　ちなみにユリウスが作ったというガトーショコラもそこそこの仕上がりだった。菓子職人であるレナに言わせれば、ケーキの断面に小さな穴が開いているとか、粉砂糖の振り方が均一ではないとか、口を出したい点はたくさんあった。

　だが、王子である彼が自ら腕を振るい一生懸命に作ったというのだから、その努力は素晴らしいと思う。お菓子が好きな人や愛情を込めてお菓子を作る人に悪い人はいない。そもそもレナは審査をする立場ではないので、ユリウスの作ったケーキを食べてはいないのだけれど。

　レナのベリータルトは最終結果でお菓子部門優秀賞、つまり二番目という結果に終わった。

　お菓子部門の最優秀賞は、王都にある王宮御用達の高級菓子店『アメリア』のマイスターが出品したレアチーズケーキだった。爽やかな見た目の白いケーキは『チーズの芳醇な香りと濃厚な味が調和した、非の打ちどころがない完璧なケーキ』という高い評価を得た。

　最優秀賞を獲得できなかったことや王宮御用達店のケーキに及ばなかったことは素直に悔しかったが、レナのベリータルトも素晴らしい結果を残せた。クラウドも喜んでくれたし、後からベリータルトの製作者がレナだと知れば彼も見直してくれるだろう。

　嬉しい結果とクラウドが興味を示してくれたことに浮かれていたレナは、ユリウスとの勝負をすっかりと忘れていた。

「おめでとう、レナ。さすがの結果だったね」

　数日後、ユリウスが滞在している離宮へお菓子を届けた際に彼と対面したことで、レナは勝負の約束を唐突に思い出した。昼下がりの執務室でユリウスと二人きりになったレナは、功績を褒め称える桃色ゆるふわ王子の笑顔をじっと見つめた。

　勝負に負けた割には随分とご機嫌だ。ユリウスがまた何かを企んでいるのではないかと考えて、じりじりと距離を取る。

「あの……これで文句はないですよね？　私が勝ったのですから、クラウド殿下に変なことおっしゃらないでくださいね？」

「大丈夫、言わないよ。約束は守る」

　警戒心を露わにするレナに対し、ユリウスが約束は違えないと明言する。

　しかしあまりにもあっさりと身を引くとは、逆に怪しい。あれは一体なんのための勝負だったのだろうか、彼は何をしたかったのだろうか……と考えていると、不意にデスクから立ち上がったユリウスがレナの傍へ近付いてきた。

「それじゃあ、レナ。お祝いに俺とデートに行こうか？」

「は？　え……？　デート??」

　ユリウスに告げられた言葉の意味がわからず、思考がゆっくりと停止する。聞こえた言葉をそのまま反復してしまう。

「そう。優秀賞を獲ったお祝いに、レナの好きなところに連れて行ってあげる」

「ええっと……お心遣いをいただきありがとうございます。ですが、それは遠慮させてくださいませ」

　果樹園での激しいキスを思い出して、ユリウスと二人きりになることは回避すべきだと結論付けて即座に断る。レナはあのキスのせいで勝負に乗らざるを得なくなってしまったのだ。

　結果的に品評会での勝負には勝利したが、ユリウスに再び弱みを握らせるきっかけを作る必要はない。依頼されていたお茶菓子を届ける仕事は終えたので、これ以上誘惑をされる前に早々に立ち去るべきだろう。

　レナは頭を下げようとしたが、ユリウスのさらなる誘い文句がそれより一瞬早かった。

「そっか……せっかくアメリアのケーキを一緒に食べられる機会だったのに、残念だな」

「えっ？　アメリア!?」

　挨拶をして退室するつもりだったレナの耳に、あの菓子店の名が届く。思わず振り返って食い気味に聞き返すと、その反応を見たユリウスがにこりと笑う。

「そう。新作はショコラムースケーキらしいよ？」

「……」

　アメリアは豊穣祭の品評会で最優秀賞を獲った、王宮御用達の高級菓子店だ。店内のサロンでケーキを食べるためには事前予約が必要だが、その予約も数か月先まで取れないほどの人気店である。

　一応は貴族の令嬢だが、貧乏子爵家の生まれのレナは、アメリアのお菓子はせいぜい手土産用のクッキーやフィナンシェを食べたことがある程度。サロンでケーキを食べたことさえ一度もないのに、新作のケーキを口にするなど夢のまた夢である。

　だが王子であるユリウスが一緒ならば、その新しいケーキを食べることが可能なのだという。しかも新作はエーゼラント王国では入手が難しい、チョコレートを使ったケーキとのこと。

　考える。ユリウスに背を向けて悩む。いろんな事実と状況と感情を、理性と欲望の天秤に乗せて、悩んで唸って、真剣に考える。

「……後学のためです」

　コホン、と咳払いの後に続いたのは、紛れもなく自分への言い訳だった。

「決まりだね。レナとデートに行くの、楽しみだな」

「……」

　にこにこと笑う桃色ゆるふわ王子の姿を見ていると、またユリウスの腹黒い術中に落ちたのかもしれないと思ってしまう。初めてのデートのような言い方をしているが、ユリウスとは数日前に一緒に出かけたばかりだ。

　けれどアメリアのケーキは捨てがたい。アメリアはエーゼラント王都周辺に住む若い乙女の憧れ──否、エーゼラント王国のすべての民の憧れと言っても過言ではない高級菓子店だ。このチャンスを棒に振ると、レナはもう二度とアメリアのケーキを口にすることができないかもしれない。

　大丈夫。変なことをされそうになったら、大声を上げるなり逃げるなりすればいい。

　そう思って顔を上げたレナは、またユリウスの笑顔を見つけてしまう。

「楽しみだね？」

　目が合うと嬉しそうに微笑む姿に、つい絆されそうになる。本当に楽しそうなユリウスの様子に、レナはまた否定の言葉が出てこなくなった。




「わあ……可愛い！　綺麗！　どれも美味しそうですね……！」

　ショーケースの中を覗き込むだけで感動の声が溢れてしまう。色とりどりのケーキが並ぶガラスの箱は、まるでジュエリーを収める宝箱のようだ。

　王都で一番有名な高級菓子店アメリアは、一日に同じケーキを複数個作らない方針らしい。大きなホールケーキをカットするのではなく、小さなケーキのひとつひとつがその日の一点もの。さまざまな色や形のケーキが均等に並べられたケースの中は、見ているだけで心が躍ってしまいそうなほど楽しかった。

　その中からレナが選んだのは、新作のショコラムースケーキだった。エーゼラント王国ではカカオは高級品で扱いも非常に難しいので、まだ若い菓子職人のレナは積極的に使用することが難しく、チョコレートのお菓子を作ったことはほとんどない。転生前は安価で買えて好きなだけ食べていたチョコレートも、世界が変われば高嶺の花だ。

　レナの手を取ったユリウスにエスコートされてサロンの奥へ進むと、広い個室に辿り着いた。ガラス窓の向こうに可愛らしいローズガーデンを一望できる部屋には、ゆったりとした大きなソファとテーブル、その上には豪華なティーセットが用意されていた。

　ユリウスがワンピースの裾が捲れないようにレナをソファへ座らせ、自然な流れで手の甲に唇を寄せる。レナがその口付けに驚いている間に入口へ合図を送ると、すぐに選んだケーキとそれに合う紅茶が運ばれてきた。

　レナは給仕の女性がケーキと紅茶を用意してくれる様子を緊張の面持ちで見つめていたが、彼女が一礼して退室し、ユリウスと二人きりになるとまた別の緊張が訪れた。

「さ、食べようか」

「……はい」

　彼は初対面の給仕の前では完璧な王子様として振る舞うのに、二人になった途端にただのお菓子好きの桃色ゆるふわ王子に戻る。その変わり身の早さに気が抜けてしまう。レナには素を見せてくれているのかもしれないが、いつもより紳士的なユリウスにドキドキと緊張していた先ほどの時間を、今すぐ返してほしいと思ってしまう。

　そんなユリウスが選んだケーキはチョコレートミルクレープとバタークリームケーキ。ちゃっかり二つも食べるつもりらしい。

　そのうちのチョコレートミルクレープにフォークを入れながら、ユリウスが不思議そうに首を傾げた。

「王宮にも立派な菓子職人がいるのに、それとは別に王宮御用達店があるってなんか不思議だよね」

　ユリウスの疑問に、レナもフォークでムースを掬いながら頷く。

「アメリアの初代マイスターは、元々王宮に仕える菓子職人だったのですよ」

　王宮御用達の高級菓子店アメリアの初代マイスターは、先々代国王の時代に菓子職人として王宮に出仕していた。しかし彼のお菓子は、当時の国王陛下より彼の弟のほうに気に入られていた。

　だから王弟が臣籍降下されるときに初代マイスターも王宮菓子職人を辞め、その後も自分の作るお菓子を届けられるよう王都にお店を出したのが始まり。以来アメリアは王宮御用達店としてエーゼラント王国菓子業界の頂点に在り続けている……というのは、エーゼラント王国の菓子職人の間では有名な話だ。

「なるほど。レナは本当に勉強熱心だね」

　レナの説明に、フォークを持つ手を下ろしたユリウスが笑顔で頷く。その表情は豆知識を聞いて発見や納得をしたというよりも、レナの情熱や努力を認めて感心しているように感じられた。

「ユリウス殿下にお褒めいただき、恐縮でございます」

「うん。やっぱり先達は見習うべきだね。俺も気に入った菓子職人は自分で口説き落とさないと」

「……」

　レナの謙遜は上手くかわされた気がする。

　いや、それもそうだが、かわされたはずみで地雷を踏み抜いた気がする。ユリウスは勝負の報酬に菓子職人としても恋人としてもレナが欲しい、と言っていた。彼との勝負には勝ったのでレナがその求めに応じる必要はないが、あっさり諦めたようにも思えない。

「あの……ユ、ユリウス殿下は、護衛もなしに出歩いても大丈夫なのですか？」

　彼の意識をどうにか逸らすために、半ば強引に話題を変える。

　外遊中とはいえ、ユリウスはフェクトス王国の第三王子だ。前回の果樹園のときと同じく、今日も側近や護衛を連れずに二人きり。これでは警備体制に不備があると言われても仕方がない状況だ。

「ああ。俺、剣より体術のほうが得意なんだ」

　レナの疑問にユリウスが笑みを浮かべる。

「外交目的で他国を回ることが多いからね。立場上、初対面で帯剣してるとあまりいい印象与えないでしょ。だから剣は基礎しか習ってないし不得手だけど、別に軟弱ではないと思うよ」

　ユリウスの説明に「なるほど」と納得して頷く。確かに剣を使えればいざというときは身を守る術になるが、交渉相手が常に帯剣しているようでは威圧感を与えてしまうだろう。ユリウスは相手の不安や戸惑いを考慮して、あえて剣を扱わない選択をしているという。

「変に護衛を付けて歩くと逆に悪目立ちするからね。自分の身は自分で守れるし、必要以上に護衛は付けないようにしてるんだ」

　そう言って紅茶を一口飲んだユリウスが、じっとレナの顔を凝視する。

「レナを押し倒して、そのまま逃さないようにすることぐらいは余裕だね」

「……！　ち、近付かないでくださいね……？」

「冗談だよ」

　普通にありえそうなことをさらりと言われたので慌てて身を引くと、ユリウスにくすくすと笑われた。全然冗談に聞こえなかった。

　もう何を話しても彼のペースになってしまう。どんな話題もレナが困惑する内容に繋げられてしまうので、質問はやめてショコラムースケーキに集中することにした。

（──美味しい！）

　丸いドーム状のムースはセミスイートチョコレートのようで、ほろ苦い香りが感じられる。その生クリームとチョコレートがほどよく溶け合ったムースは、口の中に入れるとあっという間にとろけてなくなってしまう。残った土台のショコラスポンジケーキは全体から見ると量こそ少ないが、生地に含まれたミルクチョコレートの味が濃厚で、食べ応えは十分だ。

　さすが王宮御用達の高級菓子店。扱いが難しくエーゼラント王国では入手が困難なチョコレートの特徴をよく知り尽くしている。ムースケーキとスポンジケーキそれぞれによく合うチョコレートを選択し、二層のチョコレートの甘みや苦みをよく計算したうえで組み合わせているとわかる。

「レナはチョコレート好き？」

　どうやったらこんな味が作り出せるのだろう、と思いつつケーキを堪能しているとユリウスにそんな質問をされたので、素直に頷く。前世ではチョコレートのお菓子も幾度となく作ってきたし、レナ自身もチョコレートは大好きだ。

「もちろんです。チョコレートって幸せな気分になれますよね」

「うん、俺もチョコレート好きだよ」

　それは見ていればわかる。現にユリウスのお皿の上からは、既にチョコレートミルクレープが消えてなくなっている。レナが自分のケーキに夢中になっているうちに食べてしまったのだろう。

「フェクトスはチョコレートの種類が豊富なんだ」

　ユリウスがぽつりと呟く。レナが顔を上げて隣を見つめると、彼はにっこりと笑って「南方に大きなカカオ農場があるんだよ」と教えてくれた。

　フェクトス王国はエーゼラント王国の東に位置する大国だ。国土が縦に長く北部と南部ではかなりの寒暖差があるため、栽培される農作物も南北で大きく異なっている。

　温暖な南部では果物の栽培も可能だが、輸送にかかる費用と距離を計算すると、王都同士が近いエーゼラント王国から輸入したほうが安く新鮮な農作物を流通させることが可能らしい。その代わり、南部で採れる農作物はそちらと都市同士が近い別の国へ輸出しているのだそう。

　そして日持ちするのであまり鮮度に左右されないカカオはフェクトス国内全土に広く流通しているという。

　その話を聞いたレナは、ふとユリウスが品評会で作ったケーキのことを思い出した。

「それでガトーショコラだったのですか？」

「そう。俺がちゃんと作り方を知っている唯一のケーキなんだ」

　豊穣祭の品評会でユリウスが出品したケーキは、フェクトス産のカカオを使ったガトーショコラだった。でき上がったケーキは少々素人感があったが、一生懸命作ったことはレナにもしっかりと伝わっていた。

「母方の祖母の得意なケーキなんだよね。フェクトスの王都からは少し遠いけど、母さんの生家に行けば今も喜んで作ってくれるよ」

「へえ～！　いいですね、食べてみたいです」

　甘いもの好きのユリウスが認める、彼の祖母が作る愛情溢れるガトーショコラ。思い出が詰まったお菓子の存在を教えられると興味が湧いてきたが、それはレナにとっては小さな失言だった。

「レナが俺と結婚して、田舎まで挨拶に行くことになったら食べられるよ」

　ティーカップをソーサーに戻したユリウスが、レナの傍へ身体を近付けながら嬉しそうに顔を覗き込む。同じソファの隣同士に座っていたため二人を隔てる境はなく、簡単に距離を縮められてしまう。

「あ、いえ……今のはそういう意味ではなく」

「それに俺と一緒に来たら、チョコレートのお菓子もいくらでも作れるよ？」

　それは確かにそうかもしれない。カカオが栽培されていないエーゼラント王国でのチョコレートは高級品だが、フェクトス王国へ行けばここよりは手に入りやすいだろう。

　チョコレートがあればガトーショコラやムースケーキだけではなく、ボンボンショコラも、チョコレートクッキーも、フォンダンショコラも作れる。贅沢にチョコレートドリンクやチョコレートフォンデュだって楽しめるのだ。

「もちろん材料や道具は揃える。それに、好きな時間にお菓子を作ってもいい」

「！」

　チョコレートのお菓子のことばかり考えていたレナは、何気ないユリウスの言葉に心臓がドキリと跳ねた。この人は一体どこまでレナの事情を知っているのだろう、と驚いてしまう。

「……そこまでご存じなのですね」

「まぁね」

　レナの問いかけに、ユリウスが肩を竦める。その仕草を確認すると、レナは小さなため息を零した。

　エーゼラント王宮の食事は、朝・昼・夕とたまに夜食を欲する人がいるので、一日四回ないし三回。それに対して間食は午前と午後の二回だけ。王宮は大きな建物だが厨房は一つしかなく、菓子職人はいつも忙しい料理人に迷惑がかからないよう配慮してお菓子を準備している。

　よって菓子職人に与えられるお菓子の製作時間は、朝食の片付けから昼食の準備まで、昼食後のわずかな時間、そして料理人が夕食または夜食の片付けを終えた後のみだ。この細切れかつわずかな時間で、仕える王家一族と彼らの賓客、王宮に出仕する人たちの好みに合うお菓子を、毎日被らないように用意しなければならない。

　そのため時間がかかるものや氷庫で長時間寝かせる必要があるものを作ることは困難で、さらにレナが一番やりたいと思っている『新しいオリジナルのお菓子を作ること』は到底不可能なのが現状だ。

　もちろんクラウドはその事実を知らない。彼は自分の好みを言えば、それに見合ったお菓子が自動的に用意されると思っている。

　けれどユリウスは知っている。本当はレナにやりたいことがあることも、現状の環境も、普段何気なく出されているお菓子が場所や時間との戦いの末に作られていることも、そこに知恵と手間と愛情がかけられていることも──ちゃんと理解してくれているのだ。

（……どうしてそこまで知っているのですか？）

　そう聞きたい気持ちは、顔に出ていたらしい。

「好きな子のことって、なんでも知りたくならない？」

　レナと顔を合わせたユリウスが、困ったように笑う。

「レナのことをもっと知りたいって思うし、恋にも仕事にも自分の夢にも一生懸命なレナに、俺のことも知ってほしいと思う」

「ユリウス殿下……」

「俺を、好きになってほしいんだ」

　ユリウスがまた真剣な顔をする。レナの手からフォークを奪って、空になったケーキ皿の上へ置く。カシャン、と金属同士がぶつかる高い音が聞こえる。

　けれどそれより早く、空いたレナの手の上にユリウスの手が重なる。

　再び見つめ合うと、彼の瞳には溶けたチョコレートよりもずっと高い温度が宿っていた。





ビターな現実とスイートなキス






「私は……」

　ユリウスの真剣な告白にどう答えていいのかわからず、思わず目を逸らしてしまう。ついでに掴まれた手も引っ込めようとしたが、重ねられた手に力が入るほうが少しだけ早く、逃げることはかなわなかった。

「わかってる。クラウドのことが好きなんでしょ」

　ユリウスに訊ねられ、数秒遅れてこくりと顎を引く。

　そう。レナは前世の記憶を取り戻した瞬間から、クラウドとの明るい未来を目指してここまで邁進して来た。

　いつもは傍若無人で俺様なクラウドも、恋仲にある女性には優しい笑顔を見せ、甘い言葉を囁くことを知っている。だからこそ、本当の彼に近付きたいと夢を見てしまう。

　でも心のどこかではわかっている。それはレナの一方的な努力の上に成り立つもの。クラウドに気に入られるように彼好みのお菓子を作り、クラウドの気分がよくなる言葉を選び、王太子である彼を最優先に労る選択をして、ようやく掴みとる未来。レナだけが頑張って手に入れられる愛情だ。

　ゲームの中ならばそれでもいいだろう。決められた選択肢の中から正解を選び、ミスのないように正しいルートを進めば、間違いなくハッピーエンドに辿り着けると保証されている。美麗スチルと美声ボイスを得る攻略法があるのならば、我慢も努力も無理もできる。もし選択を間違えてしまったら、また最初からやり直せばいいだけだ。

　けれど現実は違う。どんなにレナがクラウドのことを想っていても、実際に動いて喋って触れ合える実在の人物だとしても、クラウドにレナの言葉は届かない。この気持ちは報われない。どこかで何かを間違えてしまったら、やり直しはできない。品評会でいい結果を残しても、声をかけられることさえない。

　──嫌われてしまったレナは、もうクラウドの目には映らないのだ。

「レナ……？」

　ユリウスに名前を呼ばれてハッと顔を上げると、リーフグリーンの瞳に朝露に似た雫が揺らめいていた。それがユリウスの目に映った自分の涙だと気付く前に、レナは彼の腕の中に抱きしめられていた。

「泣かないで、レナ」

　ユリウスはレナの心が読めるのかもしれない。

　身体を抱かれ、背中をゆっくりさすられる。

　まるで赤子をあやすような優しい触れ合いには驚いたが、ユリウスの石鹸と太陽のような香りを感じると、自然と身体から力が抜けていった。

「……泣いてなどおりません」

「そうだね」

　呟いた言葉はあっさりと肯定された。

　ユリウスはこうしてレナの強がりも受け止めてくれる。あるいは抱きしめることで顔を見ないようにしてくれているのかもしれない。

　ユリウスにとってレナは姉ナディアの結婚に水を差す存在だ。本来ならば疎ましく思われても仕方がない。けれど彼はなぜかレナを好きだと言ってくれる。レナ本人だけではなく、作るお菓子も美味しいと褒めてくれる。

　だが、レナとユリウスは舞踏会の夜に初めて会ったはずだ。ずっと夢見ていた恋が実らず、想像もしていなかった相手との交流が始まった理由に、思い当たる節はない。

（変なの……）

　そう思ってユリウスの胸から少しだけ身体を離した瞬間、レナの顎先はユリウスの指に捕まった。そのくすぐったさに驚きの声を出す暇はない。

「……ん」

　唇に触れたのは温かい感触だった。一瞬の出来事に目を見開くと、ふわりと笑顔になったユリウスの指が目尻に優しく触れてきた。零れそうになっていた涙を拭われ、またすぐに唇を奪われる。

「……ふ、……っ」

　小さな声が零れてしまう。唇の端から零れる吐息が、ひどく熱っぽい気がして恥ずかしい。

「ん、ぅ……だめ、です」

　ユリウスの胸を慌てて押し返す。以前と同じくまた口付けを許してしまったが、本当はこんなことをしてはいけない。

　レナには好きな人がいる。一方的な片想いで恋人同士というわけではないが、それでも想い人がいるならこんな形で別の人とキスなんてしてはいけないと思うのに。

「レナは悪くないよ。……ただ、俺に騙されただけ」

　寂しそうに笑ったユリウスは、首の後ろからレナの頭を抱くように腕を回すと、そのままゆっくりと耳や頬を撫で始めた。

「悪いのは俺だ。早くクラウドを諦めてほしくて、レナを騙してる」

　そう言われればそうかもしれない。けれど、少し違う気がする。

　レナは恋愛経験に乏しいが、ユリウスの下心をまったく理解できないわけではない。心のどこかで、ユリウスと二人きりになればまた彼に迫られることは理解していた。

　けれどレナにもユリウスと同じぐらい下心があった。それは他でもない、王国一と謳うたわれるアメリアのケーキを食べることだった。

　レナにとってアメリアは高嶺の花だ。この機を逃せばもう足を運ぶ機会に恵まれないかもしれない。たかが菓子店──けれどこの高級菓子店はそれほどまでに憧れのお店なのだ。

　だから千載一遇のチャンスを棒に振るのが惜しくて、ユリウスの提案に応じた。後学のためだと呟いた言葉は実は照れ隠しでもなんでもなく、心の底からの本音だった。

　かつて王族に気に入られたというアメリアのケーキを参考やヒントにすれば、もっと美味しいお菓子が作れるかもしれない。レナはまだまだ成長できるかもしれない。今より美味しいケーキが作れるようになれば、ユリウスももっと喜んで笑顔を見せてくれるかもしれない。クラウドもレナのお菓子を認めてくれるかもしれない。そう思う心は紛れもないレナの本心で、菓子職人として、そして一人の乙女としての下心だ。

（あれ……私、今……？）

　自分のお菓子を喜んでほしい人を思い浮かべていて、ふと気が付く。

　レナが真っ先に想像する顔は、当然クラウドのはずだった。誰よりも喜んでほしい、美味しいと言ってほしい、笑顔を見たいと思うのは、前世から好いている想い人のはずだった。

　けれど今、レナの脳裏に最初に浮かんだのは──本当にクラウドだっただろうか？

「……レナ？」

　ユリウスの袖を掴んで彼の瞳を見つめたま、自分の感情と不思議な違和感をどう受け入れるべきかと考える。だがレナの顔色を確認して安堵の表情を浮かべたユリウスは、何かを問う前に再び唇を重ねてきた。

「……ん」

　今度は唇を甘噛みされ、首の後ろへ回った手に耳の裏や横髪を愛おしそうに撫でられる。

「ん……ふぁっ」

　優しい指先に反して、口付けはどんどん濃厚なものへ変わっていく。息継ぎをしようとして少し唇を開くと、その隙をついてより深い場所まで舌が侵入してくる。

　歯の一本一本の形を確かめるように、口内を蹂躙される。最初はレナの温度を確認するような丁寧な触れ合いだったのに、いつの間にか呼吸の仕方を忘れてしまいそうなほどに深いキスに変わっている。

「はぁ、あっ……だめっ……」

　角度を変えるために一瞬浅くなったキスの合間に、拒否の言葉を紡ぐ。

　ユリウスの口付けが嫌だという感情はない。だがこのまま彼のキスを受け入れていると、そのまま思考が溶けてなくなってしまいそうだった。熱に浮かされ、理性を失ってしまうのが怖かった。

　身を捩ってその腕から逃れようと試みる。しかし、どうにか身体の距離を取ろうとしたレナを、ユリウスは一瞬たりとも逃がしてくれなかった。

「レナ……もっと意識して」

　首の後ろにあった手が滑り下り、今度は腰を抱かれる。離れようとした身体をぐいっと引き寄せられて、耳元に熱を含んだ誘惑を流し込まれる。

「俺を好きになって」

　可愛らしい言葉とは裏腹に、ユリウスの表情はひどく切なげだ。恋焦がれるように、すべてを欲するように、じっと視線を合わせてくる。その真剣な眼に囚われる。

「っ……！」

　リーフグリーンの深い色に引き込まれていると、再び唇と呼吸を奪われた。今度は最初から歯の間を舌先でこじ開けられ、舌同士を絡めるようにじゅる、と唾液を吸われてしまう。

　どんどん深くなる口付けに、何もわからなくなっていく。呼吸も苦しいし心臓も苦しい。全身が熱く火照っていく。

「んっ……んぅ、……ふぁ……」

　舌を食べられてしまうのではないかと思うほど強く吸い付かれ、思考がぼんやりと霞みがかったときだった。

「あっ、まって……！」

　ワンピースの裾から侵入してきたユリウスの手が、下穿きのパニエをぐいっと捲り上げた。ふわりと膨らんだレースの中で、熱を帯びた指先がレナの太ももをゆっくりと撫で上げる。

「だめ……ユリウス殿下……！　や……っ」

　このままでは可愛らしいローズガーデンから、レナの恥ずかしい姿が見えてしまう。庭には誰もいないように見えるが、今二人がいる場所は菓子店の個室だ。不埒な行為が許される場所ではないのに。

「っあ……」

　拒否の声を発する前に、ユリウスの指先がショーツの上に到達してしまう。あまりの手早さに制止の声も間に合わない。レナが狼狽しているうちに、細長い指先が割れ目の上を布越しにくぅ、と押す。その刺激で驚いた猫のように身体がびくんと跳ね上がる。

「だ、め……だめですっ……！」

　震えながら首を振るが、ユリウスはレナの反応を一瞥しただけ。細い指先がレースの模様を確かめるように、ゆっくりと恥丘の上を撫でていく。

　ショーツ越しに撫でられているはずなのに、同じ場所をくるくると弄られると、まるで直に触られているような熱さを感じる。

　顔も身体も熱い。以前ユリウスに『未婚の令嬢が男の人に身体を触られて、たくさんキスされて、気持ちよくなった』と言われたが、そんなものではない。今日のユリウスはあの日よりも思い詰めた顔をして、レナの身体のより深い場所に触れようとしている。

　関係性に名前のない二人がこれ以上の行為をしてはいけない。ユリウスにみだらな戯れを許してはいけないと思うのに。

「や……ん、んっ……！」

　ショーツの端から布の中へ侵入した指先が、股の隙間に滑り込む。少し強引に侵入してきた指先が割れ目の間を進んで辿りついた場所は、レナの想像よりもはるかに濡れてぬかるんでいた。

「やあぁんっ」

　男性らしく少し骨張った指がツンと尖った突起に触れた瞬間、レナの身体は再び飛び跳ねた。それと同時ににゅる、と滑りのいい音が聞こえたような気がした。

　視線が合うとユリウスがにこりと笑顔になる。その微笑の意味を知ると、レナは恥ずかしくて顔から火が出そうになった。

「濡れてる」

「こ、これは、ちがいま……ぁあッ！」

　必死に否定しようとした台詞は、ユリウスの指の動きに阻まれた。くにゅ、と女性の身体の中でもとりわけ柔らかく敏感な弱点を責められると、反論や抗議の言葉が声になるはずもない。

　レナが切ない声を零してユリウスに縋り付いても、彼は愛撫の手を止めてくれない。それどころか制止を懇願する声や表情まで観察するかのように、レナを見下ろしながら秘めた突起を執拗に撫で続ける。

「あ、ああっ、だめっ……ユリウス殿下……！」

「気持ちい？」

　耳元でそっと訊ねられて、ぶんぶんと首を振る。

　気持ちいい？　──わからない。

　ただ、ぬるぬると滑る指先が陰核をくにゅくにゅと撫でるたびに、股の間から力が抜けそうになる。下腹部の奥にきゅん、と切ない痺れが生じる。そこから背中がざわざわと粟立つような、びりびりと痺れるような、不思議な感覚が広がっていく。

　同じ場所をずっと擦られていると、頭が真っ白になってしまう気がする。理性が焼き切れて、まともな思考がどこかに飛んでしまいそうだ。

「敏感だね」

　熱の含んだ声で断言されると、また背中がぴくっと震える。身体に力が入っているのか抜けているのかもわからない。首筋にかかる甘ったるい吐息にさえ官能の刺激を与えられている気分になる。

「もっと乱したい。俺しか知らないレナを見たいな」

「あっ、あぁ……っ、だめ……！」

　そう言って指の動きを速められると、濡れた萌芽がくちゅくちゅと水を帯びた音を立てる。どこからやってきたのかわからない蜜が、ユリウスの指をより一層濡らしていく。

　甘い麻痺がつま先から股の間に集中していく感覚に不安を覚えて、その刺激が快感に変わる前にどうにか逃げようと試みる。

「やっ……ユリ……ッ」

　腰をくねらせてユリウスの手から離れようとしたが、腰がソファの肘かけに当たったことでこれ以上の逃げ場がないことを知ってしまう。けれど立ち上がって逃れるにも上手く力が入らない。

「や……ぁっ！　お手をっ……お離しくださ……！」

　下腹部から何かが溢れそうな気配がする。このままユリウスの指が敏感な突起を擦り続けると、どこかが壊れてしまう気がする。

「あ、ああっ、だめですっ……わたし、なにか……ぁ、変にな……っ」

「いいよ。このまま気持ちよくなって」

　ユリウスがまた柔らかな笑顔を浮かべる。けれどその優しい表情と相反するように、指の動きはさらに速まっていく。同じ場所を何度も扱かれた秘芽は、鋭い刺激に耐えかねて急激に臨界を飛び越えた。

「ふあぁっ……ああっ……！」

　きゅう、と秘部が収縮した直後に、がくがくと下腹部と内股が震え出した。触れられていた場所から甘い波紋が広がっていくように、下半身が断続的にビクビクと痙攣する。

　瞬間的に身体が強張って、ユリウスの腕を掴む手にも力が入る。左腕でレナの身体を抱くユリウスにすべての体重を預けて仰け反ってしまったが、急激な快感の波が過ぎ去ると途端に恥ずかしさを感じ始めた。

「レナは本当に可愛いな」

　すぐに顔を背けようとしたが、その前に彼の唇が頬の上に吸い付いた。ちゅ、と小さな音と共にレナを可愛いと褒めるので、余計に羞恥心が増幅して顔を上げられなくなってしまう。

　もうかなり昔のことなので記憶も曖昧だが、転生前の保健体育の授業で、女性も男性と同じようにオーガズムを得ると習った記憶がある。ファッション雑誌の巻末特集でちらっとそれらしい情報を見た記憶もあるが、それもかなり朧気おぼろげだ。

（これが……そういうこと、なのかな……）

　性感が高まって、みだらな気持ちになって、全身が快楽を求めてしまう。自分の意思ではコントロールできないほどに気持ちよくなってしまう。そして快感を極めた性の興奮が引いていくと、ぼんやりとして何も考えられなくなる。力が入らなくなったレナの身体を抱きしめて耳や頬に唇を寄せるユリウスに、ただ身を委ねることしかできなくなる。

　ふとユリウスと密着した手首の辺りに、何か固いものが当たっているように感じて視線を下げる。右の手首が彼の下腹部に触れていることに気が付くと、レナはさらに恥ずかしさが増して慌てて視線を逸らした。

「ん？　……あ、ごめん。怖がらせたかな」

　レナの挙動に気付いたユリウスが少し困ったようにはにかむ。そして不安を和らげるよう、レナの身体と自分の股の間が触れ合わないように身体の向きを変えられる。

「男の人は好きな子に触れるとこうなるんだ」

「え……えっと……」

「大丈夫。放っておけばそのうち自然に治まるから」

　レナの身体を正面から抱きしめて、これ以上のことはしないと明言してくれる。その言葉と笑顔の意味を理解すると、何も言えなくなってしまう。

　レナがそっと俯くと、抱きしめる腕にわずかに力が込められた。優しい体温をすぐ傍で感じる心地よさの中に「でもね、レナ」と、少しだけ真剣な声が混じる。

「レナはもう、クラウドより俺のことが好きだと思うよ」

「……そ、そんなこと……！」

　ない。そんなことは断じてない。

　ユリウスはきっと、レナにそう言い聞かせて思い込ませようとしているだけ。それが事実であるかのようにレナの心に刷り込ませているだけ。言霊のように、口にしたことが現実になるよう念じているだけだ。そう思うのに。

「だってレナ、今日はクラウドの名前を自分から一度も出さなかった」

「……」

　額に口付けながら、レナの行動が心の証明であるかのように言われてしまうと言葉に詰まる。それは違う、と否定できなくなってしまう。否、ユリウスの言葉がそれほど的外れじゃないことは、レナが一番よくわかっている。

「それでも……私は……」

　クラウドが好き。そう言おうとしたのに、この場にいない男性の名前を口にすることはできなかった。切ない瞳でレナを見つめるユリウスにもう一度丁寧に口付けられて、紡ぎ出すつもりだった言葉を奪われてしまったから。

　離れたユリウスに再びぎゅっと抱きしめられる。頬をすり寄せ、耳元でまた愛の言葉を囁かれる。言い聞かせるように、刷り込ませるように、念じるように。

「好きなんだ、レナ。だから早く、俺のことだけを見て」

　ユリウスの言葉は真剣そのもの。いつものような冗談めかした軽さはない。

　彼の本気の告白は、ビターとスイートの狭間に眠るレナの恋心を揺り起こす──甘くて鋭利な媚薬のような気がした。








第四章




中身が空っぽのシュークリーム






「はぁ……」

　単純作業をしているとどうしても手が止まりがちだ。単純といっても焼き上がったサクサクのシュー皮の中にクリームを詰めるという大事な工程なので、油断しているとクリームが足りなかったり、多すぎて皮から溢れたりしてしまうので気は抜けない。

　しかし、本来はぼーっとしたまま行っていい作業ではないのに、気付けば注意が散漫になっている。いつもなら何よりも夢中になれるお菓子作りの真っ最中なのに、まるで熱に浮かされたようにユリウスの笑顔と真剣な視線ばかり思い出し、そのたびにぼんやりと手が止まってしまう。

　こんなのは変だ。こんなはずじゃなかったのに……。

「こら、レナ。真面目にやらんか」

　王宮菓子職人長であるミゲルに叱られ、ぽわぽわしていた気分からハッと我に返る。

「も、申し訳ありません……！」

　謝罪の言葉を告げると、慌ててシュー皮にクリームを絞り出す作業を再開する。

　ミゲルはエーゼラント王宮に最も長く仕えている職人で、レナのお菓子作りの師匠でもある。王宮料理長よりも高齢で多少足腰は曲がっているが、腕と舌は確かな職人だ。

　そんなミゲルは少しの間カスタードクリームを絞る作業をじっと監視していたが、レナの手際を確認するとすぐに表情を緩めてくれた。

「はあ……せっかくいい後継者に恵まれたと思うたが、おまえもいつか嫁に行くんじゃろうなぁ」

　ミゲルの心底残念そうな声を聞いて、レナは思わず苦笑してしまう。ミゲルは気合が入ると指導に熱が入りすぎてしまうためか、その熱量についていけない若い菓子職人は疎ましい存在に感じるらしい。おかげで現在も己の知識と経験を伝授する後継者には恵まれていない。

　だからミゲルは、自分の話をよく聞き、意見を参考にしつつ、積極的に新しいお菓子作りに挑戦しようとするレナを後継者にしたいと望んでいるようだ。しかし貧乏子爵家とはいえ貴族の令嬢なのだから、作法見習い期間が終わればそのうちどこかへ嫁いでしまうことを頭では理解している口振りだ。

　ちなみにゲームのシナリオにミゲルルートはないが、菓子職人エンドを目指すには彼の好感度も一定以上まで上げなければいけない。お菓子を作るたびに勝手に好感度が上がるので、普通にしていてもエンディングに必要な条件は満たせるのだけれど。

「それにクラウド殿下が気に入る菓子職人は、なかなかいないからの」

　前世の記憶からゲームのシナリオを辿っていると、ミゲルがふと意外な言葉を呟いた。思わずレナの手が止まる。

「え……クラウド殿下……？」

「そうじゃろ？　陛下も妃殿下も他の王子や姫たちも、わしが作ったものはなんでも美味いと言うて召し上がってくださる。だが甘いものが苦手なクラウド殿下だけは、口に入れるどころか見向きもせん。けど殿下は……レナの作る菓子だけは、気に入れば召し上がるからな」

　ミゲルの説明に、レナの動きは完全停止してしまう。

　クラウドが気に入る？　──ありえない。

　ゲームの攻略対象であるクラウドも、転生して現実として目の前に存在するクラウドも、レナが菓子職人として王宮に勤めていることを知らなかった。

　仮に舞踏会の夜にクッキーを渡せていたら、レナはそのときに自分の身分と職を告げることができただろう。そしてイベントが成功していれば、クラウドはもっと早く、もっといい印象を持った状態で、自分が普段食べているお菓子の作り手がレナ＝トーリュアスであることを知ったはずだ。

　けれどレナはあの夜ナディアに強く叱責され、ユリウスの手によってダンスホールから連れ出されてしまった。以来クラウドとはほとんど会話をしていない。レナが持って行ったお菓子を拒否されることや、品評会で入賞したことを考えると、さすがにレナが菓子職人であることは理解しているはずだ。

「わしのプライドが削られるわい」

「そんなことはないですよ。ミゲル師匠のシフォンケーキは大陸一の美味しさです」

「そ、そうか……？」

　ミゲルの物憂げな言葉を否定して彼を持ち上げつつ、頭ではまったく別のことを考える。

　もし最近のクラウドがティータイムに出されるお菓子の作り手を把握していて、その中でレナの作るものだけを好んで食べているのなら、ミゲルの言い分もわかる。しかし用意されるレナのお菓子を気に入り、その作り手がレナだと認識しているのならば、お菓子を運んで行ったレナは門前払いなどされないはず。それに俺様王太子であるクラウドが特別に興味を示しているとなれば、その話はレナ自身の耳にも入るはずだ。

　けれど実際はそうじゃない。舞踏会の直後と同じように、クラウドは今もレナの顔を見ると不機嫌な顔をする。要らない、ときっぱり断られてしまう。

　レナの作ったお菓子を、レナ以外の人が彼の元へ運ぶこともある。もしそのときは素直に口にしているというのなら、クラウドはお菓子の作り手がわからないまま出されるお菓子を食べて、好き嫌いや文句を言っていることになる。

　それはつまり、クラウドが菓子職人の名ではなく、単純に味のみを評価して褒めてくれていることを意味する。ミゲルの言葉が本当ならば、職人としてこんなに嬉しい賛辞はない。けれど。

（なんだろう……？　何か……違和感が……）

　それはそれで何かが引っかかる。

　表現できないもやもやを感じ始めたレナだったが、クラウドの執務室にユリウスがいると聞いて彼に依頼されたシュークリームを届けると、今度はもやもやどころか驚きで気を失いそうになった。




「それじゃ、クラウド。約束通り、レナは俺の専属菓子職人としてフェクトスに連れて帰るから」

　クラウドの執務室でユリウスの口からとんでもない報告を聞かされ、レナは彼の横顔を唖然と見つめた。二国の王子の間に立つレナには発言が許されていないので言葉は発せないが、ぽかんと口を開けた顔は間違いなく間抜けな姿だっただろう。

　しかもそんなユリウスの言葉を、クラウドは涼しい顔をしながら、

「わかった。約束だからな」

　とあっさり認めてしまう。

　そんな約束など私は聞いておりません！　と叫びそうになり、レナの表情がぐぐっと歪む。正面からその姿を見ていたクラウドが、執務デスクに肘をついてレナの顔をじっと睨みつけてきた。

「なんだ？　言いたいことあるなら言ってみろ」

　クラウドの口調は冷たいものだったが、これはレナに発言が許された合図だ。とはいえ頭ごなしに「聞いていない」と突っぱねるわけにもいかない。クラウドの不機嫌な顔とユリウスの少し困ったような横顔を交互に見比べつつ、無礼のないよう言葉を選ぶ。

「そのお約束というのは、私にかかわるものなのですか……？」

　約束という言葉は、レナには初耳だった。自分が知らない間に自分にかかわる取り決めが交わされているなど、露ほども想像していなかった。

　事情の説明を求めると、それにはクラウドではなくユリウスが答えてくれる。

「今のフェクトス王国の王宮って、料理人と菓子職人が兼任なんだよね。どんな料理も、どんなお菓子も、小さい赤ちゃんに出される粥食から客人をもてなす晩餐まで、ぜんぶ同じ人たちが一括管理して作ってくれているんだ」

「は……はぁ」

「もちろん大変な仕事を一手に受けてくれることはありがたいと思う。けどそのせいで何を食べても変わり映えしないというか、正直あんまり美味しくないんだよね。特にデザートが」

　ユリウスの少し遠回りに始まった説明を聞き、レナも徐々に状況を呑み込んでいく。言わんとしていることを察して小さく頷くと、ユリウスがため息を零した。

「俺としては専門の知識や技術を持った菓子職人を採用して、ちゃんとしたデザートやお菓子を食べられるようにするべきだと思うんだ。でも残念ながら、今のフェクトス王国には俺が気に入る菓子職人がいなくて」

「ユリウスはあの一族の中でも飛び抜けて食いしん坊だよな」

「グルメだと言ってほしいな」

　クラウドが呆れたように補足すると、ユリウスもすかさず笑顔を返す。

　舞踏会の日以来一緒にいるところを見たのは久々だが、彼らはそれなりに打ち解けた友人関係を築いているらしい。これまでのユリウスの態度からあまり仲がよくないのかもしれないと勝手に想像していたが、特別に不仲というわけではないようだ。

　二人の関係性を再認識して納得していると、隣にいたユリウスがレナに一歩近付いた。

「だから、俺はエーゼラントでの外交ついでに自分好みの菓子職人を探していた。気に入った職人がいたら本人に引き抜きの交渉をする許可と、その手続きをクラウドが受けてくれることも、俺たちの間で取り交わした約束の一つなんだ」

「そう……なのです、ね」

　その口振りから察するに、ユリウスとクラウドの間には両国の代表としての交渉ではなく、二人の間でのみ交わされる個人的な願い事や約束事が存在するようだ。

　詳細は不明だが、レナにとって重要なのは二人の約束の全容ではない。その約束の中に、レナ＝トーリュアスの存在が含まれていることだ。

「あの……それは私が外交の材料になっている、ということですか……？」

「レナを物みたいに扱う意図はないけど、端的に言えばそうなるかな」

　ユリウスが申し訳なさそうに眉尻を下げる。

　いつの間にか交渉の材料にされていたことに対してレナが感じたのは怒りではない。もちろん怒りの感情がまったくないわけではないが、それよりも驚きと呆れの感情が勝った。

「では、私を豊穣祭の品評会に参加させたのは……」

「レナの腕なら絶対に上位になれるってわかっていたからね。入賞して王宮のお墨付きをもらった菓子職人なら箔が付くし、フェクトスに引き抜くとしても『優秀賞』の称号は確かな裏付けになる」

　またとんでもないことをさらりと言い出したユリウスに、今度こそ開いた口が塞がらなくなった。

　確かにいくらユリウスが気に入ったと言っても、無名の菓子職人を急に連れて来られたところでフェクトス王宮の料理人たちは困ってしまうだろう。職種を問わず職人という人々はこだわりが強い者も多いので、なんの功績も持たない余所者を厭う人もいるかもしれない。

　しかし、ユリウス自らが選んで連れてきた菓子職人が、エーゼラント王宮が認めた人材ならばどうだろう。すぐに受け入れられないのは同じかもしれないが、少なくとも邪険にされて粗雑な扱いを受けることはないはずだ。それを思えば、エーゼラント王宮が与える優秀な菓子職人の称号は、品評会の順位以上に大きな意味を持つ栄誉だとわかる。

　だからユリウスはレナに品評会への参加を持ちかけたのだ。さらに一見無意味だと思える勝負を焚き付けてレナがコンテストに本気で挑むように仕向け、無名の菓子職人に相応の証を与えた。後々の身の安全を保障し、確実にレナを手に入れるために。

「あの、それって……」

　まだ完全に状況を把握しきれていないレナは、自分を取り巻く状況を確認するためにさらに質問をしようと口を開いた。しかしクラウドにはその姿が煩わしく感じたらしい。

「はぁ……つべこべうるさい奴だな」

　執務デスクの上に肘をつき、指先で額を支えたまま面倒そうに盛大なため息を吐く。

「貴様はただの駒だ。諦めて俺とユリウスの指示に従い、さっさとフェクトスに行く準備をしろ」

　息を吐き切ったクラウドが、レナの顔をぎろりと睨みつける。そのあまりにも冷たい言葉と視線に、足が竦んでその場に凍り付いてしまう。

「ちょっと、クラウド。その言い方はないでしょ」

「……フン」

　何も言えずに動けなくなったレナに代わり、反論したのはユリウスだった。レナの恋心を知っているからか、クラウドの切り捨てるような言い方を咎めようとしてくれた。だが、クラウドは鼻を一つ鳴らしただけでそっぽを向いてしまう。自分の言動を訂正する気はさらさらないようだ。

「レナ、ごめん……嫌ならもちろん断ってもいい。決定権はレナにあるんだから」

　クラウドの態度が変わらないと知ると、ユリウスは少し焦ったようにレナにも選択の余地があることを示してくれた。けれど何を言われてもレナのショックは変わらない。

　先ほどのミゲルとの会話から、クラウドが少しはレナのお菓子を認めてくれているのではないかと期待していた。毎日のお茶の時間に出されるお菓子の味だけは気に入ってくれているとばかり思っていた。

　けれどそれはレナの願望だった。

　レナの作るお菓子に対するクラウドの興味が、皆無だったと知ってしまう。それならば。

「かしこまりました。謹んでお受けいたします」

「レナ……？」

　これまでの恋心も夢も努力も、クラウドには何も伝わっていなかった。

　レナはクラウドには選ばれない。──この恋の先にハッピーエンドは存在しない。

　それでもこれ以上クラウドに嫌われたくない。それに、下級とはいえこれでも貴族令嬢の端くれだ。自分のわがままで外交の邪魔をしてはならないことぐらいは弁えている。

「ただ、フェクトス王国へ赴けば家と両親から離れることになります。正式なお返事にはお時間をくださいませ」

　かすかに震える足に力を入れて踏ん張り、どうにか頭を下げる。そんなレナの言葉に、クラウドがさらに不機嫌な声を零した。

「言っておくが拒否権はないぞ」

「クラウド！」

「心得ております。両親へ報告をして、準備の期間をいただきたいのです」

「ふん……それぐらいなら許してやる」

　クラウドはレナの申し出を一応は受け入れてくれるが、その口調には不快の感情が含まれていた。

　心底興味もないような口振りで手元にある書類を眺め始めたクラウドに、ユリウスが再び咎めるような鋭い声を上げる。だがレナはもう何かを言う気力さえ削がれていた。

「それでは、本日はこれにて失礼いたします」

「レナ……」

　クラウドに丁寧にお辞儀をして、レナはくるりと踵を返した。

　悲しい気持ちを押し殺してどうにかクラウドの執務室を出ると、そのまま自分の持ち場である厨房へ向かう。

　そんなレナの後を、同じように執務室を出たユリウスが焦ったように追いかけてきた。

「待って、レナ！」

　レナが一生懸命に足を動かしても、その長さが違うためか、すぐに追いつかれてしまった。制止の言葉をかけられて手首をぐいっと掴まれたので、身体を痛めないように足を止める。

　けれどユリウスの顔を見ることはできない。涙を我慢していると知られたくない。だから振り返ることもできずにその場に俯く。

「ご安心ください。心配なさらずとも、フェクトス王国にはちゃんと参ります。私が拒否すれば、クラウド殿下もユリウス殿下も困るのでしょう？」

「レナ、違うんだ。そうじゃなくて……」

「離してください！」

　何も聞きたくない。頭が混乱しているせいか、いつも優しいユリウスの言葉も今は受け入れられる気がしない。それにレナに利用価値を見出して交渉の材料にしようとしているのは、ユリウスもクラウドも同じだ。

　聞きたくない。誰の言葉も、ユリウスの言い訳も、冷静に聞ける自信がない。だから今は一人にしてほしいのに、ユリウスはレナを離してくれなかった。

「少しだけでいい、俺の話を聞いて……お願い」

　腕を掴んでいたユリウスに、そのまま身体を引き寄せられる。後ろからぎゅうと抱きしめられ、耳元に哀願の台詞を囁かれる。

「ユリウス殿下は菓子職人なら誰でもいいのでしょう？　私じゃなくても……！　クラウド殿下も、私を押し付けるみたいに……っ」

　強引な抱擁からの解放を求めて口から溢れ出てしまった言葉に、ユリウスの腕の力が一瞬弱まった。

　それでも解放はされない。むしろ少しの時間を空けるとより強い力で腰を抱かれてしまい、それ以上の言葉を紡げなくなる。

　けれど知ってしまった。ユリウスはフェクトス王国に連れ帰れる自分好みの菓子職人であれば、レナじゃなくてもよかったのだ。それはもちろんクラウドも同じ。彼に至ってはレナが交渉の材料となり、結果的に自分や王宮が得をするのならば、レナを他国へ差し出すことも躊躇ためらわないような言い方だった。

「……誰でもいいわけないだろ」

　ぞく、と。

　背筋が震える。甘く痺れて動けなくなるほど、重くて低い声がレナの鼓膜に響く。

　最初はその声を発したのがユリウスであると思えなかった。いつも甘い綿菓子のようなゆるふわの髪を揺らして、にこにこと笑顔を浮かべて、レナのお菓子を美味しいと褒めてくれる彼からは想像もつかない声の低さだったから。

「菓子職人なら誰でもいいわけじゃない。俺はレナだけが欲しい。レナを手に入れるためなら、なんだって──」

　そう言って身体を強く抱きしめ真剣な口調で懇願するユリウスに、レナはまた言葉を失った。
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「レナの意思は尊重する。生まれ育った国を出ることを嫌がる人もいるし、レナがどうしても嫌なら無理強いするつもりはない」

　背中越しに感じるユリウスの体温が少し遠退いたので、抱かれていた腕の中からそっと振り返る。

　衣服を通して聞こえる鼓動の音と彼の体温に緊張してされるままになっていたが、よく考えればここは廊下のど真ん中だ。急に人の目があるかもしれないことを思い出して距離を取ろうとしたが、ユリウスはレナの身体を完全には離してくれなかった。

「でも俺は、できればレナにフェクトスに来てほしいと思ってる」

　腕の中で聞いた言葉は、これまでにも何度か聞いたことがある台詞だった。

　クラウドを想うレナはその気持ちには応えられないし、ユリウスも本気で口説いていると思っていなかった。だからこれまでは彼の言葉を適当に受け流してきた。けれどユリウスは口調こそ冗談めかしていても、視線はいつも本気だった。それはもちろん今も同じ。

　視線を上げると、ユリウスとじっと見つめ合う。リーフグリーンの瞳を覗き込んでいると、なんだか不思議な気持ちになる。

「……」

　レナにはいくつもの謎や疑問があった。

　ここは乙女ゲーム『王宮のドルチェ・ドリーム』の舞台が現実になった世界だ。前世でゲームをやり込んだレナは、大好きなキャラクターとのハッピーエンドに辿り着く方法を熟知している、はずだった。しかしなぜかゲームには存在しないキャラクターが現れ、見覚えのないシナリオを歩み、未知の展開に遭遇している。

　その鍵を握るのは目の前にいる桃色ゆるふわ王子、ユリウス＝フェクトスティリアだろう。そして数ある謎はすべて『舞踏会の夜にレナがユリウスに助けられたこと』に由来する。

「ユリウス殿下にお聞きしたいことがあるんです。……お伺いしてもよろしいですか？」

「何？」

　ならばそのユリウスに聞くのが一番確実で手っ取り早い。

　ユリウスが友好国の王族という身分であることを考慮し、今までは踏み込んだ質問をしてこなかった。けれど今のこの状況は、すでにレナ自身にどうにかできる範疇はんちゅうを越えている。王宮を出入り禁止になるどころか、見方によっては国外追放とも言える事態へ発展しかけている。

　その先に待っているのが必ずしも不幸であるとは言い切れないが、選択肢は確実に狭まってきている。それは肌身で感じ取れる。

　だからレナは、この謎を解き明かさなければならない。自分で考えて自分で行動しなければ、現実を生きる今のレナはただ流されるだけの人生になってしまうのだから。

「『王宮のドルチェ・ドリーム』という乙女ゲームに聞き覚えは？」

「……は？」

　──ないらしい。

　その顔を見て一瞬で理解する。レナが訊ねた言葉はユリウスにはまったく聞き覚えがないようだ。目を見開いて首を横に傾ける表情に、嘘や偽りはないと判断する。

　もしかして彼もレナと同じ世界、もしくは別の世界からこの世界へ転生した存在なのではないかと考えた。ならばレナの知る登場人物やシナリオ、そして予測が及ぶ範囲の外から急に現れたことも少しは納得ができる。

　だがその可能性はないようだ。ユリウスはただゲームに登場していないというだけで、転生者というわけでもなければ、レナが前世の記憶を持っていることも知らないらしい。

「ええと……申し訳ありません。質問を変えます」

　ユリウスにとっては摩訶不思議であるだろう言葉を安易に告げてしまったことに、急に恥ずかしさを覚える。その羞恥心を誤魔化すように少しだけ身体を離すと、思考をもう一度整理する。

　ユリウスはここが乙女ゲームの舞台が現実化した世界であるとは知らない。その彼が知っていて、この世界を知っているはずのレナが知らないこと。

　──レナが今もっとも知りたいこと。

「舞踏会の夜のことです。どうしてあの夜、私を助けてくださったのですか？」

「そ、それは……」

　この質問にはわかりやすい反応があった。

　主として外交を担うユリウスは、交渉や取引が専門であると言ってもいい。そして自分に優位な駆け引きをするためには、感情を表に出さずに振る舞う技量も必要だ。そんな彼の整った顔に動揺が走る様子を、至近距離にいたレナは見逃さなかった。

　レナの最大の疑問は『舞踏会の夜にレナがユリウスに助けられたこと』だ。もちろんその後の展開にも不思議な点はあるが、そもそも『なぜレナの想いを知らないはずのナディアに行動を読まれて阻止されたのか』も大きな疑問である。王太子であるクラウドの元へ挨拶に来る者は、ダンスホールにいるほぼ全員と言っても過言ではない。なのになぜ、遠目から見ていたはずのナディアが急にレナだけを恋敵だと認識して近付いてきたのか。

「あの夜、ナディア様はどうして私を激しくお叱りになったのでしょう」

　そしてあの場で強く叱責することは、ナディアの激しい性格をエーゼラント王国の王侯貴族へ露呈することに繋がりかねない。

　もちろん他国とはいえ王女という身分のナディアが下級貴族令嬢のレナを叱っても立場的には大きな問題にはならない。さらにレナの持っていたクッキーに『毒が入っているかもしれない』と示したことで、周囲はナディアの言い分が正当であると判断した。

　だが注意の仕方は他にもあったはずだ。レナがナディアに向けられたのは、あの場で晒し者にするかのような視線と強い言葉だった。レナを最初から毛嫌いしているような態度だった。

　しかも本当に毒が入っていたのならばともかく、実際にクラウドへ贈ったのはただのバタークッキーだ。改めて考えてみればそこまで激しい叱責を受け、近衛騎士に抱えられて強制的に退場させられるほどの無礼ではないように思う。

「姉さんはクラウドが好きだから。あれで意外と、クラウドに近付く人のことはちゃんと見てるんだよ」

　ユリウスはナディアの激しい態度をそう説明したが、それを語る表情はどこか不安げだった。見つめ合うと一応はにこりと微笑んでくれるが、いつものような優しく甘い綿菓子のような印象はない。ゆるふわなイメージはどこかへ鳴りを潜め、苦しそうな笑みを浮かべている。

「ユリウス殿下、本当は何かご存じなのではないですか？」

「……」

　その変化を不思議に思い、じっと目を見て訊ねてみる。だが視線を下げたユリウスは苦悶に表情を歪ませるだけで、質問には答えてくれそうにない。

「そうですか。……わかりました」

　煮え切らない態度に、レナはそれ以上の追求を諦めた。

　ユリウスはきっとなにか隠し事をしている。もちろんレナにすべてを話す必要はないが、その態度からユリウスもクラウドと同じなのだと理解する。

　きっと彼もレナの存在を駒の一つくらいにしか見ていない。だからいくら好きだ、欲しい、と囁かれてもその言葉を心の底から信じることはできない。

「もう結構です」

「え……！」

　ユリウスの腕を押し下げ、その場から離れようと一歩後退する。

　しかしレナの心が離れたことを感じ取ったのか、ユリウスはすぐにレナの腕を掴んで追い縋るように詰め寄ってきた。

「待って、レナ。俺、レナに嫌われたくない。でもレナを傷付けたくもなくて……」

「おっしゃっている意味をわかりかねます。それに私は、隠し事をされるのが嫌いです」

　ユリウスの言葉はどこか矛盾しているように思える。レナがユリウスを嫌いになることと、ユリウスが隠しているだろう真実を知ってレナが傷付くことは、別の話だ。

　もしかしてその言い回しも彼の交渉術の一つなのかもしれない。だがレナには正解がわからない。

　それよりもこれからフェクトス王国に向かうことが決まったレナにとっては、ここでユリウスと揉めるほうが問題だ。今ここで彼と争ったり、疑問や不安を覚えたり、過度に期待しすぎてしまえば後の身の振り方に影響が出るだろう。

　だからもう追求はしない。彼から答えを得ようと思わないし、期待もしない。レナはただ菓子職人としての仕事を全うするだけだ。

　たとえユリウスから向けられる感情に、心が揺れ動いていたとしても。

「──クラウドは」

「……え？」

「甘いものが嫌いだけど、本当はレナの作るものだけは美味しいって言って、なんでも食べてたんだ」

　決意を固めかけたレナだったが、ユリウスのため息と言葉を聞き、思わずパッと顔を上げる。

　ユリウスの台詞は、ミゲルに聞いたものとよく似た内容だった。彼も『甘いものが苦手なクラウド殿下も、レナの作るお菓子ならば口にする』と言っていた。

　しかし実際に対面したクラウドからは、レナのお菓子を褒める言葉や態度は一切感じられない。だからそれは高齢となったミゲルの自信喪失の表れか、彼の思い込みや勘違いの類だと思っていた。つい先ほど、そう思い知らされたばかりだったのに。

「けどクラウドは、自分が食べているお菓子の作り手がレナだって気付いていない。そもそもこんなに若い子がちゃんとしたお菓子を作れるっていう発想自体がないんだと思う」

　ユリウスの説明にそっと納得する。

　クラウドはレナが菓子職人であること自体は知っていた。何せたった今、品評会の結果を踏まえたうえでレナがユリウスに引き抜かれるという話をしたばかりだ。これまではまったく認識されていなかったかもしれないが、品評会で好成績を残したことで、レナが王宮菓子職人であることにはさすがに気付いただろう。

「お菓子の説明をするレナの話を聞いて顔を見ていれば、作り手がレナ本人だってことは普通にわかると思うけどね」

「……」

　王宮菓子職人は菓子作りそのものだけではなく、依頼されたお菓子を指定された場所まで運び、材料や作り方について説明を求められればその命にも従う。そしてその役目を、忙しさによってはお菓子を作った本人ではない者が請け負うこともある。

　クラウドにはレナの熱意が伝わっていなかったようだが、レナはお菓子を作ることも、運び届けることも、説明も、できるだけ自分自身で行うようにしているし、それが自分の作ったお菓子へ向ける愛情と責任だと思っている。

「クラウドは、自分が食べているお菓子は菓子職人長が作ってると思っている。お菓子を運んできて説明をしてくれるレナのことは、足腰がよくない菓子職人長のお使いだと思っているんだ」

　ユリウスとミゲルの言葉が脳内で交錯する。ミゲルはレナが作ったお菓子ならクラウドも食べると言っていた。ユリウスも、クラウドはレナの作ったものを美味しいと言って口にしていると証言する。しかし当のクラウドはお菓子の作り手が誰であるのか把握しておらず、ミゲルが作ったものだと思って食べているという。

　確かに乙女ゲームでも、舞踏会の夜を迎えるまでクラウドはヒロインに関心を持っていなかった。その状況がイベントに失敗した現実でも継続しているのならば、お菓子は口にするのにレナ自身には冷たいというちぐはぐな態度も辻褄つじつまが合うのかもしれない。

「でもクラウドはいつか必ずレナに興味を持つ。自分好みのお菓子が作れるレナを手元に置いておきたいと思うのも、時間の問題だと思うんだ」

　ユリウスの予想に驚いて顔を上げる。再び視線が合うと彼もまた力なく笑う。

「焦ってたんだ。だから俺は、卑怯な真似をした」

「卑怯な真似……？」

「そう。豊穣祭の品評会が終わってレナを引き抜きたいと伝えるまで、レナが菓子職人であることを黙っていた。クラウドはレナを菓子職人の見習いだと思ってたみたいだから、そのままそう思わせておいて、訂正もしなかった」

　政務に忙しいクラウドは、菓子職人などに見向きもしない。午前と午後のお茶の時間になると自動的にやって来る糖分補給源の作り手は、菓子職人の中で最も知識と経験が豊富な職人長のミゲルが作っているのだろう──そのぐらいの認識しかなかった。

　だからユリウスは無関心なクラウドをあえて放置した。王宮菓子職人になって間もないレナ＝トーリュアスが立派なお菓子を作れる菓子職人であることに気が付いても、その事実をクラウドに伝えなかった。もちろん嘘をついたわけではなく、気付いたことをあえて共有していなかっただけだろう。

「それから、姉さんも……」

「姉さん？　ナディア様ですか？」

「うん。姉さんも、レナがクラウドのことを好きだって、舞踏会のもっと前から気が付いていたんだ」

「え……ええぇっ!?」

　ユリウスの告白を聞き、思わず廊下の端から端まで響き渡るほどの大きな声を出してしまう。少し離れた執務室にいるクラウドが、うるさいと文句を言いに廊下に出て来るのではと慌てて口を押える。だが遠くの物陰で立ち番をしている騎士がちらりとこちらを見ただけで、特に大きな騒ぎにはならなかった。

　目の前にいるユリウスはレナの大声を聞いても動じない。けれど明るい王宮の廊下に不釣り合いなほど暗い表情を浮かべたまま、申し訳なさそうに俯いている。その顔には不安と焦燥が滲んでいる。

「特に姉さんから何か相談されたわけじゃない。でもさっきも言ったように、姉さんはクラウドに近付く人のことはちゃんと見てるんだよ」

「そ、そうなのですか……」

　言われてみれば当然だ。ゲームのクラウドはヒロインにもナディアにも興味がない素振りだったが、だからといってナディアもクラウドに興味がないわけではない。むしろクラウドを好いているからこそ、レナの心の機微を感じ取って恋敵と認定したのだろう。

「姉さんは激しい性格の人だから、クラウドじゃなくてレナに文句を言うのは予想していた」

「それで舞踏会の夜に……？」

「うん。もし姉さんが何か行動に出るなら、周囲の目がある瞬間を選ぶだろうと思ってた。そういう意味では、舞踏会は絶好の機会だったから」

　あの夜、レナはナディアに激しい怒りをぶつけられた。大勢の前で咎められ、毒が入っているという虚構を事実に変えてしまうほどの鋭利な言葉ときつい視線を向けられた。そうすることで、恋のライバルと認識したレナをクラウドの前から排除しようとしたのだ。

「だから、俺もずっとレナのことを見ていた。姉さんに傷付けられそうになったときは、俺が守れるように」

　そしてユリウスはレナを助ける機会を作るため、ナディアが動くまでは特に彼女の行動を止めずに放置した。

「……レナに、俺のことを認識してもらうために」

　理由はただ一つ。ナディアの悪意から守ることでレナに近付き、自分の存在を意識させるため。

　ようやく真実に辿り着く。あの日、あの夜、あの瞬間。優美な音楽と軽やかな靴音が行き交うダンスホールには多くの思惑が交錯していた。レナはクラウドに近付くタイミングを、ナディアはレナが動き出す瞬間を、ユリウスはその二つが重なる状況をつぶさに観察していた。

　──そしてそのときはやってきた。レナが一所懸命に作ったクッキーが払い落とされ、床に落ちて砕けて割れる瞬間が。

「な、なぜそんな回りくどいことを……？」

　聞きたいことはたくさんあった。言いたいこともいっぱいあった。レナが傷付く可能性があると気付いていながらも事態を放置し、その後何食わぬ顔で近付いてくるユリウスの態度も。恋敵に手を差し伸べる弟に、文句さえ言わないナディアの狡猾こうかつさも。

　だがレナは、何よりもユリウスの心がわからなかった。

　どうして陥れるような真似までして、レナを手に入れようとするのか。腕のいい菓子職人も、息を呑むほどに美しい女性も、探せばいくらでも見つかるだろう。王子であるユリウスが望めば、手に入らないものなんてないはずだ。

　なのにそうまでしてレナを望む理由がわからない。なぜ友人クラウドの性格や姉ナディアの感情を利用してまで、レナに執着するのか。

「好きになったから」

「え……？」

　ふつふつと怒りと疑問を感じるレナにユリウスが告げた言葉は、拍子抜けするほどにシンプルな回答だった。あまりにもあっさりと言われてしまったので、一瞬聞き間違えてしまったのかと思うほどだ。

「好きな人に振り向いてもらうためなら、なんでもする。どんなに回りくどくても、他の誰かを利用してでも、絶対に手に入れたいと思う。この感情とやり方が卑怯で高慢で自己中心的だとわかっていても……レナが手の届かない場所まで離れてからじゃ遅い。レナがクラウドのものになってからじゃ──俺には手が出せなくなる」

　唖然とするレナに言い聞かせるように、自分の恋心を自分で肯定するように、ユリウスが切ない表情で語る。その話をぽかんと口を開けて聞いていたレナに向けて、ユリウスが困ったような笑みを浮かべた。

「それに、クラウドと姉さんが結婚することは、もう何年も前から決まってる。あの二人の結婚は国王同士が決めた結婚で、二つの国に広く知れ渡った婚姻なんだ」

　ユリウスに改めて現実を突きつけられ、思わず息を呑む。レナの動揺は伝わっていたはずだが、彼は構わずに話を続けた。

「たくさんの人に望まれた祝福を引き裂けば、おそらくレナは悪者になる。レナがいくら一生懸命で一途にクラウドのことを想っても、他人から見れば昔から決まっていた結婚に横槍を入れた人として見られる」

「……」

「場合によってはエーゼラントとフェクトスの国交にヒビを入れた人として、後ろ指をさされて生きることになるかもしれない。ひどい言葉を投げつける人だっているかもしれないんだ」

　ユリウスの意見はもっともだ。乙女ゲームの中では、どのルートでもハッピーエンドを迎える結婚式の様子までしか描かれていない。愛と夢と希望でしめくくられるエンディングのスチルは幸福そのもの。ヒロインも攻略対象も嬉しそうな笑顔で、周囲の人々もみんなが二人の結婚を祝福してくれる。

　しかしそれはゲームの中の話だ。現実世界で王太子との結婚となれば、周りの人々も一応祝福はしてくれると思うが、それと同じぐらいに悪意に満ちた感情を向ける者もいるはずだ。

「仮に批判を免れたとして、王太子妃──いずれは王妃になるための教育を受けていないレナにとっては、辛い環境が待ってる」

「辛い環境……？」

「そう。大好きなお菓子を作れなくなる」

「！」

　そして現実の世界にはエンディングの続きがある。むしろ長い人生を考えると結婚はゴールではなくスタートラインだ。

　ユリウスに示唆された未来は、レナにとっては過酷な現実である。大好きなクラウドの花嫁として国中に認められる代わりに、完璧な立ち振る舞いを求められ、大きな責任を担うことになる。しかも王太子妃になるための細やかな教育を幼い頃から受けてきたナディアと違い、レナはこの年齢からそのすべてを学び始めなければいけない。当然、その中で大好きなお菓子を作る時間を確保できるとは考えられない。

　だがそれを言うなら、ユリウスとの未来を選んでも同じ状況になるのではないか？

「けど俺なら王位継承順位も低いから、いずれはフェクトス王宮を出て自分の館か城を持てる。レナの望む環境を最初から作ることだってできる」

　レナが疑問を口にする直前に、先回りしたユリウスに彼の考えを示された。

　第三王子であるユリウスの妃ならば、必要最低限さえこなせれば、後はそれほど厳格で完璧な立ち振る舞いは求められない。フェクトス王宮に縛られることもなく、普段はレナが好きなことをしていても構わない。必要なお菓子作りの設備や道具や材料があれば、それもすべて与えてくれるという。

　もちろん今と比べればお菓子作りに没頭できなくはなるが、クラウドと結ばれるよりは格段に自由を得られるだろう。それに『婚姻』という観点で考えれば、王族だろうと貴族だろうと平民だろうと同じこと。嫁ぐことになれば、今より自由に使える自分の時間が減ってしまうのは当たり前だ。

「……なんて説得の言葉はいろいろあるんだけど」

　ユリウスの言葉の意味をじっくりと考えていると、彼の小さな苦笑が耳に届いた。視線が合うと同時に少し開いていた距離を詰められ、再びユリウスの腕の中に身体が収まる。

　今度は背後ではなく、正面から抱きしめられる。彼の腕の中は、いつも陽だまりの匂いに似た優しい香りがする。

「結局は俺が、レナと一緒にいたいだけ」

「ユリウス殿下……」

「レナにはお菓子作りの才能があるし、才能を活かすための努力もできる。こんなにも可愛くて一生懸命なレナが幸せになれないのは、俺が嫌なんだ」

　その陽だまりの香りに包まれる。身体をふわりと抱きしめられて、背中を優しく撫でられる。愛しい人を労わるように。一途な気持ちを教えるように。

「クラウドにレナは勿体なさすぎる。……それなら俺がレナを幸せにする。俺が、レナを守るから」

　熱烈な口説き文句を耳元に囁かれ、レナの体温がゆっくりと上昇していく。

　ユリウスはレナをこんなにも想ってくれる。レナのお菓子作りにかける情熱も、レナの現在の状況も、クラウドの手を取った未来も、ユリウスと結ばれた未来のことも予想して、レナにとって最も幸福な可能性を示してくれる。

　そのうえで自分の切なる想いも懸命に伝えてくれる。レナを守って愛してくれると言う。

　そんなユリウスにまったく惹かれないわけではないけれど。

「でも、私は……」

「どうすればレナは俺を選んでくれるのかな」

　迷いとためらいを振り払うために、無理やりにでも言葉を紡ごうとした。だがユリウスはレナの言葉を遮って、再び愛の言葉を囁く。腕を腰に回して、すぐには逃げられないようにさらに強く抱き寄せて、それと相反するような優しい声でレナを誘う。

「どうしたら、俺を好きになってくれる？」

　そっと問いかけられて、再び返答に詰まる。ユリウスの腕に力が入ると、少しだけつま先立ちになって身体が浮いてしまう。

　顔の距離が近付く。立ち番の近衛騎士が見ているかもしれないのに、リーフグリーンの瞳にじっと見つめられると拒否の仕方がわからなくなってしまう。

「最初からレナの恋を応援すればよかったのかな。姉さんの行動を止めて、クラウドにそのお菓子を作っているのはレナだよって教えて、クラウドの前でレナのことをいっぱい褒めたら、俺に感謝して好きになってくれた？」

　確認の視線に射止められ、切ない音が鼓膜に響く。この恋は叶わない？　と直接問いかけられているように錯覚する。

（叶いませんよ。……私には他に好きな人がいます）

　そう答えるつもりが、声にはならない。

　──恋は簡単じゃない。攻略方法なんて存在しないし、決められた選択肢を選ぶだけで幸せになれるほど、現実世界は甘くはない。

「なるわけないか。俺もう、ひと月はエーゼラントに滞在してるし、舞踏会の夜までにも何度か会っていたのに、レナは俺のこと認識すらしてなかったもんね」

「ユリ……」

　苦く笑う声と表情に戸惑っていると、ユリウスの顔が急に近付いた。また抱きしめられるのかと思ったが、触れ合ったのは身体ではなくてお互いの唇だった。

　触れるだけのキス。ほんの一瞬の口付け。舞踏会の日に厨房で口付けられたときと同じだが、あのときとは違う。

「ごめんね。レナを陥れるような真似をして、勝手にキスしたから嫌われたって……本当はわかってるんだけど」

　苦笑したユリウスがもう一度「ごめん」と呟く。ようやくレナの身体を解放して、少し寂しそうに笑う。

　──恋は簡単じゃない。真実を知ったレナは、この感情をどこに向けていいのかわからない。攻略方法なんて存在しないし、正解の選択肢だってわからない。

　レナが理解できるのは、ユリウスから向けられる激しくて切ない恋心だけだ。








第五章




迷子のベビードーナツ






　フェクトス王国の第三王子に望まれて隣国へ赴くことになった旨を両親に告げると、権力に弱い父は娘の抜擢に諸手を挙げて喜んだ。だが心配性な母はレナの置かれた状況や立場を案じて、どうにかフェクトス行きを取り止めることはできないのか、と引き留めてくれた。断れるのならば今からでも断るべきだと諭された。

　レナを想う母に「大丈夫よ」と笑顔を向けると、最終的には娘の菓子職人としての成功を祈ってくれた。その応援と励ましに勇気をもらえた。

　それにレナにとって、フェクトス行きは必ずしもデメリットしかないわけではない。なぜならこの機会にエーゼラント王国にはなくて、フェクトス王国にはあるお菓子の勉強ができる。前世では作れたが現状では作れないお菓子を作る機会に恵まれたのだ。

　不安や憂鬱な気持ちがまったくないわけではないが、新しいお菓子を作れるかもしれないという事実は、レナの心を自然と躍らせた。クラウドへの恋に破れてエーゼラント王宮の菓子職人に固執する理由がなくなったこともあり、フェクトス王国へ赴くことをさほど苦痛には思っていなかった。

　両親から許しを得たので、ユリウスの帰国の時期が来たらそれに合わせてレナもエーゼラント王国を発つことになる。それまでは自分に与えられた職務を全うしようと、レナはこれまでよりも真摯に仕事に打ち込んだ。

　お菓子を作るだけではなく、ラッピングを綺麗に工夫したり、王宮からの依頼でどんなに遠い場所でも自らお菓子を届けたり、求められれば丁寧に材料や作り方の説明をしたりと、菓子職人としての仕事を存分に楽しんだ。貴族令嬢というよりメイドのように細やかに働くことを不思議がる職人仲間もいたが、レナは大好きなお菓子作りにかかわれるのでまったく不満はなかった。




「パパぁ……ママぁ……」

　お菓子の届け先から厨房へ戻るために王宮の廊下を歩いていると、どこからか子どもの声が聞こえてきた。か細い声ですすり泣く声に足を止めて辺りをきょろきょろ見回すと、広い廊下の片隅で小さな女の子が蹲うずくまっていることに気が付いた。

　こんなところで小さな子が一人で泣いているなんて、迷子だろうか？　怪我をしているのだろうか？　と心配になって傍へ近寄る。

「こんにちは。……大丈夫ですか？　どうかなさいましたか？」

「うう、う……うぇ……」

　レナが話しかけると、可愛らしいフリルのワンピースを着た小さな女の子がバッと顔を上げた。しかしレナと視線が合うと、少女の瞳に涙がうるうると溜まっていく。

「お父様やお母様と離れてしまいましたか？」

「ふ、ふぇ……うえぇ～ん……！」

　レナの問いかけを聞いた少女は極度の不安から涙腺が決壊したらしく、突然大声で泣き始めてしまった。その様子にレナも狼狽してしまう。

　事情を問うと首はこくこくと縦に動いたが、レナが両腕を差し伸べると縋るように必死に抱きついてきて、そのままさらに泣きじゃくってしまった。きっとこの少女は、小さな身体を震わせながらも懸命に迷子の寂しさや恐怖や不安と戦っていたのだろう。

「大丈夫ですよ。ここで私と一緒に待ちましょうね」

　レナが背中をさすりながら語りかけると、少女は大泣き状態から少しだけ落ち着きを取り戻した。その後は嗚咽を漏らしながらも、自分の感情と戦って涙を引っ込めようと目を何度か瞬かせている。

　小さなレディの健気な反応に微笑むと、背中や頭を撫で続けながら周囲の状況を確認する。

　本当はこのまま少女と一緒に両親を探しに行きたいところだが、どこにいるのかも、どうしてはぐれてしまったのかも、まったく見当が付かない。下手に歩き回って彼女の両親と行き違ってしまうと、余計に面倒な状況になるかもしれない。

　しかし、ここは人の出入りが少なく高価な装飾品もないただの廊下のため、見渡す範囲に見回りや見張りの近衛騎士はいない。誰かに少女の両親へ言伝ことづてを頼めそうな状況でもない。

　どうしよう、と考えていると、どこからかぐううぅっと腹の虫が鳴く音が聞こえた。それと同時に、レナの腕に縋り付いていた少女の涙と嗚咽がピタリとやむ。

　どうやら今の音は少女のものらしい。少しだけ身体を離してみると彼女が恥ずかしそうにサッと俯いた。幼くても恥じらいを知る立派なレディに笑顔を零すと、レナは改めて少女の顔を覗き込んだ。

「私の名前はレナといいます」

「レナ様……わたしはルフィーナ」

「ルフィーナ様、お腹が空いているのですか？」

「……うん」

　レナが問いかけると、ルフィーナと名乗った少女が小さく頷いた。そういえばそろそろお昼の時間だ。

　その場に立ち上がったレナは、ルフィーナの手を引いて少しだけ場所を移動した。長い廊下に等間隔で石像が並ぶ先に、まだ像が立っておらず台座だけが設置してあるひらけた空間がある。レナはいつもこの廊下を通っているので、その事実を知っていた。

　あまり行儀がいいとはいえないが、どうせ誰も見ていない。レナはその台座にルフィーナを座らせると、隣に自分も腰を下ろした。そして手にしていたバスケットの中から、綺麗にラッピングされた小さなドーナツを取り出す。

　このドーナツはクラウドの弟王子に所望されて作ったものだ。まだまだ幼く甘いもの好きの王子に合わせて、大きさは成人の大人ならば一口、小さな子どもでも三口もあれば十分食べられるほどのサイズに作ってある。その一つずつラッピングされてリボンが留められたドーナツを見ると、ルフィーナの表情がぱぁっと輝いた。

「一緒に食べましょうか」

「い、いいのですか？」

「もちろんですよ」

　涙を引っ込めて満面の笑顔を見せてくれたルフィーナにドーナツの包みを手渡す。結ばれたリボンを横に引くと、しゅるりと解けた包みの中から粉砂糖がまぶされたドーナツがころんと転がり出てきた。

（また「毒が入っている」とか言われるかしら……）

　小さな手で砂糖まみれのドーナツを摘まむルフィーナの姿に、一瞬、過去の記憶が蘇る。

（でもお腹が空いているのは可哀想よね）

　だが自分が何も持っていないのならばともかく、彼女の空腹を満たせるおやつがあるのに黙って見過ごすという考えはない。もし後々この行動が問題になったとしても、そのときはレナが叱られて処罰を受ければいいだけだ。クッキーのときもそうだったが、お菓子にはなんの問題もないのだから。

　そんなことを考えながらルフィーナがドーナツを口に含もうとした瞬間、背後から男性の声が聞こえてきた。

「あーあ、いけないんだ～」

「!?　も、申し訳ありませっ……！」

　レナの行動を叱責するにはやけに明るい声だった。しかし以前の体験があったので、条件反射的に石像の台座からがばっと立ち上がると、謝罪の言葉を口にしながら慌てて後ろを振り返る。

「……って、ユリウス殿下？」

「いいなー。レナのお菓子食べてる。俺も食べたーい」

　そこに立っていたのはユリウスだった。桃色ゆるふわ王子に間延びした明るい声と屈託のない笑顔を向けられ、レナは小さな緊張感を覚えた。

　ユリウスに会うのは一週間ぶりだ。彼とはクラウドの執務室を出た後の廊下で抱きしめられてキスをされて以来、ずっと会っていなかった。フェクトス行きにかかわる事務連絡は、彼の側近やトーリュアス家のメイドを通して書面で行われているので、直接会うのは久々である。

　いろいろな意味で緊張はしたが、ユリウスはレナを叱りつけるために声をかけてきたわけではないらしい。レナとルフィーナの顔を交互に見比べたユリウスは、首を傾けてレナに「迷子？」と訊ねてきた。

「あ、はい。そのようですね。一緒にご両親を探しに行くべきか、動かずにここで待つべきか考えていたのですが、彼女……ルフィーナ様が、お腹を空かせているようだったので、まずはおやつを食べながらこの後どうすべきか考えようかと……」

「ふうん、なるほどね」

　レナが状況を説明すると、ユリウスが腕を組んで何かを考え込む仕草をした。しかし思考に要した時間はほんのわずかで、ユリウスはすぐに笑顔になる。

「じゃあ俺もここで一緒に待とうかな」

「え？　ええっ……？　殿下、お仕事は？」

「今、視察先から帰ってきたとこ」

　そう言ってユリウスが振り返ると、廊下の向こうに彼の側近や外交補佐官や護衛の騎士が勢揃いしている姿が見えた。レナが以前にも見かけたことがある面々の存在に気付くと、彼らもこちらに向かって近付いてくる。

「この後は事務仕事に追われる予定だから、俺も甘いものが食べたいなーって思ってたとこなんだ」

　能天気な口調のユリウスの傍までやってきた男性たちにも、こちらの話がちゃんと聞こえていたらしい。ユリウスがルフィーナの名前と彼女の両親の情報を確認して顔を上げると、全員がみなまで言わなくても理解しているように数度頷いた。

「ダニエルは騎士団の訓練場に向かってくれる？　今日は騎士団の入門試験があるみたいだから、もしかしてこの子の身内もその試験を受けに来ているんじゃないかな」

「なるほど、可能性は高いですね。かしこまりました」

「うん。じゃあパウルは管理棟、アシュアは中央議会に行って登城者と帯同者の状況を確認してきて。モーリスは騎士団の詰め所で捜索要請の準備。三十分以内に発見連絡がなかったらそのまま本要請していいよ。ケインとローゼルは離宮に戻って、午後からの作業の準備をしておいてくれる？」

　急展開にぽかんと口を開けるレナの目の前で、ユリウスが一緒にいた人たちに次々と指示を出していく。彼はルフィーナが両親とはぐれた原因や理由にアタリを付けて、発見の可能性が高い場所から優先的に目的の人物を探し出そうとしているようだ。それと同時に万が一見つからなかった場合の対処法に手を打ち、さらに自分たちの仕事にも影響が出ないように考えて先の指示を出している。

　その素早い思考と的確な判断にこっそりと感動を覚えたが、部下たちが散開するとユリウスはすぐにいつもの笑顔に戻った。

「お、ドーナツだ。レナ、俺にもおやつくれる？」

　仕事の顔からゆるっとふんわり甘い笑顔になって、甘党全開でレナにお菓子をねだってくる。泣かないようにと気丈に振る舞うルフィーナよりも、ユリウスのほうがよっぽど子どものような仕草だ。

　レナはユリウスに会うまで、彼の情熱的な求愛にどう応えるべきかと思い悩んでいた。直接顔を合わせたら、彼の想いに答えを示さなければいけないと思っていた。

　ところが、ユリウスの反応は拍子抜けするほどにさっぱりとしたもの。これでは真剣に考えていた自分がおかしいのではないかと思ってしまう。

　困惑しつつドーナツの包みを手渡すと、ユリウスが「ありがと」と嬉しそうに笑う。その表情を見ていると、ルフィーナの両親捜索の作戦参謀としてこの場に残った彼が、本当はただおやつを食べたかっただけなのでは？　と考えてしまう。

　レナの疑問をよそに、一口で食べられるはずのドーナツを半分に割ったユリウスと、先ほど口にする直前で声をかけられたためにドーナツを食べ損なっていたルフィーナが同時に口を開けた。

「おいしい！」

　ドーナツを一口かじったルフィーナは、すぐに明るい笑顔を見せてくれた。顔を上げると愛らしい唇の周りに粉砂糖をたくさん付けたまま、瞳を輝かせてレナのドーナツを称賛してくれた。

「あまくておいしいです！」

「よかった。これ私が作ったんですよ」

「え……すごいです！」

　美味しいと言ってくれたドーナツが王室御用達店の高級品ではなく、目の前にいるしがない菓子職人が作ったものだと告げると、ルフィーナの瞳はますますきらきらと輝いた。

　その笑顔を見ているとレナも嬉しくなる。幼い少女に元気を分けてあげられたことを知ると、ここ最近少しだけ不安になっていた心もふんわりと浮上する。

「君はなかなかいい舌を持ってるねぇ」

　そして喜びや楽しさを覚えている人物がもう一人。ルフィーナと違って砂糖の一粒も口の周りに付けず、驚くほど綺麗にドーナツを食べたユリウスがにこりと笑う。その声に反応したルフィーナが、ユリウスの顔をぱっと見上げた。

「美味しいよね、レナのお菓子」

「おいしいです！」

「頬っぺた落ちそう？」

「おちてますか？」

「んーん、大丈夫。まだ落ちてないね」

「えへへ」

　ユリウスは交渉相手だけではなく、幼い子どもの扱いも得意らしい。ルフィーナの不安や感動を受け入れたうえで、彼女が少しでも楽しい気持ちに変わるような言葉や声のかけ方を選んでいる。

「揚げているはずなのに全然脂っこくないし、時間が経ってるのに外はカリカリ、中はふわふわ。味も砂糖だけでシンプルだけど、素材のよさと合ってるところが最高だよね」

　ルフィーナの不安はユリウスに上手く誘導されることで緩和されつつある。と思った矢先に、ユリウスが大真面目にドーナツを褒め始めた。その饒舌じょうぜつな語り口調にルフィーナが少しだけびっくりした顔をする。レナはただただ恥ずかしい。

「けんきゅうしゃさん、ですか？」

　きょとん、とした顔で問いかけられ、ユリウスも一瞬動きを止めた。しかし否定することはなく、そのまま笑って何度か頷く。

「そう。レナのお菓子を研究してるんだ」

「ドーナツはなん点ですか？　なんばんめにおいしいですか？」

「うーん、実は百点満点以外になったことがないんだよね。だから全部一番かな？」

「おお～！」

　適当すぎる回答に『それは答えになってないでしょう』と突っ込みを入れたくなったが、ルフィーナはなぜか楽しそうに笑っていた。

（すごい……打ち解けてる……）

　ユリウスはその後もドーナツを頬張るルフィーナの姿を眺めながら、レナのお菓子を褒め称えた。すぐ傍にレナがいるというのに遠慮もせずに「あれも美味しかった」「これもおすすめ」と褒めちぎるので、次第に居たたまれなさを覚えてくる。

　けれど同時に嬉しくもあった。ユリウスが指折り数えるお菓子は、そのほとんどが彼に直接用意したわけではないものだ。大半がクラウドのお茶の席へ運んだもので、他には離宮の厨房から依頼を受けて届けたものや、晩餐や宴の席でデザートとして出されたものである。まれに自分でも作ったことを忘れているようなものまで含まれているので、その数にレナは脱帽するしかない。

（ユリウス殿下は……いつも認めてくださる）

　そしてユリウスは、そのどれもが美味しいと言ってくれる。美味しいから食べてみてほしい、と他の者へ薦めてくれる。レナの努力を認めてくれる姿に、じんと胸が熱くなる。比べても仕方がないことなのは理解しているけれど、クラウドには褒められたことがないのでどうしても嬉しく感じてしまう。

　おそらくクラウドも、レナのお菓子を好ましいと感覚では理解しているのだろう。しかしお菓子の作り手がレナだとは思っていない。レナの顔を見てもよくて無反応、普段は鬱陶しそうな顔をすることが多い。すっかり嫌われてしまっていて、今は喜ぶどころか邪険にされているのだ。

　確かにそうなった要因の一つはユリウスにもあるのかもしれない。クラウドがお菓子を褒めたときにその作り手をきちんと教えていれば、彼は今ごろレナを気に入り、美味しいと言って笑顔を向けてくれたのかもしれない。

　だがユリウスはクラウドの言動を意のままに操っているわけではない。レナを冷たくあしらうのはクラウド自身の意思によるものだ。レナはその言葉に、声に、視線に、態度にいつも傷付けられていた。冷たい棘は心に深く突き刺さり、お菓子作りを楽しいと思う気持ちがどこかに沈みつつあった。お菓子が好きなことには変わりないが、少しだけ自信を失っていたのだ。

　その憂いを取り払ってくれるのは、今日もユリウスの笑顔と褒め言葉だ。

　運命を狂わせた一因である相手に褒められて舞い上がるなんて、愚かかもしれない。けれどクラウドの言葉にぬくもりを感じられないのが確かな事実であるのと同じように、ユリウスの褒め言葉には嘘や偽りがない。レナの作るお菓子を口にし、また食べたい、と期待と応援の言葉をくれる。その甘さと優しさに満ち溢れた言葉や態度がレナの心を潤し、情熱とアイディアを与えてくれることも確かな事実だった。

（それにユリウス殿下は……）

　レナを女性として見てくれる。菓子職人としてのレナ＝トーリュアスを欲していることももちろんだが、一人の女性として扱ってくれる。

　レナを喜ばせるためのデートプランを考えて、笑顔を楽しそうに眺めて、時折情熱的に触れてくる。ただの菓子職人に向けるものではない、女性としてのレナが欲しい、と訴えてくれるのだ。

　フェクトス王国へ赴く返事はしたが、ユリウスの求愛に対して明確な回答はしていない。つい最近までクラウドに好かれることばかり考えていたので、ユリウスから向けられる感情に対してはまだどうしても戸惑ってしまう。

「パパ、ママ！」

　幼い少女とお菓子について語り合うユリウスの横顔を見つめていると、二人の間にいたルフィーナが突然パッと嬉しそうな声を上げた。そのまま台座から飛び降りて、近付いてきた紳士と淑女の元へ駆けていく。

　どうやら彼女の両親にも、娘の居場所がちゃんと伝わったらしい。腕を広げた男性と心配そうに目元を潤ませる女性の胸へ飛び込んだルフィーナは、ほっと安心したように両親の腕にすり寄った。

「えっ……ユリウス王子殿下!?」

　娘との再会を喜んでいた両親だったが、傍にいたユリウスの姿を認めると、二人揃って仰天したように目を見開いた。

「これは大変失礼いたしました！」

「ご、ご無礼をお許しくださいませ……」

　現状を理解したらしい男性の驚き声に続いて、女性が慌てて深々とお辞儀をする。

　それはそうだ。迷子になった娘を預かってくれていた人物が隣国の王子だったとなれば、それは度肝を抜かれたような反応もするだろう。

　ユリウスは他国の王族であるが、何度もエーゼラント王国を訪れているためか、顔と名前を知らない上流貴族はいない。しかも彼は王太子の婚約者の弟でもある。菓子職人として王宮に勤めて間もない子爵令嬢のレナは名乗られるまでその事実を知らなかったが、彼らにとっては常識かつ十分に驚くべき相手なのだろう。

　大人たちのやりとりをよそに、すっかり元気を取り戻したルフィーナが、

「バイバイ、レナ様！　王子様！」

　と嬉しそうに声をかけてくる。その無邪気な様子に、彼女の両親の表情がサッと青ざめた。

「こ、こら、ルフィーナ……！」

「あはは、ばいばーい」

　ルフィーナを叱るべきか先に謝罪をすべきかと迷う紳士を気にも留めず、ユリウスがにこやかに手を振る。その態度から無礼を免れたことを知ると、両親は迷惑をかけた謝罪と娘を保護してくれたお礼を何度も繰り返し、やがてその場を去っていった。

「子どもは元気でいいよね。ドーナツ三つも食べてた」

　親子を見送るユリウスが楽しげに笑いながら話しかけてくるが、レナは返答の声がすぐには出なかった。隣に並び立つユリウスの存在を急に意識してしまって、なんとなく顔を上げにくくなってしまう。

「レナ？」

「えっ……あ、いえ！　助けてくださって、ありがとうございました」

「ん？　俺は別に何もしてないよ？」

　レナがお礼を言うと、ユリウスがなんでもないことのように笑い出す。

　何もしていないことはないだろう。ユリウスは自分の仕事にまったく関係がない迷子の捜索に積極的に協力してくれた。それは彼の部下たちも同じで、ユリウスの突然の命令に嫌な顔ひとつ見せることなく、割り振られた役割を忠実にこなしてくれた。おかげでルフィーナはドーナツを食べ終える頃に、両親とちゃんと再会できたのだ。

　自分一人だったらこんなに早く発見はできなかっただろう。改めてユリウスの手腕や人柄の良さを感じる。

「レナはいつも人助けしてえらいね」

　けれどユリウスは自分の手柄などそっちのけで、またレナを褒めてくれる。

　それに今度は言葉だけではない。不意に伸びてきたユリウスの手がレナの頭をぽんぽんと撫でる。ユリウスに触れられたことで、レナは彼が意外と至近距離にいることに気が付いた。

「あ……撫でちゃった」

　レナが見上げると、我に返ったユリウスがパッと手を引っ込めた。

「ごめんごめん。レナが可愛くて、つい」

　悪気はなかったんだ、としどろもどろに視線を逸らすユリウスに、レナは思わず照れてしまう。気恥ずかしさを感じてレナも話を逸らそうとしたが、ふと直前の彼の言葉に小さな引っかかりを覚えた。

「あの……『いつも』人助けして、というのは……？」

「ん？」

　ユリウスが発した言葉の一つを疑問に思う。そしてユリウスもレナの疑問に首を傾げたが、

「あぁ、そっか……レナはそれも覚えてないのか」

　と、すぐに合点がいったように頷いた。

　以前からユリウスの言動には不思議な違和感があった。なぜ彼はレナの名前や身分を知っていたのか。なぜクラウドに対するレナの恋心を知っていたのか。なぜ他国の下級貴族であるレナをここまで好いてくれるのか。

　その違和感の答えに辿り着く機会を得た気がして、ユリウスにずずいっと近寄る。

「教えてください」

「え、いや……えーっと……俺すごいカッコ悪いし、すごい恥ずかしい状況だったから……。その、覚えてないならそのままでいてほしいっていうか、あんまり思い出してほしくないんだけどなー……」

　いつも余裕のあるユリウスには珍しく、レナに気圧されたようにそろりと視線を逸らす。見ると彼の頬が、髪の色と同じくほんのりと色付いていて、どうやら照れているらしいことに気付く。だがレナも折れずにユリウスの顔を見つめ続けた。

　この反応は、レナが知りたい答えをユリウスが持っている証だ。そう確信して彼にさらに近寄る。

　そんな調子で押し問答を続けていると、観念したユリウスが顔の高さに両手を上げて降参のポーズを示した。

　そのまま彼の口から滑り出た言葉に、レナは目を丸くする。

「実は俺も、ルフィーナと同じようにレナに助けられたことがあるんだ」





癒しのマドレーヌ






「助けたことがある？　私が？」

「そう。レナは俺の命の恩人なんだ」

「い、命の恩人……？」

　レナにはユリウスの説明がずいぶんと大袈裟に思えた。命の恩人というのは、生命の危機に陥っている状況を救った相手に使う言葉である。レナは大きな傷を負った怪我人を介抱した記憶も、馬車に轢かれそうになっている人を庇った記憶もない。

　困惑するレナの姿に、ユリウスが指先で頬を掻きながら苦笑いを零す。

「実は俺、エーゼラントに来てすぐの頃、お腹が空いて廊下で倒れたことがあったんだよね」

「え……ええっ!?」

「ちょうどダニエルも傍にいなくてさ。人って空腹の限界になると眩暈めまいがして手が震えるんだね。しかもお腹は空いているはずなのに吐き気もするし、これは本格的にまずいなーって思ってて」

　すでに過去の話になった今だからこそ笑って話せるのだろう。照れくさそうに、けれど気楽に話す様子を見る限り、今のユリウスに緊迫した様子は感じられない。だがそれは笑い話ではないと思う。

　ユリウスはその日、エーゼラント王族や以前から入国していた姉ナディアへの挨拶、王宮と離宮の案内、エーゼラント側の外交官の予定調整不足に忙しなく振り回され、丸一日近くまともな食事を口にしていなかったという。さらに緊張と慣れない環境と長旅の疲労が蓄積していたことも重なり、ユリウスは急激な体調不良に見舞われた。

　どうにか近くにあったベンチに座ることはできたが、そこで完全に動けなくなってしまい、どうしたものかと密かに焦っているときだった。

「え……まさか私？」

「そう。バスケットにマドレーヌを抱えたレナが傍を通りかかったんだ。それで俺が『お腹空いた』って言ったら、レナが『これをどうぞ』ってマドレーヌをくれたんだよ」

　にこりと笑うユリウスの言葉に、ぱちぱちと瞬きをする。

　もちろんまったく覚えていない。

「でもあのときのレナ、きっとかなり急いでたんだよね。数も数えないで手に掴んだマドレーヌを全部俺にくれて。名前を聞こうと思ったのにあっという間にいなくなるし」

　以前の様子を思い出して苦笑するユリウスだが、レナはそこまで聞いてもやっぱり何も思い出せない。一切覚えていないということは、ユリウスの言うように本当に急いでいて、そちらに気を取られていたのだろう。

　王宮で菓子職人として奉仕し、かつ舞踏会でユリウスに出会って彼を認識する前ということは、前世の記憶を思い出した直後──クラウドに少しでも興味を持ってもらうために必死だった、今から一カ月ほど前の話だろう。大方、そのときもクラウドにお菓子を届けることで頭がいっぱいだったに違いない。

「そのマドレーヌがすごく美味しくて……同時に生き返った気がしたんだ」

「それ、低血糖症状だったのでは……」

「ていけ……？　何それ？」

「えっと……糖分不足のことです」

　この世界では人の血中成分を数値化する技術は確立されていないが、そうは言ってもレナの知る限り人間の構造は前世と同じである。ならば急激に体調不良になったというユリウスは、エネルギー源が不足して低血糖症状を引き起こしたと考えるのが妥当だ。

　前世で栄養学の基礎は勉強したが、この世界ではあまり一般的な知識ではない。レナが慌てて言葉を濁すと、ユリウスも「そうかもね」と笑顔で受け流してくれた。

「ちゃんとお礼がしたくて、レナのことを探していたんだ。まあ、見付けるにはすぐに見付けたんだけど……」

　ユリウスはお礼をするために、おおよその年齢や身体的特徴、お菓子を運ぶために王宮の廊下で出会ったという情報を頼りに、マドレーヌの女性を探した。仕事の合間を縫ってこっそりと素性を探っていた女性は、思いのほか早くに見付けることができた。けれど。

「二回目に会ったとき、レナがクラウドのことを好きだって気付いた」

　ユリウスが次にレナと会ったのは、ナディアとクラウドに招かれたとある午後のティータイムだった。その日のお茶菓子を作った菓子職人として三人の前にやってきた女性の姿を見た瞬間、ユリウスはほっと安堵すると同時に小さな鼓動の高鳴りを覚えた。

　そんな菓子職人レナに対し、姉ナディアとその婚約者である王太子クラウドの態度はひどく高慢だった。運んできたお菓子の説明を自分から求めたくせに、視線を下げてビスキュイの紹介をするレナの話を、二人は少しも聞いていなかった。恐らく形式として説明は求めたが、二人とも最初から興味がなかったのだろう。

　ユリウスはその一方的な光景に唖然とした。だがなにより悲しいと思ったのは、その菓子職人がクラウドの姿ばかりを必死に見つめていることだった。

「その場には俺や姉さんもいたのに、レナは最初から最後までクラウドしか見てなくて」

「え、あ……の」

「結局、俺とは一度も視線が合わなかったな。でもすごい一生懸命だったから、横入りしてお礼を言うこともできなくて」

　苦笑するユリウスの言葉に、穴があったら入りたい気持ちになってしまう。

　確かにあのときのレナは必死だった。『王宮のドルチェ・ドリーム』の世界に転生したことを自覚した直後からクラウドとのハッピーエンドだけを目指し、乙女ゲームの攻略に従って行動し、選択を間違えずに彼に気に入られることだけを考える毎日だった。

「だから次の機会を窺ってたんだけど、やっぱり全然俺のことなんて見てくれなくて」

　今にして思えば、レナはユリウスをはじめとする他の人々に対して随分失礼な態度を取っていたのかもしれない。もちろん話しかけられたのに無視をするとか、頼まれた仕事を断るとか、他人に迷惑をかけるような行為はしていない。

　けれどもう少し周りに目を向けてもよかったのではないかと思う。前世の記憶を思い出したからといってすべての情熱をクラウドに捧げるのではなく、もっと他者との交流を大切にしてもよかったのではないか。ユリウスからの感謝の気持ちを受け取る余裕すらないほど必死だったことに、もっと早く気が付くべきだったのではないかと考える。

「どうしたらレナはこっちを見てくれるんだろう、いつになったらお礼を言えるんだろうって、ずっと考えてた」

　ユリウスがぽつりぽつりと想いを吐露する。

「考えてるうちにレナのお菓子を好きになっていた。そのうちレナが材料にも作り方にもラッピングにもこだわっているって気付いて、そしたら今度はレナ自身のことを知りたくなった」

「ユリウス殿下……」

「姉さんが残したお菓子までもらって食べてたんだ。クラウドの言う通りだよ。すごい食いしん坊だよね、俺」

　はにかむ姿は無邪気な少年のようだ。けれど幼い印象はすぐに真面目な表情に変化する。リーフグリーンの宝石にじっと見つめられると、小さなリズムを刻んでいた心臓が大きく高鳴る。

「でも、レナとお菓子を観察しているうちに、気が付いたことがあるんだ」

　恋の色を宿す瞳が、少しだけ温度を下げる。その移り変わりを至近距離で見つめていたレナは、ユリウスの台詞に驚いて思わず言葉を失った。

「レナが作るのって焼き菓子とかパンに近いパイばかりで、ケーキはあんまり作らないでしょ」

「！」

　指摘を受け、自分が密かに不満に思っていた感情まで彼に見透かされていることを知る。もちろんそれを言葉や態度に出したことはない。だがユリウスはレナの表情や行動を注意深く観察し、心の内まで正確に読み解いていたようだ。

「……時間がかかることや、皆様がお仕事の合間に食べるには焼き菓子のほうが都合がいいのも理由ではあります。でも何よりクラウド殿下が……クリームやソースを使った甘いケーキを好まないので」

「うん、そうだと思った」

　ずっと不満に思っていたことを口にすると、ユリウスは特に驚いた様子もなくため息交じりに頷いた。

「レナ、本当はクラウドにもっといろんなお菓子を食べて欲しいんだよね。でもクラウドは甘いものが苦手だから、それに合わせて焼き菓子やパイしか作れてない」

　ユリウスのさらに細かな指摘にそのまま俯いてしまう。

　クラウドは甘いものが苦手だ。生クリームをいっぱい使ったケーキやタルトはもちろんのこと、はちみつをたっぷりかけたパンケーキや、粉砂糖がたくさんのドーナツ、プディングやパンナコッタといったデザートも一切口にしない。

　だからクラウドに作るお菓子は砂糖を控えめにしたクッキーやビスケット、マドレーヌやマフィンやフィナンシェといった焼き菓子、もしくは食事替わりのスコーンやパイを選んでいる。他のお菓子は作っても食べてくれないとわかっているから、作りたくても作れないのだ。

　それに菓子職人としての仕事に加え、時折依頼される軽食やクラウドの好みに合わせた焼き菓子を作っていると、自分の好きなお菓子や新しいレシピを試す時間はなかなか捻出できない。クラウドへの恋を成就させたいと願ってきたレナは、それだけが悩みの種だった。

「だから舞踏会の夜に食べたプディングが美味しくて、本当にびっくりしたんだ。レナはこんなに美味しいお菓子も作れるのに、クラウドの傍にいたらケーキもタルトもムースも作れない」

　ユリウスの言う通りだ。レナはクラウドと結ばれることをずっと望んでいたが、その夢が叶えられると、もう一つの夢である菓子職人としてやりたいことが霞んでしまう。いつか作りたいと夢を見ているお菓子も、クラウドの傍にいるとこの先も作れない可能性が高いだろう。

　それは先日も思い知ったこと。二つの夢を叶える道は、改めて考えてみるとこんなにもかけ離れている。ハッピーエンドの先にある未来をまったく想像できていなかったレナは、その現実にまた黙り込んでしまう。

　もちろんあんなに冷たい眼でレナを睨み、あんなに辛辣な言葉をかけるクラウドといまさらどうにかなるとは思っていない。彼との未来は潰えたのも同然だが、それでも長い片恋の感情がすぐに消え去るわけではない。

　だからユリウスの言葉を否定することも、頷くこともできない。

「ねえ、レナ」

　静かに俯いていると、隣の台座に腰をかけたユリウスにそっと名前を呼ばれた。顔を上げる直前に、近付いたユリウスに身体をぐっと抱き寄せられる。

　ゆるふわな見た目からは想像できないが、ユリウスは意外と胸板が厚く腕も長い。男らしい手が腰に回ると、それと同時に耳元へ唇が近付いた。

「レナを傷付ける状況を作ったことは、本当に申し訳ないと思っている。けど少しだけでいいから……俺自身のことも考えてほしいんだ」

「ユリウス殿下の、こと……？」

「そう。現時点で決まっている『菓子職人として』じゃなくて、『俺の花嫁として』フェクトスに来ることも、本気で考えてみてほしい」

　ユリウスの真剣な告白に、レナはその腕の中で静かに硬直した。

　彼がクラウドと約束したのは、あくまで気に入った菓子職人をフェクトス王宮へ引き抜くことだ。今のレナはその気に入った菓子職人として抜擢されたにすぎない。

　けれど実際の望みはそれとは少し異なっている。ユリウスの望みは菓子職人としても女性としても生涯自分の傍に置き続けること──レナを自分の花嫁として迎え入れ、ずっと一緒にいることなのだと言う。

「クラウドのことを想って作ったお菓子じゃなくて、俺のことを想って作ったお菓子を食べてみたい」

「え……ええ、と……」

「──って、それはちょっと贅沢がすぎるか」

　腰をゆるく抱かれ、耳元に優しく語りかけられると返答に悩む。彼の想いに今のレナはどう応えるべきか。

「でも俺はレナのことも、レナのお菓子も、本気で好きだから」

　戸惑っていると、ユリウスがさらに真面目な声と口調で言い募る。

　だが、見つめ合っても彼の想いには即答できない。申し訳なさを感じてしまい、すぐにパッと視線を逸らす。その瞬間ユリウスの指先がピクリと動いたが、ゆるく抱きしめる状態が続くだけで、それ以上の言葉はなかった。

（私は……）

　ユリウスに時間がないように、レナにももう時間がない。

　菓子職人としてエーゼラント王国を旅立つ日は、もう三週間後に迫っていた。
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